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第一章　始まりから始まる始まり





「ただいまー」

「まー。――――ねねね、ひなくんひなくん」

　玄関に入ったとたん、間髪いれずに靴くつ紐ひもをほどく俺の服が引っ張られる。

　手元を動かしながら小さな手、細い腕、今にも折れそうな肩とたどっていけば、その先にあるのは満面の笑みを浮かべた幼い顔。

「ご・は・ん♪」

「あるわけないだろ。ってかどうやったらあると思える」

　まったくこいつは……。

「俺たちはなにしに行ってた？」

「はいっ！　お洋服を買いに行ってました！」

　うんうん、元気でよろしい。だけど……な？

「そうだな。おまえの要望で、朝から遠くまで出かけてな！　それでどうやったら即座にご飯が出てくるんだよ！　俺だって腹ペコだっての！」

「ん～、妖よう精せいさんが作ってくれてるとか？」

「はいはい、鈴すず莉りは賢いな。いたらいいよな、妖精」

「な、なんでそんな慈しむような目で見るの!?　きっと妖精さんはいるよ!?」

　はいはい、と呟つぶやきながら靴を脱ぎ、鈴莉の横に立つ。

　その動きでふわりと舞うのは、銀糸のごとき鈴莉の髪。外国人の曾そう祖そ母ぼ譲りと言っていた銀紫の髪は真まっ直すぐに腰下まで流れ落ち、リボンやフリルが大量についた甘ロリ服と相まって彼女をまるで一級品の西洋人形であるかのように彩る。

　そんな鈴莉はその体もお人形のように小さく、愛らしい。男子としては小柄な部類の俺からも、さらに小さい鈴莉とは頭一つ近い身長差ができるほどだ。

　だが、その小さな体に唯一同じ枕まくら詞ことばをつけられないものがある。

　それこそが――胸！

　中学生並みの身長や体つきだというのに、そこだけが大きくブラウスを持ちあげて主張なさっているのだ……！

　――閑話休題……というか、語りだすと止まらなくなりそうだから置いといて。

「ひなくん、頭振ってどうしたの？」

　ちょこん、と首をかしげながら俺を見上げてくる鈴莉。

　身長の低い彼女が真横から俺を見れば、必然的に上目遣いになるわけで。

　どのような感情のためか、うっすらと赤らんだ頬ほお。大きな紫紺の瞳はかすかに潤み、俺の姿を映し込んでいる。さらに真っ白で染み一つないすべすべの肌へと、アクセントを加える桜色の唇はすぼめられるようにして――

「わぷっ」

「なーにいきなりキス迫ってやがる」

「え？　お帰りのチューだよ？」

　そこで『なに言ってるの？』みたいな顔されても。

「……はあ。いいからさっさと着替えてこい。その間に夕飯用意しとくから」

「ほんとっ!?」

　わ～い、と階段を駆け上がって行く鈴すず莉りの後ろ姿にもう一度ため息をつき、台所へと入る。やれやれ、まったくもって甘いなぁ、俺。

　だけどまあ、今日くらいはいつも以上に甘くなったって、仕方ないだろう。



「ごはんっ！」

「あと少しなー」

「えー……」

　白い脇わきも眩まぶしいノースリーブのブラウスにファッションタイを合わせ、下はミニのフレアスカートと黒ストッキングなんてラフな格好でダイニングへ飛び込んできた声に返してやれば、戻ってきたのは不満の声。

「むう……ひなくん、いつもならぱぱっと魔法みたいに作れるのに。手伝おうか？」

「おや、珍しい。いいのか？　おまえだって疲れてるだろ」

「いい匂においだけするのに、まだなんて辛つらいよぅ」

「ま、それもそうか」

　今オーブンに入っているチキンだって、何度も塗ったタレが焼けて香ばしい香りをあたりへ放っている。

　そしてキッチンにはそれ以外にもいくつか料理が並べられており、それぞれが芳ほう醇じゆんな匂いと湯気をまとっている。

「大丈夫だから、ちょっと待ってな。チキンはもう焼けるし、サラダ作ったら終わりだから」

「は～い。おいしいの、期待してるねっ」

　ちょこんと食卓の椅い子すに腰掛ける鈴莉。

　小さく鼻歌なんか歌って『まだかなー、まだかなー』なんて雰囲気を隠そうともしない彼女に苦笑しつつも、頬ほおが緩ゆるむのは抑えられない。

　ほら、料理でもなんでも、望まれたら嬉うれしいじゃないか。それに……鈴莉はかわいいしさ。かわいい女の子に頼られるってのは、男として嬉しいもんですよ。

「さて」

　などと思っている間にサラダ完成。レタスとツナ、トマトに、軽くあぶった玉ねぎという簡単ながら結構おいしいサラダだ。それとちょうど焼けたチキンを皿にのせ、第一弾として食卓に運ぶ。

　いつになく俊敏な動きでお盆からお皿を下ろしてくれた鈴すず莉りは、いつも通りふんにゃりゆるゆるとした笑みを浮かべながら、

「早く早くっ」

「待つって頷うなずいたのは誰だよ……」

　今日はいやにテンション高いな、こいつ。

　ぼやきながらキッチンと何度か往復し、二人には大きすぎる食卓へ先に作っておいた料理を並べる。これもいつも通り。俺がこの家に来て、家事担当になってから四年。ほぼ毎日行われている動作だ。

　いつもなら、この後は『いただきます』と手を合わせて食事開始だ。だが、今日だけは少し違う。

「鈴莉」

「ふぇ？」

　呼びかけると、次々運ばれてくる料理に目を丸くしていた鈴莉が、顔を上げて俺を見つめてくる。

　そんなふうにいつも、どんなことがあっても変わらなかった鈴莉に、俺は微笑ほほえみかけながら、

「十七歳の誕生日おめでとう、鈴莉」

「うん。ありがとっ、ひなくん！」

　そう。今日は鈴莉の誕生日。そうでもなかったら、さすがにこんなに大量のごちそうを作ったりはしない。

　食卓を見回しても、照り焼きチキンにハンバーグ、サラダに里芋の煮っ転がしに春巻きにポタージュスープに……と、和洋折衷なんでもありの大盤振る舞いだ。そこに共通しているのは、全て鈴莉の好物だということ。

「しっかりケーキも用意してあるからな。食べすぎた、なんてことにはならないようにしろよ？」

「えと、ひなくん。まさかこれ全部帰ってきてから作ったの？」

「ん、いや？　ある程度の物は前もって作っておいたし、全部火を通したり仕上げをしただけだ」

　とはいえ、仕上げだけでもそこそこの時間がかかってしまったが。

「ほかならぬ鈴莉の誕生日だしな。これくらいは頑張るさ」

　そう締め、手を合わせる。

　だが、いつもなら意図をくんでくれる鈴莉はなぜか軽くうつむき、その頬ほおを朱に染めたまま動こうとしない。

　一分ほどの後、訝いぶかしむ俺の視線を受けながら、鈴すず莉りは意を決したように、

「えっと、ひなくん。お夕飯の前に、一つ聞いてほしいことがあるの。いい？」

「……どうした？」

　真剣な顔――と言っても生来おっとりした顔つきなので、それほど真剣さが伝わってこないのだが――の鈴莉に見据えられ、俺も居住まいを正す。

「ひなくんと私が一緒に暮らし始めてもう七年だよね」

「そうだな」

　頷うなずき、そのまま視線で続きを促すと、鈴莉も小さく顎あごを引く。

「ひなくんのご両親が亡くなって、ウチに引き取られて。パパもママもひなくんに家事と家のことを任せて早々に外国行っちゃったよね」

「海外支社長なんて栄転だから、仕方ないんじゃないか？」

　さすがに子供ほったらかして、というのはどうかと思うが。まあ、俺たちは俺たちで日本を離れたくなかったわけだし。

「うん、それはいいの。おかげでひなくんと二人だけ、のんびりと過ごせたもん」

「俺に家事全部押し付けたからな。おまえはのんびりできただろうよ」

「あー、うん。ごめんね。これからはちょっとずつ手伝うようにするよ」

「……おまえ、熱でもあるのか？」

　壊滅的に生活能力がない上、やる気はあるのに空回りする特性持ちの鈴莉が手伝うなんて言い出したこともそうだが、唐突に昔話なんて始めるその意図が、読めない。それこそ熱でもあるのかと疑うしかないくらいに。

　しかし鈴莉は緩ゆるく首を振り、真まっ直すぐ俺を見つめてくる。

「その間、いろいろあったよね。兄妹でもないのに一緒に住んでるってことでからかわれたり、付き合ってるってことにされちゃったり」

　鈴莉は一言一言噛かみしめるように言うと、小さく熱っぽい吐息をもらす。

「あは、たしかに熱あるのかも。混乱して知恵熱でてきちゃった」

　でもね、と鈴莉は小さく呟つぶやき、言葉を続けてくる。

「私は、それでもよかったの。悪い気分じゃ、なかったの」

「鈴莉……？」

　おいおい、なんだこの雰囲気は。まるで……そう、まるで恋愛小説のラストのようじゃないか。

　そんな俺の考えを肯定するかのように、鈴莉は名の通りかわいらしく甘い声で呼びかけてくる。

「ひなくん」

　潤んだ瞳と紅潮した頬ほおで見つめてくる鈴莉は、

「いっぱいからかわれたよね。カップル、とか。同どう棲せいしてる、とか。夫婦、とか。だったら――――それ、本当にしちゃおっか？」

　いたずらっぽく言いながらも、覚悟を決めるかのように小さく深呼吸し、



「昔から……好きだったの。ひなくん、私と――付き合ってくださいっ！」



「――ん、いいぞ」



「あ、そ、その……ね。返事はあとでいいの。ひなくんだって考えたいだろうし、お腹なかもすいてるだろうし。別に断っても家追い出すとかはしないから、率直にそのままの気持ちを…………あれ？」

「っと、電話か」

　鈴すず莉りの言葉へかぶさるように響き出した着信音に、急いでケータイを取り出しながら立ち上がる。

「こんなときに悪い、鈴莉。ちょっと長引くかもしれないから、先に食べててくれ」

「ちょ、ちょっと待って！　ひなくん今なんて――」

　なにかを言いかけていた鈴莉だったが、俺が唇の前に指を立てると、はじかれたように自らの口を手で覆おおってコクコク頷うなずいた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　綾あや川かわ家ルールその一。電話中うるさくしたらおやつ三日抜き。

　子供でもわかるようなルールだが、この家には実際に何度も破っておやつ抜きにされたバカがいるため油断ならない。

　静かになった鈴すず莉りに頷きを返し、ケータイ片手に廊下へ出る。

　そのままドアに背をつけ、一つ深呼吸。

　ったく鈴莉のやつ。誕生日を区切りと思ったのかどうなのかわからないが、さすがに夕飯中はないだろうが。

　いきなり告白だなんて――――俺だって、照れることはあるんだぞ？

　そんなことを思いつつ、ケータイを耳に当てる。

「はい、もしもし？」

『由ゆ枝えよ。今時間いいかしら？　日向ひなた』

「おや、こんな時間に珍しい」

　御み園その由枝――俺のはとこにあたる、絶賛彼氏募集中の高校生だ。一つ上で同じ高校に通っているなど俺とはいろいろと接点があるとはいえ、こんな時間――なにもない休日の夜九時なんて時間に電話をかけてくるのは、稀まれだ。

『あたしもよっぽどのことがなければ、あたしをふった人に私用で連絡したくないわよ』

「あー……」

　気まずい。これは超気まずい。そういやこのこともあるんだよなぁ……。

　この人の言葉に従うのならば、彼氏ができないのは去年、俺にふられたせいなのだとか。ツキが落ちたとかなんとか言ってたけど、ぶっちゃけとばっちりだっての。

「で、そのよっぽどのこととは？」

『あんた、従妹いとこがいるって知ってた？』

「………………はい？」

　唐突も唐突、まったく予想していなかった方向からの質問に、告白で浮かれていた頭が急速に冷めていく。

「従妹って……俺に一番近いのって、はとこの由枝さんか、親父おやじさんだろ？」

『あたしもそう思っていたのよ。でも――』

　ピーンポーン、と由枝さんの言葉を遮さえぎるように鳴り響くのは、我が家の玄関チャイム。

　いやはや、由枝さんの電話といい今日はとにかくイベントが重なる日らしい。

「悪い。来客だ」

『みたいね。こっちにもチャイムが聞こえてきたわ』

「たぶん回覧板だろうから、ちょっと待っててくれ。どうやら詳しく聞かないといけないみたいだからな」

『ふふ。ええ、そうね。詳しく聞きたくなると思うわ』

　その笑いに不気味なものを感じながら、保留を押して覗のぞき窓を覗き込む。

　と、そこにいたのは隣の家のおじいさんでも、逆隣のおばさんでもなく、かわいらしい一人の少女。

　緊張のためか多少赤い顔は理知的ながら、目元や口元にはどこか子供っぽさが漂っており、少々大人びたおしゃまな少女といった雰囲気。

　低い位置で二つにくくられた栗くり色いろの髪も空色のワンピースもとても似合っており、こんな子がクラスにいたら誰もが淡い想おもいを抱くことは間違いないだろう。

　んー……ポチッとな。

「由ゆ枝えさんや。もしかしてその子、明るい栗色のローツインに、つるぺたすとんな体形の子か？　美人系寄りのかなりかわいい」

『日向ひなたから見てもやっぱり美人だと思う？　かなりの逸材よね、その子』

「おい……まさか。まさかとは思うが……」

　ああ、怨うらむぞ俺の脳。普段はまったく働かないくせに、こういうことだけは恐ろしい速度で解析しやがって。

「この子が、その従妹いとこだって言うんじゃないだろうな……？」

　そんな俺の震える声に、由枝さんはあっさり一言。

『正解』



「……どういう、ことだ」

　数拍の間を置いて絞り出した俺の言葉に、由枝さんは淡々と書類でも読み上げるかのように、

『その子――御み園その皐さ月つきちゃんっていうんだけど、つい先日母親がお亡くなりになったのよ。それで近しい親族のところにって、白羽の矢が立ったのがあんた。母方の従妹にあたるらしいわ』

　ってことは、母さんの兄弟姉妹の娘？　え、あの人一人っ子とか言ってなかったか？

「俺は従妹がいるなんて聞いたことないんだが……？」

『それはあたしも驚き。でも、あたしの父さんや一部の大人たちは知ってたみたい。もしものときはこうする、なんて計画まで事前に全て立ててあったそうよ。今回の決定も上からさらっと下りてきて、あたしは窓口になっただけだもの』

　なんだよ、それ……。あいつら、俺に知らせもせずそんなこと……っ。

『ま、そういうわけであたしも詳しいことを知ってるわけじゃないから、他ほかのことは彼女に訊ききなさいな』

「訊けって……まさか俺に、彼女を引き取れっていうんじゃないだろうな？」

　返答がないことに焦じれてきたのか、チャイムの音が何度も連続して鳴らされる。

　それをＢＧＭとして紡いだ俺の言葉に、我がはとこはやはりあっさりと、

『正解。従妹いとこで、しかも親を亡くした者同士、それくらいしてあげなさい』

「待て待て待て！　いくらなんでもまずいだろう！　俺だって綾あや川かわ家にご厄介になってる身だぞ？」

『あたしに言われたってどうしようもないわよ。どうしても嫌なら、無む理り矢や理り言うことを聞かせればいいんじゃない？　――あたしとの縁談を破棄したときみたいに。じゃあね、元許嫁いいなづけ』

　由ゆ枝えさんは言いたいことだけを言うと、唖あ然ぜんとする俺にかまわず一方的に電話を切ってしまう。残されたのは無機質な電子音を鳴らし続ける受話器と、

「どーしろってのさ……」

　それを片手に、立ちつくす俺だけだった。



「えと……どちら様？」

「従妹様、らしい」

　栗くり毛げの少女と簡単な挨あい拶さつを交わし、ダイニングまで連れてきてのご対面。

　律りち儀ぎにも俺の電話が終わるのを待っていたのか、箸はしすら持っていない鈴すず莉りはポカンとしたまま二、三度不思議そうに頭を揺らして、

「ひなくんが愛人連れ込んだっ!?」

「人の話を聞け！」

　従妹だっつってんだろうが！　あ、いや。従妹も結婚できるから可能性はあるのか？

　そんな益やく体たいもないことで悩む間に、鈴莉はなにやら食卓の下をごそごそ漁あさり、

「ぐす……ひなくん、斧おの？　縄？　それとも、ナ・イ・フ？」

「どれ選んでもバッドエンドじゃねえか！」

　ぽふ、と軽く頭を叩たたき、鈴莉を抱きしめる。

「ふ、ふぇ？　ひなくん……？」

「ついさっきＯＫしたばっかだろうが。俺が鈴莉を裏切るはずないっての」

「ひなくん……じゃあ証拠、見せて」

　小さく呟つぶやいた鈴莉が潤んだ瞳をそっと閉じ、唇をわずかに突き出してくる。

　それの意図するところは一つで、俺はその度に拒絶してきた。

　だが、今日からは――

「んっ……」

　軽く、ついばむように唇をふれさせ、すぐに離す。

「今はこれだけな。満足か？」

「う、うんっ！　満足！　大満足！」

　真っ赤になった顔をこくこく何度も頷うなずかせる鈴すず莉り。

　その初々しい姿に、俺まで赤くなりそうになったところで、

「その……皐さ月つき、外に出てた方がいいですか？　二時間くらいでいいですか？」

「「……あ」」

　完っ璧に忘れてましたよ、ええ。



「ほうほう。ひなくんに従妹いとこなんていたんだね」

「み、御み園その皐月です。よろしくお願いします」

「あ、うん。綾あや川かわ鈴莉です。よろしくね～」

　鈴莉に軽く事情を説明し、ようやくの自己紹介と相成ったわけだが……

「ほんとーに、ひなくんの愛人じゃないんだよね？」

「おまえもしつこいな……」

　まあ、たしかに皐月はかわいい。

　しかし、彼女には圧倒的に足りないものが存在する。それは俺にとって必要不可欠、人間にとっての酸素であるかのようなもの。

「胸が足りない。胸が足りない。そしてなにより、胸が足りない！」

「連呼しないでください！　多少は気にしてるんですから！」

「胸が足りない!!」

「四回目!?」

「ダメだよ、ひなくん。そんなに言っちゃあ。かわいそうじゃない」

「鈴莉ー。おまえが言ったら逆効果だからなー」

「ふぇ？」

　鈴莉の小首をかしげる動作につられて渦中のブツがたわみ、揺れる。小さな体に反して超高校生級なヤツが、揺れ動く。

「爆乳ではなく巨乳として最高峰！　むしろ爆じゃないのがいい!!　その上垂れるという言葉を知らず、ツンと上を向くその形！　ふわふわ柔らかながらも、しっかりと押し返してくる弾力！　しかし支えるのは小さな小さな体！　ああ、素晴らしきかなロリ巨乳!!」

　ちなみに今日時点でぎりぎりＥ。なにかは諸兄の想像にお任せだ。一四六センチなんて小ささなのにすごいよなー。

「もう、ひなくんったら。興味なさそうなふりして、しっかり見るところ見てるんだからっ♪」

「うわー……」

　とまあ、一人はテンションマックスでくねくねして、一人にはドン引かれたところで、

「御み園その日向ひなただ。従妹いとこ……らしいけど、いろいろと説明してもらっていいか？」

「は、はい。えっと、由ゆ枝えさんからは、どこまで聞いてますか？」

「んー、さっき鈴すず莉りに言ったくらいか？」

　すなわち、隠された従妹がいたことと、その彼女が預けられた、ということくらい。

「あ、そうだったんですね。でしたら、あと言うべきことは……ああ、ご存ぞん知じかと思いますが、皐さ月つきは両親ともにいません」

　おいおい、さらっと重いこと言うなぁ、こいつ……。

「ふぇ？　ひなくんと同じ？　死んじゃったの？」

　そしておまえも無邪気に食いつくな！　ちったあ遠慮しろ！

　内心俺がハラハラする中、皐月は緩ゆるく首を横に振る。

「母は一週間ほど前に病気で亡くなりましたが、父は死んだのかどうなのか、もともといません。義よし貴たか、という名前だけは教えてもらったのですが、それ以外はなんにも。不倫か愛人だったんですかねー」

　それを聞き、さすがの鈴莉もバツが悪くなったのか軽くうつむいてしまう。

　それにしても義貴、ねぇ……。聞き間違いだといいんだけど。

　少し空気が重くなったことを悟さとったのだろう、皐月はポン、と手を打ち、

「一応言っておこうと思っただけですので、お気になさらず。それ以外には、もうほとんど説明することはないですね」

「なら、今度はこっちの話だ」

　こういう話を本人の前でするのもどうかと思うが、この際仕方あるまい。

「由枝さんから『預ける』とは言われたものの、この家は俺の家ってわけじゃない。だから、悪いけど俺の一存でどうこうするってことはできないんだ」

「ふぇ？　置いてあげないの？」

　おいおい、なにを不思議そうにしてらっしゃる。

「今の家主はおまえだろ？　俺も一応居候いそうろうの立場だぞ？」

　綾あや川かわの両親が海外支社へ行く際、

『あの娘には絶対に任せられない。引き受けてくれるね？　ね!?』

　と家事から公的書類や金の扱いまで、ほとんど全部任された俺だが、代理家主の立場だけは断らせてもらった。それは一人娘の鈴莉だけが持てる立場……だというのに、

「え、私が家主なの!?　ひなくんだと思ってた」

「そーですか……」

　なんて自覚のない――

「だってひなくん、私の旦だん那なさんだもん。ひなくんが嫌がっても、私は一生ひなくんに尽くすつもりだったから、家主だよ？」

　――おう。これは……やばい。

「ああもう、鈴すず莉りはかわいいなぁ！」

「にゃ!?　あは、すりすり～」

　がばっと抱きしめると頬ほおがすりあわされ、それに頭をなで返してやーらかい体を堪たん能のうして――

「うわぁ……」

　なにやら困惑した様子の声に、鈴莉と二人そっと振り返る。

　と、そこにいたのは赤くなった頬をひきつらせている皐さ月つきさん。

「もしかして、お二人はいつもそんな感じなんですか……？」

「いつも、ってわけじゃないけど、これくらいのスキンシップはしてるかな？」

「だな。今日は一段と激しいけど」

「あはっ、それはひなくんもじゃない。やっぱり関係が変わると、お互い歯止めが利きづらくなっちゃうね」

「もともと歯止めなんてほとんどなかったくせに」

「んふふ～、あれでも我慢してたんだよ？」

「ほほう、そりゃ楽しみだ」

　そんなかわいらしいことを言う鈴莉の頭を再びなでてやると、猫のように目を細めて俺の体にすり寄ってくる。

　そしてすっかり甘え猫になった鈴莉と正反対な反応を返すのが、真正面に座る従妹いとこ殿。

「なんで他人がいる前で、こうも堂々とイチャつけるんでしょう……。もうドン引きですよ……」

　言葉通りずいぶんと引いているようで、俺を見る視線なんて蚊ぐらいなら瞬間冷凍できそうなほどの低温っぷりだ。

　もちろん俺はそういう視線で喜ぶタイプの紳士ではないので、

「と、とにかく俺が家主ってことなら、皐月が住むのは歓迎だ」

　全力で話をそらしにかかる。……というか、そもそも家主のことが本題だったんだけどね？

　そしてそんな俺の努力をくんでくれたのかどうなのか、鈴莉も話にのっかってくる。

「わからないことがあったら、なんでも聞いてね。間違ったこと教えないように頑張るから」

「は、はあ……」

　むん、と小さくガッツポーズなんてする鈴莉に、苦笑いとも半笑いともとれるような微妙な笑みで目を泳がせる皐月。うんまあ、いろいろつっこみたいセリフだよな。

　とはいえ、低温視線が解除されたのは喜ばしいので説明を再開する。

「まあ、特に門限があるわけでも、食事はみんな一緒に、なんてルールがあるわけでもないから気楽にかまえててくれ」

「あ、でもご飯は一緒に食べた方がいいかも。ひなくんのご飯とってもおいしいんだよ」

「ほほう、それはいいことを聞きました。皐さ月つきも簡単なものなら作れるのですが、あまり得意ではないですから」

　なるほど。皐月が来たからって、俺の負担は変わらないわけだ。泣けるぜまったく。

「それから皐月――今更だけど、呼び捨てでいいか？」

「ええ、たぶん皐月の方が年下……ですよね？　皐月、来月末で一七歳です」

「なら一ひと月つき分、俺たちが上だな。昨日が俺で、今日が鈴すず莉りの誕生日」

「二人とも一七歳だよー」

「……？　皐月、耳おかしくなりましたかね？　ありえない人が交じっていたような気がするのですが」

　そう言って見やるのは、ちょこんと椅い子すに腰掛けて俺の肩にもたれかかっている鈴莉。

　あー、うん。やっぱりひっかかるよな、そこ。だが鈴莉も慣れたもので、財布からごそごそとカードを取り出し突きつける。

「ふふ～ん、しっかり年上だもんね～」

「……げ、マジでしたか……」

　皐月は突き出された学生証を矯ためつ眇すがめつ眺め、ひとまず納得したのかそれを返しつつ茶ちや目めっ気け溢あふれるニヤニヤ顔で、

「では皐月はどう呼びましょう。『お姉ちゃん』とでも呼びましょうか？」

　おそらく皐月は冗談のつもりで言ったのだろう。だが、鈴莉は目を輝かせると嬉うれしそうに手を打ち、

「それいいかも！　私一人っ子だから妹とか欲しかったし」

「……はい？」

「うん、じゃあ私のことは『お姉ちゃん』って呼んでね」

　も・ち・ろ・ん、とかわいらしく指を振ってウインクなんて飛ばした鈴莉は、

「私が『お姉ちゃん』なんだから、ひなくんのことは『お兄ちゃん』って呼んであげてね」

「お、お兄ちゃんですか……。お兄ちゃん……」

　おいおい、さすがにそれは無む茶ちやがあるだろ……。

　と思うものの、何度か口の中でその言葉を転がしていた皐月は意外とあっさり、

「そう、ですね。意外とアリかもしれません」

　と、なんとも微妙な表情で宣言してきた。

　ううむ。まさか早々にそんな呼び方をされるまでになるとは。

　ここまでくると、俺の目もく論ろ見みはほぼ達成されたようなものなのだが……駄目押ししておきますか。

「なんにせよ、だ」

　咳せきばらいをし、一度場の空気を切り替える。

　そして無む理り矢や理りにもほどがあるが、

「これで、皐さ月つきもここの住人だ。これからは遠慮なんて、しなくていいからな？」

　まあ、最初こそ遠慮気味だったのに今や堂々としてるし？　呼び方から発展させようとしたら変な方向に行ったし？　お兄ちゃん、なんて全国のシスコン垂すい涎ぜんの呼び方までしてくれてるし？　もうどうでもいいんだけどね。

　しかしそんなやさぐれた俺の心境を余よ所そに、なぜか皐月は目をパチクリさせると、

「は、はい。ありがとうございます」

　なんて、頭を下げてきた。

「あは、ひなくんやるねー。私が昔ひなくんに言ったことをそのまま使って、皐月ちゃんを落としにかかるなんて。――――監禁いるかなー。再調教再調教」

「やめて!?　口説いてるつもりとか一切ないから！　本心だから！」

「ほほう、本心から皐月ちゃんルート開放を狙ねらっている、と。ひなくん、今夜はすこし前の告白とひなくんの気持ちについて、徹底討論しようね♪」

「え、ちょっと鈴すず莉り？　どうして襟に手を？　なんでそんな力が、っておおおぉお!?」



　さて、「再調教再調教」と言い続ける鈴莉に部屋まで拉ら致ちられたわけですが、

「だいたいひなくんはほんとに私のこと好きなの!?　一世一代の告白をさらっと返しちゃってさ！」

　ぺしぺし。

「いや、その……な？」

「『――ん、いいぞ』。なにそれ!?　電話がかかってきたらさっさと行っちゃうし！　その上いきなり女の子連れ込むし！」

　べしべし。

　ああ、だんだん叩たたく力が強くなってきた……。

「私はひなくんが好きなの！　ひなくんなしじゃもうダメなの！　ひなくんは!?　もう一度ちゃんと答えて！」

　家具としては本棚、机、ベッドくらいしかない、意外とシンプルな鈴莉の部屋。昨日掃除に入ったときから変わっていることといえば、隅に整理してあったはずのぬいぐるみが部屋中に散乱しているくらい。

　そんな部屋の端、薄桃のシーツがかかったベッド上で四よつん這ばいになり、向かい合う俺の膝をべしべし叩く鈴莉は、先ほどから憤ふん懣まんやるかたないといった調子だ。

　顔は怒りのためか羞しゆう恥ちのためか真っ赤で、目なんてつりあがりつつも涙が浮かび、見ているだけで罪悪感がずんずんのしかかってくる。

　だからというわけでもないが、俺は鈴すず莉りの長い髪を梳すくようになで、囁ささやく。

「俺も、鈴莉のこと大好きだよ」

「ふぇっ!?」

「あんなときにいきなり告白されるなんて思ってなかったから、俺も恥ずかしかったんだ。だから電話を口実に逃げ出しちまったってわけ」

「……その場のノリでおーけーした、とかじゃないの？」

「んなわけあるか。俺だって……その、なんだ」

　おい、ワクワクした目で見るな。照れるだろうが。

　ああもう、覚悟を決めろ御み園その日向ひなた。ここは鈴莉の部屋、俺たちだけなんだ。

「……俺だってな、昔からおまえのことは気になってたんだよ。ただ、いろいろと問題があるだろ？」

「問題……もしかして失敗したら、とか？」

　頷うなずき、絶対に赤くなっているであろう顔を隠すため、立てた膝に額ひたいを押しつける。

「俺はおじさんやおばさんにここを任されてるわけだ。それなのに鈴莉に手を出して、もし……もし、拒絶されたりしたらどうすればいいのか……なんて考えたら、告白どころじゃなかった」

「ふむふむ。だから、私からの告白を待ってたの？」

「そうなっちまうな。まったく、女々しいにもほどがあるっての」

　自嘲気味に笑うが、鈴莉はくすりとも笑わず、

「ん、ならよし」

　きゅっ、と覆おおいかぶさるように抱きついてきた。

「私だってずっと悩んでたもん。だったら、私より頭のいいひなくんが悩んじゃうのも当然だよ。――今、ひなくんは私のこと、好き？」

「もちろん大好きだ。愛してる」

「っとと……まさかここまで破壊力が高いとは。うん、だったら問題なし！　想おもいが通じた、って事実だけでいいの」

「は。おまえはいつもお気楽だな」

　だけど、

「たしかに、それが全てだ」

　呟つぶやくと、俺にかぶさる鈴莉が嬉うれしそうに身を揺すらせてくる。

「これで私とひなくんは恋人同士。なーんにも我慢することなんてないの」

　ほほう、言ったな？

「いいのか？」

「んと、ひなくんがかなり変態さんってこと？　パンツもぐもぐ、くらいまでならセーフだよっ」

　軽く問えば、それだけでわかってくれたらしい鈴すず莉りが明るく笑いながら、そんなことを言ってくる。

　にしても、パンツもぐもぐとはまたわかりにくい境界線を出してきやがったな……。

「まあ、おまえも相当なドＭだしな」

「そーいうことっ。ひなくんになら、なんでもおっけーだよ」

「…………じゃあ、こういうのもアリってわけだ」

「きゃんっ」

　鈴莉が覆おおいかぶさるということは、その最凶兵器が俺の顔部分にくるわけで……その感触に我慢できず、大きな果実を下からすくいあげるように手に収める。

「ぁ、ひなくん……♪」

　一瞬にして力が抜けた鈴莉を押し倒し、柔らかな双球へ指を這はわす。

「んっ……」

「こういうのは、鈴莉的にセーフなのか……？」

「健全すぎ、だよぅ」

「安心しろ。俺もこの程度は健全だと思ってる」

「そ、それはそれで安心できないかも……っんぁ」

　むき出しの細い腕を撫なでながら、そっとブラウスのボタンをはずし、ラッピングを剥はがすように服を脱がしていく。

　すると現れたのは、白い下着に包まれた大きな胸。小さな体とは不釣り合いなほど大きなそこを覆う最後の壁を取り払い、俺は――



『あのー、申し訳ないのですが、リビングのソファーお借りしていいですか？　さすがに結構な距離を移動してきたら疲れてしまいましてー』



　その声はドアの向こう、廊下から。

　皐さ月つきが意図したわけではないのだろうが、その声を聞いた瞬間俺たちの盛り上がっていた気分は急速にしぼみ、苦笑とともに顔を見合わせてしまう。

「ま、夜は長い。それに、俺たちはこれからたっぷり時間があるからな」

「うん、そだねっ。今は、妹のお世話を焼いてあげよっか」



「部屋割り、ですか？」

「そ、部屋割り」

　冷えてしまった料理を温めながら、再び食卓についた皐さ月つきへ問いかける。

「いるだろ？　部屋」

「たしかにもらえるなら欲しいですが、皐月は別にその和室でもリビングの隅っこでもかまいませんよ？」

「……ほう」

　レンジからハンバーグの皿を取り出しつつ、小さく呟つぶやく。

「それはつまり、着替えやら寝顔やらを自由に見てもいいってことだな？」

「すみません、やっぱり個室いります！」

「おお、ひなくんすごい。一言で皐月ちゃんを土下座させちゃった」

　本気で感心しているらしい鈴すず莉りにデコピンをくらわせ、温め終えたハンバーグを食卓に戻す。

「むう、ひなくん痛いよぅ。――もっとして♪」

「おまえ、ほんっとマゾだよな……」

　いろいろな意味で心配になる性癖だ。

「そんな鈴莉も大好きだけどな！」

「ひなくんドＳだもんねっ！」

「……それで、部屋割りはどーするんですか？」

　若干引き気味というか呆あきれ気ぎ味みな皐月の声に、俺は次の温める皿を運びながら考えてあった案を口にする。

「鈴莉は荷物ごと俺の部屋に移動して相部屋。でもって、その空いた部屋に皐月。部屋が空いてないから、誰かは相部屋になるんだ」

「皐月はお姉ちゃんと相部屋でもかまいませんよ？　むしろ女同士、そっちの方が自然では？」

「だっておまえ、鈴莉と相部屋ってことは高確率で俺たちがイチャイチャしてるのを見ることになるんだぞ？」

　いいのか？　と視線で問いかける。

　この数十分話していて思ったのだが、こいつはかなり潔癖というか……初う心ぶだ。

　俺と鈴莉が普段しているようなスキンシップですら、顔を赤くして恥ずかしがっているこいつに、箍たがが外れかけている俺や鈴莉は目の毒にしかならない。

　という判断のもとに下した部屋割りは、

「なるほど……それは一理ありますね。夫婦の寝室と、子供部屋みたいな感じですか」

「夫婦……！　皐月ちゃん、今いいこと言った！　うん、私はひなくんの案に賛成！　今すぐお引っ越ししよ！」

　二人とも、あっさり受け入れてくれたようだ。

　そのことに安あん堵どして、俺も最後のスープとともに食卓へつく。

「じゃあ、今日はもう遅いし、夕飯食べて明日にでも――」

「ひなくん、今夜から早速一緒に寝ようねっ♪」



　かくして、ご褒美を目前につられた俺は全力で深夜のお引っ越しを始めるのであった。



    

  
    
      






    

  
    
      


第二章　万物の創造者



　　　◆　◆　◆　◆



　互いの顔もうっすらとしかわからない薄暗い部屋の中、向かい合う二人の男たちがいた。

　一人はブラインドの閉まった窓を背に、大きな椅い子すへ腰掛ける太った男。

　縦よりも横に幅のありそうな彼の視線は、大きな机を挟み正面へ真まっ直すぐ向けられている。

「貴様が請け負い人か？」

　声が向かうのは、その正面に座る、もう一人の男。

　窓際の男とは正反対に細身で長身の男は無言で頷うなずくと、スーツの内ポケットから折りたたまれた書類を取り出してくる。

　それを大きなオーク製の机に投げ広げ、

「これでは情報が不十分。再度、詳細な情報を求む」

　そう、感情のこもらぬ声で呟つぶやいた。

　その不気味な声音に一瞬ひるんだ心を立て直すように、太った男は粘着質な笑いを上げる。

「そういえば貴様は高校中退だったな。書面で理解できずとも仕方あるまい」

　向かい合う細身の男は、安っぽい挑発もニタニタとした視線もどこ吹く風と、

「詳細を」

　再び、繰り返した。

　そこに至り、ようやく太った男は笑いを引っ込め、引き出しから数枚の――最上部に『機密』と書かれた書類を取り出し、机に広げた。

「貴様も《御み園その》とその本家、《長おさ》の関係については知っているな？」

「把握している」

　小さく頷く細身の男。そんな彼の反応に、太った男は内心で彼のプロフィールを反はん芻すうする。

　その中に『元《御園》』という特記事項があったことも、また。

「ならばこれに関しての詳細はいるまい。重要なのは、表に一切現れず、その存在すら完全に秘された本ほん家け筋すじ――《長》を輩出する本家筋の一人が、網にかかった」

　コツコツ、と贅ぜい肉にくがたっぷりついた指で示すのは、一枚の写真。

　細身の男へ送られた資料にも添付されていたその写真を彼は一いち瞥べつし、

「これが本家筋の一人。故に殺す、と」

「そうだ。どういった偶然か、本家筋が表舞台に現れたのだ。それを逃す手はあるまい。殺してしまえば、後はどうとでもなる」

　だが、と太った男は似合わぬ仕草で葉巻をくわえ、

「わかっていると思うが、《長おさ》にはばれぬよう動け」

「それは保証しかねる」

「………………貴様、今なんと？」

　あまりにも淡々と告げられた言葉に、窓際の男は目を見開き葉巻をとり落としてしまう。しかし彼は気にも留とめず、火がついたようにまくしたてる。

「元《御み園その》ならばわかっているだろう！　《長》だぞ!?　《御園》の全権を掌握する、名の通り《長》だ！　《長》に目をつけられれば、儂わしとて瞬まばたきの間に首が飛ぶ！　文字どおりの意味で!!　貴様も聞いたことがあるはずだ。本ほん家け筋すじの人間は“〝万能”〟だと!!　その中から選ばれた“〝万能”〟の中の“〝万能”〟こそが、《長》なのだぞ!?」

　真っ赤にした顔と体を机にのりだしがなりたてる男に、しかし対面の男はあくまで淡々と、

「故に、保証はできない」

　自らの出した結論を告げた。

「《長》の危険性は把握している。よって何らかの理由により察知される可能性は低くないと判断できる」

　しかし、と男はそこで言葉を区切り、

「察知されようと、クライアントに累が及ばぬよう仕事をなすのも、道具たる自分の役割と認識している」

　そう静かに言われ、それでも幾度か口を開け閉めしていた太った男だったが、無む理り矢や理り納得させたのか荒々しく椅い子すに腰を落とす。

「……詳細といってもこの程度だ。儂のところまで《長》が来ないよう、こいつを消せ」

「把握した」

　呟つぶやいた男は、投げ出した資料も追加された資料も放置したまま踵きびすを返し、ドアへと歩き始める。

　その背に、不審そうな顔をした男は椅子に座ったまま、

「もう一度確認するが貴様、本当にあの額でいいのか？　こちらは安くつけば助かるが、値段相応しか仕事をしてくれないのでは困るぞ」

　そんな、保身混じりとはいえこの太った男なりの優しさに、ドアに手をかけていた男は初めてうっすらと笑い、

「機械に余分な金は必要ない。仕事に必要な分と、メンテナンスの分、それ以上は」

　静かに、まるで消え去ったかのように部屋を出ていった。

　その終始不気味な様だった男に太った男は嫌悪とともに舌打ちし、自じ重ちようするように呟く。

「ならば与えられた役割をなせ――――暗殺者、久く世ぜよ」



　　　◆　◆　◆　◆



　さて、恐ろしく密度の高かった夜も明け、朝。

　隣ですやすや眠る鈴すず莉りを起こさないようそっと抜け出し、階下へと下りていく。

「よくよく考えりゃ、あんまり変わらないんだな」

　これまでも――恋人同士になる以前からも、鈴莉はことあるごとに添い寝をねだってきていたし、俺は俺で思春期の欲望からそれを拒まなかった。

　ぶっちゃけてしまえば、何度か鈴莉の胸や、細いのに柔らかいという反則じみた足にいたずらしたことすらある。

「いやはや、まさか起きて押しつけていたとは」

　女の子は恐ろしい。てっきり気づかれてないものだと思っていたのに。

　そんなことを改めて思いながら窓を順繰りに開けていく。

　四月もそろそろ終わり。日に日に気温も湿度も上がる毎日だが、朝一番の空気というのはやはり爽さわやかで清すが々すがしい。

　その気持ちいい空気を吸い込みながら、洗面所へ行きさっと身支度を整える。

　綾あや川かわ家の家事一切を受け持っている俺にとって、朝は一日の中で最も忙しい。

　天気予報を確認し、洗濯物を洗濯機に放りこんで、お弁当の用意。それが粗方済んだ頃には洗濯機が俺を呼び出すので、洗濯物を干す。そこまでして、ようやく弁当の仕上げと朝食の準備だ。

　だから俺の朝は必然的に早くなるのだが、つきあわせるのも悪いので、平日は朝食の準備がほぼ終わった段階で鈴莉を起こすことにしている。

　そしてそれが、俺の朝最大の難所でもある。

　自室のドアを開け、堂々とベッドを占領している鈴莉にまずはジャブ。

「朝だぞー。起ーきーろー」

　だがこの程度で鈴莉が起きるなら、俺は朝の時間をもっと有効に使えていることだろう。

「すーずーりー。起きろー」

　声をかけながら肩を揺するが、反応どころかうめき声一つでてきやしない。

「起きないと揉もむぞー」

「…………」

　はい、反応なしー。

　暑かったのか、俺が抜け出したときにはしっかりかけていた布団を蹴け飛とばしてしまっている鈴莉。

　その小さな体を包むのは、パジャマといってはばからない俺のワイシャツ一枚だ。

「裸ワイシャツねぇ……」

　鈴すず莉りが漫画でこれを見つけたときの興奮は正直、こっちが引くほどだった。そして彼女はその夜から早速実践を開始。悶もん々もんとする俺を余よ所そに、今までずっと続けているのだが……

「こいつはその破壊力を自覚してんのか？」

　胸が苦しい、とかほざいて上三つもボタンを開けた胸元は、谷間どころか頂があと数ミリの単位で見えそうになっているし、裾すそから伸びる細い生足は白いワイシャツよりもさらに白く、芸術品のような趣すら漂わせる。

「いいんだなー、揉もむぞー」

　よし、ここまで言っても反応なし。

　これはもう誘っていると思っていいのではないだろうか。俺がいたずらしたときに押しつけていたように。うむ、そうに違いない。そう考えれば全てに納得がいく。

　さて――――それではがっつりねっとり、堪たん能のうさせてもらうとしましょう。

「えい」

　むにむに。

「これは……！」

　そっと手をあてがえば、つきたてのお餅もちのように柔らかく指が埋まっていくそれ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　しかし少しでも力を緩ゆるめると、たわわなお胸様は指を押し返し、揺れながら元の形へと戻っていく。

　まさに柔らかさと弾力、そのいいとこどりをしたような素晴らしさだ！

　その柔らかさでありながら――そして、ブラをつけていないという状態であるにもかかわらず、仰あお向むけになった鈴すず莉りの胸は綺き麗れいなおわん形を保っている。Ｅなんて大きさなのに！

「俺は、恐ろしいやつを彼女にしちまったのかもしれねぇ……！」

　思わず漫画にでも出てきそうな感じでおののいてみたり。

　しかしこの感想は一切の誇張がない。

　今までも軽いいたずらはしていたが、ここまでがっつりとは触っていなかったし、どちらかといえば背徳感の方が強かった。

　だがどうだろうか。しっかり触ってみれば、この至宝ともいえる鈴莉の胸――否いな、おっぱい！　もう俺には理性の手た綱づなを握れる自信がない！

「ん～、ひなくんが私のおっぱいでそこまで言ってくれるのは嬉うれしいんだけど、さすがに学校行かないとね～」

　……おや？

「鈴莉、起きてた？」

「ん。実はひなくんが下に下りていったくらいには起きたの。で、『ひなくんの匂におい、きゃ～っ』なんてやってたらひなくんが起こしに来て……」

　寝たふりしてたら胸を揉もみだした、と。

「気持ちよかった？」

「最高でしたっ！」

「うんうん、素直はいいことだよ。あ、私が本当に寝てても、いたずらしていいからね」

「お咎とがめなし……？」

　寝起き特有のとろんとした目の鈴莉は、ふぇ？　と心底不思議そうに首をかしげ、

「だってひなくんだもん。私だって寝てるひなくんによくいたずらしてるし」

「マジッすか!?」

「あは、お互いまだ初めてだから安心していいよ、とだけ言っておこうかな」

　そう言ってベッドの上で膝立ちした鈴莉は俺の首に腕を回し、

「これからは、いたずらじゃなくて、本気でしていいんだもんね」

　唇を合わせてきたのだった。



　ゆるゆると神かみ代しろ学園のブレザー制服に着替えた鈴莉とともにダイニングまで下り、手早く朝食に火を通していく。

　ウインナーにスクランブルエッグにトースト、というシンプルだがいつも通りの朝食。それがラスト、トーストの焼きあがりを待つだけになったとき、とてとてキッチンに入ってきた鈴すず莉りに裾すそをひっぱられた。

「ねね、ひなくん」

「どうした？」

「あ……にゃふ」

　まだ目がとろんとしているので甘えにきたのかと思って頭をなでると、気持ちよさそうに目を細める鈴莉。

　だが、そんな彼女は珍しくその誘惑を自ら断ち切り、

「って、気持ちいいけど、そうじゃないの！　皐さ月つきちゃん！」

「皐月？　あいつがどうした？」

　そういえば朝から見てないな。俺より早く起きるなんてことはさすがにないだろうし……まさか。

「あいつ、まだ起きてないのか？」

「うん。そうみたい。起こしてあげた方がいいかな？」

　昨日寝る間際に聞いたところによると、あいつも今日から俺たちと同じく神かみ代しろ学園に通うのだそうな。

　時計を見れば、いつも通り朝食を食べてある程度の余裕を持って行ける時間帯。だが、それはあくまで今すぐ朝食を食べられることが前提だ。

　……やれやれ。これも、兄貴分としての仕事か。

　綺き麗れいなキツネ色に焼きあがったトーストを取り出して、エプロンを外す。

「鈴莉は食べてな。起こしてくるよ」

「あ、うん。ひなくんの分、サンドイッチ状態にしておこうか？」

「あー、頼む。挟むだけでいいから」

「うんっ、がんばるっ！」

　遅くなってもすぐ食べられるように、という気遣いに感謝しつつ、俺は階段を上っていく。

　その途中、踊り場で一度足を止め、階下に耳を澄まして呟つぶやく。

「…………まあ、結局」

『お、おおおお!?　ウインナーが空を舞った!?　まさかのウルトラＣ!?』

　やる気はあるのにそれが空回りしてしまう鈴莉のこと、ドジって飛び散らせた朝食の片付け分、時間が遅くなるのは目に見えているのだが。

　それでも鈴莉が俺のために、と頑張ってくれるのは嬉うれしいし、彼女のためにもなる。手伝ったりすることはあっても、滅めつ多たな理由で止めたくはない。

「さて」

　そんなことを考えながら、着きましたるはねぼすけ従妹いとこの部屋。

　腕時計をもう一度確認すると、まったり朝食を食べる時間はすでにほとんどない。

　それに、女性が身支度に時間をかけるのはずいぶん前から身にしみて理解している。

　というわけで、さっさとドアを開け、

「皐さ月つきー、さすがに起きないと遅刻す、る……ぞ？」

　中の様子を見て、思わず語尾が疑問形になってしまう。

　いやでも、これは……仕方なくね？

　パタン、と一度ドアを閉じ、深呼吸。そして気を取り直して――今度は、そっと開く。

　薄めのカーテンが通した光で、ぼんやりと照らされた室内。その窓際で気持ちよさそうに眠るのは、我が従妹様こと皐月。

　それだけならなにも問題ない。寝坊したこいつを起こしに来たのだから。

　問題は、その周辺。

「なんでこんなに物が揃そろってんだよ」

　ここで確認だ。

　俺は昨夜、一緒に寝るなんて嬉うれし恥ずかしなご褒美につられて鈴すず莉りの私物を、ほぼ全て俺の部屋へ移した。

　そしてこいつが持ってきていたのは、当座の着替えと貴重品が入っているという旅行鞄かばんが一つだけ。

　だというのに、数時間しか経たっていない今、部屋に溢あふれるのは――物、物、物。

　左手の机には大きなディスプレイとパソコンが設置され、その隣にはなかったはずのパイプラックと、これまた大きな液晶テレビが圧倒的存在感を放っている。

　そしてその反対側、右手の本棚にはガラス製と思われるかわいらしい小物やぬいぐるみ。さらにはゲームのケースやＣＤまでもがぎっしりと。

　最後に床……というかベッド周辺に視線を向けると、そこにも果物の形をしたクッションや、余ったのかパイプラックの部品や棚板なんかが散乱していたりする。

「おいおい……いったいいつ買ってきたんだ」

　クッションを脇わきに除よけつつ呟つぶやくも、その原因を知っているであろう部屋の主は、

「…………すぅ」

　よほど疲れていたのか、朝日を浴びつつもぐっすり熟睡中。

　やれやれ。ねぼすけを起こすのに、もう一つ理由ができちまったぞ。

「おい、皐月。これはどういうことだ！」

　言いつつ、薄青のパジャマに包まれた華きや奢しやな肩を軽く揺する。

「ぅに……」

　お、これは楽だ。鈴すず莉りに比べれば、こいつはよっぽど寝起きがいい部類に入るらしい。

「さーつきー！　なんにせよ起きないと遅刻だぞー」

「…………やー」

「やー、じゃない。初日から遅刻していいのか？」

「むぅ……そうなったらぁ……明日からでしたーってことにぃ……」

「ならないならない」

　むにゃむにゃ呟つぶやく皐さ月つきにつっこみを入れる。

　これは最終手段を使わないと間に合わないか……？

「皐月ー、あんまり駄だ々だこねるようだと布団引っぺがすぞー」

「…………っ」

　おいこら、なんでがっしり掛け布団つかむ。おまえもうほぼ起きてるだろ。

　だが俺は有言実行。この後スクランブルエッグとウインナーが飛び散って途方に暮れているであろう鈴莉を慰め、片付けるというミッションもあるのだ。こんなところで時間をとられているわけにはいかない！

「いくぞー！」

　なんて、ある種の使命感に燃えて布団を引っ張るも、返ってくるのはピクリとも動かない掛け布団の手ごたえと、

「お兄ちゃん……なんで皐月の部屋にいるんですか」

　そんな、マグマのような熱を内包した冷たい声。

「やっと起きたか。寝坊だぞ」

「あ、あまつさえ、ふ、布団を剥はごうとするなんて……！」

　あ、やべ。こいつ聞く耳持ってないわ。

　真っ赤になってぷるぷる震える皐月は、俺が手を離した掛け布団を首元まで上げると、

「い、いいいいくら従兄妹いとことはいえですね。年頃の男と女なわけですし、いきなりノックもなしに入ってきて寝顔をじっくり眺めた挙句、布団を剥ごうとするなんて、そ、そういうのはもっと親密な関係になってからといいますか……ってお兄ちゃんの親密な相手はお姉ちゃんじゃないですか！」

「じっくりとは眺めてないんだけどなー」

　いやたしかに、綺き麗れいな顔だな、とは思ったよ？

　まつ毛も長いし、唇は朱を引いたような鮮やかさ。閉じられていた目だって、その状態ですら綺麗な形だった。

　同様に整った容姿をしている鈴莉はかなりの童顔で、はっきりとかわいい系だ。だがこいつは第一印象の通り、なんとも整った美人顔。今はまだ幼さが残っているが、これは確かに相当な逸材だ。

「ね、寝顔を見たことは否定しないんですね!?」

　などと俺が考える間に、漫画ならば絶対に目がぐるぐるなっているであろう皐さ月つきは締めとばかりに大きく息を吸い込み、

「なんで勝手に入ってくるんですか――――っ!!」

　その手につかんでいたクッションを、放り投げてきた。

「なんでもなにも、おまえが起きないからだろうが！」

　言いつつクッションを叩たたき落とせば、その後ろで皐月は次なるブツ――枕まくらの投とう擲てき体勢になっている。

「外から呼びかけるとか、ケータイに電話かけるとか他ほかにも方法あるでしょう！」

「そもそもケータイの番号知らねえよ!!」

　くっ、そば殻枕とは渋い物を使いやがって。結構ずっしりくるじゃねえか。

　だが、それも次がラスト！　手元のクッションと枕を投げてしまえば、残るは枕元の目覚まし時計のみ……！

　――――そう思っていた時期が、俺にもありました。

「ケータイ番号知らなくても、外からは呼びかけられるじゃないですか！」

　叫びつつその手に握られたのは、どういうわけか再びの果物クッション。慌てて端に寄せたクッションを横目に確認するも、それは一切減っていない。

　その上、

「ふ、ふふふ。たしか衝撃を与えれば記憶って飛ぶんですよね……？」

　クッションとは逆の手に、金かな槌づちが握られる。

　これは……まずい。

　今度こそはっきりとその瞬間を目撃した。

　金槌なんて抱いて眠っているはずもないし、クッションが減っていないのも当たり前だ。

　皐月の指の間。そこに次々挟まれていく何本もの金槌は



　――――全て、なにもない虚空から創つくり出されていた。



「ちっ」

　あのバカ。あれがどういう性質のものかはわからないが、洒落しやれになってねえぞ。

「お兄ちゃん、起こしてくれてありがとうございます。そして――その記憶をなくしてくださいっ!!」

　声とともに放たれるクッション。おそらくその後ろに隠すようにして、四本の金槌も投げられているだろう。

　左右には、いつの間にか増えていたパイプラックや本棚のせいで、大きく回避ができない。

　そして皐さ月つきはそれを使ってきたのだ。ならば俺も――

「なっ……!?」

　くぐもった音の直後、金属と金属が奏でた音は一つにすら聞こえそうな、四つ。

　その音源たる金かな槌づちはその方向を真まっ直すぐ下に変え、先に叩たたき落とされていたクッションに受け止められていく。

　それを確認し、安あん堵どの息とともに叫ぶ。

「いきなり金槌投げるか!?　しかもあの速度、手加減抜きじゃねえか！」

　だいたいクッションで視界を遮さえぎってからとか、性た質ちが悪すぎる。どこでそんな技能を覚えてきたのか。

　俺がくるくる回したパイプ――余った部品なのかクッションとともに放置されていたそれを脇わきに立てると、頭の冷えたらしい皐月がポカンと口を開けて訊たずねてくる。

「お、お兄ちゃん……。今なにしたんですか……？」

「おまえと同じことだよ」

「同じことって……クッションを先に叩き落として、その上にほぼ同時にきた金槌を全部叩き落とす……？　そんなことが……」

「できるんだよ。俺だって、《御み園その》の端くれなんだからな」

「今の……お兄ちゃんの異能なんですか!?」

　はっとした様子で呟つぶやく皐月に頷うなずきを返す。

　そう、異能。

　常人とは異なる力であり、一人が一つだけ持ち合わせる能力。魔法や超能力とも呼ばれてきた、奇跡の力。

　さて、このあたりで一度説明しておく必要があるだろう。

　俺や皐月、かなり離れているが鈴すず莉りといった《御園》に連なる家系は、遺伝的に超常の力を開花させやすい。

　親しん戚せきにはなにもないところへ炎をおこす人もいるし、水を自在に操る人もいる。おそらくは、皐月が虚空から物を生み出したのも、また同様。

　そしてその異能ゆえに、《御園》は人の上に立つことが容易となる。念話ができれば機密を外に漏らすのも簡単だし、テレパスで相手の心を読んでうまく立ち回ることだってできるわけだ。

　だからその力を使って、《御園》はじわじわと発展した。会社を買収し、学園をつくり、議員を抱き込み……エトセトラエトセトラ。だから《御園》は昔から政治・経済界ではそこそこ名の知れた一族といえる。

　もっとも一般に知られている《御園》は分家の方であり、本家やそこから選出され《御み園その》を束ねる《長おさ》はまったく表に出てこない。彼らの役割は《御み園その》の本質たる異能者の管理だから当然といえば当然でもあるのだが――っと、話がずれた。

　それら全ての意義は一つ。ただ、我々いのうしやの存在が世の中に漏れないようにすること。

　ある程度の権力があれば、なにか起こってももみ消すのはたやすい。異能者という異端の存在。それらが世に混乱をきたさぬよう、ただそれだけのために、《御園》は発展を遂げてきた。

　閑話休題。

　今はこんなことより、もっと切羽詰まった問題がある。

「皐さ月つき」

「な、なんですか」

　さすがにいきなりの攻撃はやりすぎたと自覚があるようで、目を泳がせている皐月に、俺はパイプの先端で枕まくら元もとの時計を指して重々しく告げる。

「何度も言うが――急いで用意しないと、遅刻するぞ」

「…………げ」



　とは言ったものの、皐月の支度は意外に早く、彼女が食卓についたときには、まだ若干ながら朝食を食べる猶予が残されていた。

「さっきのことだけど」

「はい？」

　案の定飛び散っていたおかずを掃除し終えた俺は、量を調整して二人分にした朝食を運びながら首をかしげている皐月に重ねて問いかける。

「異能だよ、異能」

「ああ、“〝万ばん物ぶつ創そう造ぞう”〟ですか」

　どもです、なんて言う皐月の前に皿を並べ、俺もその向かい――鈴すず莉りの隣へ腰掛ける。

　すると即座に鈴莉が頬ほおを肩に擦こすりつけ、

「んふふ～、ひなくんだ～」

「こらこら、そういうのは後で。おまえもまだ残ってるんだから、早く食べろ」

「は～い」

　ちょっとの触れあいでも嬉うれしかったのか、にこにこ顔で素直にトーストを食べだす鈴莉。そんな彼女の小動物のような仕草に癒いやされつつ、皐月を視線で促す。

　しばらくの間、呆あきれたような視線で俺たちのやり取りを見ていた皐月だったが、

「ええと、“〝万物創造”〟について、ですよね？」

「ああ、それがおまえの異能名か？」

　やっぱり聞き間違いじゃなかったか。万物……ねえ。

「です。我ながら中二臭いと思うのですが、お母さん曰いわくおばあさんがつけてくれた名前だとか。まあ、会ったことすらないのですが」

「おばあさん……」

　そのネーミングセンスに若干思い当たる節があるような気がして唸うなる俺の横で、紅茶を飲みほした鈴すず莉りがぴょこんと手を挙げてくる。

「皐さ月つきちゃんも異能者だったんだ。こう揃そろうとあんまり珍しくない感じだね～」

「珍しくない、ということはお姉ちゃんも……？」

「ううん。今は違うよ」

　今は？　と首をひねる皐月にはかまわず鈴莉はなんともマイペースに、

「ねね、その“〝万ばん物ぶつ創そう造ぞう”〟？　それって、どんな異能なの？」

「そうですね……言うより、見せた方が早いでしょうか」

　と、フォークを置いた皐月は注目する俺たちの前に手をかざし、

「おお」

「ふわ～」

　手のひらに、ミニチュアサイズのカップを生み出した。

「とまあ、こういう風に皐月が名前と形、機能を一致させられるものならなんでも生み出せる異能、それが皐月の“〝万物創造”〟です。少しばかり条件と制限はありますが」

「ってことはおまえ、部屋のテレビやらクッションは……」

「ええ。昨日の晩、寝る前に創つくっておきました。眠かったので、ちょっとだけですが」

「ちょっと、であれだけの数か。すごい異能だな」

　今まで相当な数の異能を見てきた俺だが、こいつの異能はその中でも随一だ。頭一つどころか、完全に次元が違う。

「なにで創ってるんだ？」

「ぶっちゃけ謎なぞです。生命力とかではなさそうですし、皐月も気にしたことありません」

　いや、それもどうよ。

　いろいろとつっこんで訊ききたいところのある異能だが、さすがにそろそろ本格的に時間がなさそうだ。

「ま、いいか。食べ終わったなら学校行くぞ」

　いくらわずかながら余裕があったとはいえ、ゆっくり食べていたせいでもうかなりいい時間になってしまっている。何事もなく普通に行って、予鈴五分前というところだろう。

「おや、もうそんな時間でしたか」

「……のんびりしてるけど、急いでるのは寝坊したおまえのせいだからな？」

「まあまあ。皐月知ってますよ？　ここから学校まで、徒歩で二〇分程度なんですよね」

　十分間に合うじゃないですか、なんて言う皐月はまったり紅茶をすすって優雅そのものだ。

　しかし、

「皐さ月つきちゃんって、今日が転校初日なんだよね？」

「ええ。制服だけは先に買いましたが、それ以外は教科書すらないぴかぴかの転入生です」

　そんな皐月の答えに、鈴すず莉りはふぇ？　と小さく鳴き、

「だったら、先に先生に挨あい拶さつしたりしなくていいの？　漫画とかだと、よくそういうのやってるけど」

「――――――――お姉ちゃん、それもっと早く言ってくださいよぅ……」



　むろん、この後涙目になった皐月が猛スピードで朝食をかきこんだのは、言うまでもないだろう。
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　市街地の端っこにある我が家から歩いて二〇分ほど。官庁街の一角に堂々と聳そびえ立つ建物こそ、我らが神かみ代しろ学園。

　もともとは《御み園その》が税金対策で作った平凡な私立校だったのだが、数年前に制服やカリキュラム、校舎が新しくなり、そのかわいさや新しさから県内でも有数の人気を誇るようになった学園だ。

　この学園の特徴として、少し変わった校舎の造りがよくあげられる。

　普通教室が入っている教室棟、体育館と食堂が入っている体育館棟、職員室や事務室、特別教室などが入っている特別教室棟がそれぞれ端で繋つながり、上空から見ると三角形を作っているのだ。

　そんな特殊な形状の中心にある中庭は、体育館棟の各階に設置されたテラスとともに昼は憩いの場となっている……が、とりあえず名所巡りは後にして、

「なんとか間に合ったな……。まずは職員室に挨拶だったか？」

「です。すっかり忘れてましたよ……」

「あはっ、でも大丈夫だと思うよ。ここゆるいもん」

　などと話しながら特別教室棟の二階、職員室まで皐月を案内する。

「あ、どもどもです」

「ゆるいとはいえ、礼儀正しくな」

「教頭先生が丸わかりなヅラだからって、爆笑しちゃだめだよ～」

「お兄ちゃんもお姉ちゃんも……皐月の親ですか？」

　立場的には似たようなもんだろうが。とも思うが、口には出さず軽く手を振って職員室に入っていく皐さ月つきを見送る。

「あは」

　その途端、俺の横手にいた鈴すず莉りが小さな笑い声をあげてきゅっと腕を絡めてきた。

「ひなくん、げっと」

「おいおい……結構見られてるぞ？」

　予鈴直前とはいえ、そして職員室なんてあまり近寄りたくないところであるとはいえ、それなりに人通りはある。

　だが、鈴莉は微み塵じんも恥ずかしそうな様子を見せず、

「いいの。だってひなくんは私の恋人さんだもん」

　なんて、鼻歌交じりで俺の腕を引いて教室へとてとて歩を進めていくのであった。

　やれやれ。初しよっ端ぱなからこの調子で、今日はどうなることやら。

　そんなことを思いつつも、引っ張られる俺の足は、弾むように軽く動くのだった。



　ホームルーム前の教室というのは、なかなかに騒がしい。

　それぞれに小グループを作って談笑しているやつらもいれば、音楽を聴きながらパンをかじっているやつもいる。

　そんなクラスメイトたちに軽く挨あい拶さつしつつ、教室最後尾という素晴らしいポジションの自席に鞄かばんを置く……や否いなや、

「とうっ」

　掛け声一発、小さくジャンプした鈴莉が俺の膝にのって、横向きに抱きついてきた。

「朝はあんまりできなかったから、すきんしっぷ♪」

「ったく、布団に入ってた間中ずっと抱きしめてただろうが」

　苦笑しつつも、その柔らかで温かな感触はとても気持ちよく、下ろすなんて選択肢がまったく浮かんでこない。胸もむにむにあたって素晴らしいしね！

「それはそれ、これはこれ。今は制服ひなくんだもん」

「どういう基準だよ、それ」

「ん～、わかんないっ。でももっとぎゅ～っ」

　くっ、そんなに抱きしめられたら、俺のチャチな理性が即座に崩壊するぞ……!?

「相変わらず仲がいいわね」

「羨うらやましいか？」

「女としてはそれだけ愛されてるのを見ると羨ましいけど、クラスメイトとしては、見ててウザい♪」

　そんな弾んだ声で言わないでください、委員長さん……。

　なんて話しているうちに、教室中へ散らばっていたクラスメイトたちがそれぞれの席に戻り始め、

「チャイム鳴ったぞー、席つけー。綾あや川かわは自分の席戻れー」

「私の席、ここだもん」

「……御み園そのー、自分の席戻れー」

　ちっ、ばれたか。

　プリントの束を振りつつ入ってきた担任に舌打ちして、隣の席――本来の俺の席へと座り直す。

　そんな俺が着席ラストだったようで、ものぐさで有名な担任殿は、

「転校生一人、入りましたー。――――じゃあ次は中間テストだがなー」

「「「いやいやいやいや!?」」」

　なにその超投げやりな転校生紹介!?　ラーメン屋じゃねえんだぞ!?

　ええ、実はこの時点で想像つきました。お約束ってやつだよ。お約束。

　さすがのものぐさ担任もクラス中から全力のつっこみを受けては放置できなかったらしく、ドアの方へ手を振り、

「御園ー、女の方ー、入ってこーい」

「――――――御園……？」

「――――――ねえ、御園って」

「――――――まただねえ。隣のクラスにも二人くらいいたと思うよ」

「――――――この地方、御園多すぎだろ……佐さ藤とうとか田た中なかとタメ張れるんじゃないか？」

　などとクラスの連中が俺とドアを交互に見て囁ささやき合うが、俺としてはただただぐんにょり椅い子すに背を預けることしかできない。

「……ったくもー、なんでクラスまで一緒にするかなー」

　そんな俺のぼやきむなしく、ドアから顔を出したのは美人寄りのかわいらしい少女。

「お、皐さ月つきちゃん」

　鈴すず莉りの呟つぶやきに反応したのか、二本の尻尾しつぽを揺らしつつちょこっと手を振った我が従妹いとこは、促されるがままに黒板の前へ立つ。

「自己紹介でもー」

「あ、はい」

　緊張しているのか、皐月はない胸に手を当てて何度か息を吸うと、

「み、御園皐月です。親が死んでしまったので転校してきました。よろしくお願いします」

　――――瞬間で、場が凍りついた。

　自己紹介をするまではよかったのだ。

　各所から『かわいい』だの『きれい……』だの『よし、告こくるか』だの聞こえてきていたくらい。

　だが、その全員。ただの一人も例外なく、全員が凍りついていた。

「お、おや……？」

　そしてその空気はもちろん皐さ月つきにも伝わり、目に見えてうろたえ始める。

「――――――あれって、皐月ちゃんなりの冗談だったりしたのかな？」

「――――――あいつ、微妙にずれてるからなぁ……」

　俺たちにも似たような紹介をしていたし、絶対にないと否定できないところが恐ろしい。

　しかもその考えを裏付けるかのように、

「え、えっと……お、お兄ちゃん……お姉ちゃん……」

　ええい、こっち見るな！　涙目になるな！　あのクール視線で受け流せよ！

　とは思うものの、皐月ときたら視線と中途半端に上がった手をわたわた彷徨さまよわせ、見ててかわいそうになるほどのうろたえっぷり。できるものなら助けてやりたい。

　異能やらドン引き視線やらで忘れそうになるが、たしかに我が家へ来た最初も引っ込み思案というか、遠慮した印象ではあった。

　だからこそ俺も似合わない気なんて回したわけで……。あれで結構、皐月は奥ゆかしいのかもしれない。

「…………もしくは人前が苦手、か」

　これまでの様子を見るに、どちらの可能性もありそうだが、なさそうでもある。なんとも厄介な従妹いとこ様だ。

　なんてことを考えていると、

「と、特技や趣味なんかはー……」

「あ、はい！　特技はどんな物でも創つくり出――」

　あまりの空気を見かねたらしい担任が皐月へ戸惑い気味に質問し、それに皐月もまた戸惑ったような声を上げ……って、おい!?　なに不用意なこと口走ってんの!?

「す――っ！」

　思わず睨にらみつけると、俺の視線に気づいたのかどうなのか、皐月も我に返ったようで言葉を切り、

「……っ!?　……っ!?」

　おろおろと再びの混乱モードへ。

　うむ、一安心。皐月には悪いが、異能を暴露してしまうより数百倍はましだろう。

「ど、どうしたー……？」

　そんな皐月の変化に担任が気遣うような声をかけたところで、それが合図だったかのように皐月はグッと拳こぶしを握りしめ――

「しゅ、趣味は、エロゲとエロ画像集めです！」

　――大声で、叫んだ。

　混乱が極きわまったのだろう。目をぐるぐる回しながらのそれはためらいなど一切なく、聞くものすべてに本音であると瞬間的に悟さとらせるだけの説得力があった。

「……？　……っ!?」

　その皐さ月つきさん、直後に自らの発言を顧かえりみてバタバタ手を振るも、もちろん後の祭り。もう教室中ドン引きの嵐だ。

「あれ、最初から緊張でテンパってたんじゃ……」

「うん……なんだか私もそんな気がしてきたかも……」

「ちち、違うんですよ!?　変態とかじゃなくてですね！　ただ純粋に――」

　やれやれ、ただでさえ騒がしいクラスが、また騒がしくなりそうだ。

　学長の《御み園その》関係者を一クラスにまとめようって考えが透けて見えるけど…………皐月がいじめられてやしないか、なんて心配しなくていいのは、ラッキーといえばラッキーなのかもしれない。

「だから変態でも痴女でもないんですってば――――っ!!」



　弁明が聞き届けられるまでの一〇分間、裏で協議された彼女のあだ名は、皐月の名誉のために伏せておきたいと思います。
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「ねね、ひなくん」

「――ん、どうした？」

　鈴すず莉りの呼びかけに、半分ほど飛んでいた意識を叩たたき起こす。

　今は……二時間目、化学か。危ないな、完全に寝落ちるとこ――

「今日のお夕飯、なにがい～い？」

　――あれ？　まだ寝てる？

「なにがいい？　じゃなくておまえがなにが食べたいか、だろ？」

　こいつは究極の無能なのだ。

　掃除をやらせりゃ掃除機に巻き込まれ、洗濯をやらせれば洗濯機を詰まらせて洗面所を水浸しにする。もちろん勉強もさっぱりできないし、運動もからっきし。そんな鈴莉が料理だけできるなんて奇跡展開はあり得るはずもない。

　やる気はあるし、健けな気げにも『ひなくんのためっ』とか言って頑張ろうとするから、また涙を誘うんだよなぁ……。

　というわけで、いつものようにいつものごとく俺が作ることになるのだから、メニューを訊きくならば俺の方だ。

「あ、皐さ月つきはお魚希望です」

　あー、そういやこれからはこいつの希望も訊きかないといけないのか。

　などと前の席から飛んできた皐月の声に心中で嘆息する俺へ、鈴すず莉りは首を横に振って綺き麗れいな銀髪を舞わすと、

「なにがいい、であってるよ。だって、私が作るんだもん」

「落ち着け。いいか、気をしっかりもつんだ。胸に手を当てて、三回深呼吸しろ。そうだ、ゆっくり――――男子、見たら殺すぞ」

　俺が低く声を飛ばすと、鈴莉の深呼吸ということで振りむいていた男子が一斉に顔をそらす。国宝級のお胸様が上下するから気持ちはわからなくもないが、俺以外には見せるものか！

「――ふう。ひなくん、深呼吸したよ？」

「よし、もう一回言ってみようか。なにを、するって？」

　俺がひきつった顔で訊たずねると、鈴莉はいつもの鳴き声を上げ、

「ふぇ？　私が、お夕飯を作るんだよ？」

「頼むから勘弁してください！　焼き土下座でもなんでもしますから！」

「お兄ちゃん……」

「ひなくん、そこまで言わなくてもいいんじゃない……？」

「じゃあクイズだ。『料理のさしすせそ』とは？」

「えと……サバ、シイラ、スズキ、セグロチョウチョウウオ、ソウギョ。だよね？」

「それ全部魚……」

　ってかなんでセグロチョウチョウウオとかソウギョとかマイナーなの知ってるんだよ。侮れねえ。

　崩れ落ちそうになる体を支え、一言明確に宣言する。

「おまえ、やっぱり台所立ち入り禁止」

「ふぇっ!?」

　いやね、俺もおまえのやる気は買ってやりたいよ？　だけどさすがに用意もなしに夕飯はまずい。失敗したら非常食のカップ麺めんだけという事態になりかねない。

「で、でも……」

　うん？　これでも引きさがらないとは珍しいな。

　こいつはこいつで自分の無能っぷりを自覚しているようで、ある程度俺に却下されれば諦あきらめるのが常なのだが……。

　首をひねる俺の前で鈴莉はなにやら指をもじもじ絡めると、上目遣いに俺を見上げ、

「だって……ほら。好きな人にご飯作るのって、女の子の夢じゃない。やっと結ばれたんだし♪」

「…………」

　それに、と鈴すず莉りは俺の耳元に口を寄せ、さらに囁ささやいてくる。

「一緒にお料理の話とかしてると、夫婦みたいじゃない。ね……あ・な・た♪」

　そのまま小さくついばむようなキスが頬ほおに落ちたかと思うと、鈴莉が小さな体をいっぱいに使ってぎゅむっと抱きついてくる。

「ああもう！　おまえはかわいすぎだ！」

「あはっ、今頃気づいた～？」

「とっくに知ってたよ、ちくしょうめ！」

　えへへ～、なんてはにかみ笑いをしている鈴莉の頭をわしゃわしゃなで、落ちないよう俺の膝へと導く。すると俺に前から抱きついた鈴莉はテンションも高く、

「きゃ～♪　ひなくん、もう学校なんて早退しちゃお！」

「そうするか！　皐さ月つき、帰るぞ！　今夜は御ご馳ち走そうだ！」

　しかし、視線を向けた皐月はどういうわけか目を見開いて俺たちを凝視したまま、ぱくぱくと口をかすかに開け閉めしているだけで反応がない。

「…………ないわー、ですよ。家の中だけならまだしも、外でこれはないですよ……」

　あ、まずい。この冷凍ビーム、また超引かれてる。

　クラスメイトたちが平然としているのに対して、一人呆ぼう然ぜんとドン引いている皐月の姿はかなり新鮮……などと思っていると、前方の教卓からなにかがへし折れるような音が聞こえてきた。

「あのー、そこのバカップル？　今が授業中なの、知ってるかな？」

「知ってる」「知ってるよ～」

　俺たちが平然と返すと、笑顔で指示棒をへし折った化学教員こと長は谷せ先生は腕を広げて教室を示し、

「じゃあなにか。君たちは授業中なのをわかっててイチャついたあげく、クラス中をこんな状態にしたのか!?」

「おお、皆ぐったり！　皆が保健室行ったら二人っきりだねっ。それもあり！」

「大丈夫かー。傷は浅かろうと深かろうと傷だぞー」

「「「なにその追い打ち!?」」」

　一斉に起き上がってつっこみを入れてくる我が二年八組の面々。

　しかしそれで気力は尽きたのか、一人また一人と机に倒れ込む。平然と、ってかやられてただけなのね。

「ダメだ。この週末何があったのか、夫婦レベルが上がってやがる……」

「甘あめぇ……甘ぇぜ……」

「夫がデレたら、こんな惨事とは……」

「もうさっさと結婚して家にこもれよ……」

「「「それだ!!」」」

「それだ!!　じゃねえよ。なんだ。俺たちが学校に来ない方がいいのか？」

「「「うん」」」

「満場一致で即答だと!?　泣くぞ!?　――――鈴すず莉りが」

「それはやめろ！　綾あや川かわさんに泣かれると罪悪感が半端ない!!」

「あ、あー、小さい子泣かす感覚ですね。……それはそれで、そそりません？」

「「「いや、御み園そのに殺されるし」」」

「おや……？　なんだかこのクラス、団結力が異常ですよ？」

「気をつけてね、皐さ月つきちゃん。みんな濃いから」

「濃い筆頭のおまえが言うなよ」

「「「おまえもだよ！」」」

「ひなくんも私も、濃い筆頭じゃなくて、恋筆頭だよっ♪」

「「「あぁあああああ！　意味がわからないけど、なんか甘ったるくてむかつく!!」」」

　とにもかくにも、騒がしい我がクラスでしたとさ。



　あ、もちろん化学の時間は授業になりませんでしたよ、ええ。
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「おお、これが噂うわさのお兄ちゃん弁当……！」

「なにが噂の、だ。ほい、鈴莉も」

「ありがとっ、ひなくん」

　あれこれありながらも、ようやくのことで昼休み。俺たちは皐月を誘ってテラスに出てきていた。

「でもよかったんですか？」

「なにが～？」

　すでに甘い卵焼きを食べてご満悦の鈴莉が、ほわんと皐月に問いかける。

「えっとですね。ここってお兄ちゃんとお姉ちゃんがいつもご飯食べてる場所、なんですよね？」

「だな」

　一つ頷うなずき、俺も卵焼きを咀そ嚼しやくしながらぐるりと辺りを見回す。

　体育館棟最上階のテラスは、日当たりも良く本来ならば席の取り合いになるほどの人気スポットだ。

　それがどういうわけか、俺と鈴すず莉りがここで昼食をとりだして以降、誰一人として近寄ることすらなくなってしまった。ある意味学園七不思議。

「意図せず貸し切りだから、遠慮なんてしなくていいぞ」

「いやー、それは気を使ってだと思いますよ？　皐さ月つきもそこがひっかかってるわけですし」

「そこ？」

「です。学校でのお昼なんて、その……イチャイチャするのに絶好の機会じゃないですか」

　真剣な顔でそんなことを言い出す皐月に、思わず鈴莉と顔を見合わせる。

　なるほどねぇ。こいつはそんなことで悩んでいたわけだ。

　昨日の夜からの付き合いとはいえ、こいつがなかなかに生き真面目まじめで、人前でそういうことをするのに抵抗感を感じているのは嫌というほどわかっている。

　たしかに、俺も鈴莉とイチャつくたびに冷凍光線を浴びるのはごめんこうむりたいのだが……

「と、というわけで皐月はお暇いとまします。邪魔はしませんので、どうぞ存分に食べさせあったり口移ししたり食後の運動したりしてください」

「外で食後の運動なんざできるか！」

　じゃなくて。

　おいこら、言った本人が白い目で見てくるな。これはこれできついぞ。

　弁当の包みを持って立ち上がろうとした皐月の肩をつかみ、再びベンチに座らせる。

「おまえ、朝から質問攻めで疲れてるだろ。昼くらいまったり過ごせ」

「そうそう。ここは私たちだけなんだから」

「お、お兄ちゃん……？　お姉ちゃん……？」

　自己紹介の一件があったにもかかわらず、最初の休み時間からこいつの人気は凄すさまじいものがあった。

　一五分の休み時間は毎回質問に次ぐ質問で、噂うわさによるとトイレに行ったときですら女子連中に捕まったりしたそうな。

「だいたいわざわざ余よ所そに行ってくれなくても、イチャつくときは勝手にイチャつくっての」

「いや、それはそれでどーなんですか……。身内とはいえ、人前ですよ……」

　茶ちや化かすような俺の言葉へ皐月はぼやきのようにつっこむと、すっと体から力を抜き、

「ほんと、お二人とも優しいですねぇ……。皐月にはもったいないくらいです」

「あは、ありがとっ。でも今回はひなくんに言ってあげてね。ひなくん、四時間目とかずっと心配してそわそわしてたんだから」

「ちょっ、鈴莉!?」

　慌てて口を塞ふさごうとするも、鈴莉は楽しげな笑みのまま、

「ぐったり机に突っ伏してる皐さ月つきちゃん見て、『昼、皐月と一緒でもいいか？』なんて訊きいてくるんだよ？　頼りになるお兄ちゃんで、よかったね」

「…………ぁぅ。そ、そんな不意打ちは卑ひ怯きようですよぅ……」

　……ねぇ、皐月さん。なんで真っ赤になってんの？　すっごい反応返しづらいんだけど。

「あ、ありがとう……ございます……」

「き、気にするな。おまえが俺を『お兄ちゃん』と呼ぶ以上は妹なんだ。妹を気遣うのは当たり前だろうが」

　わざと適当に言うと、俺のそんな様子にか皐月はくすくす笑い、

「お兄ちゃんお兄ちゃんお兄ちゃん」

「やめろ！　連呼するな！　ああもう、おまえちょっと黙ってろ！」

「ふぐっ!?」

　このままだと恥ずかしさで死にかねなかったので、小さく切った西さい京きよう焼きを皐月の口に押し込む。あーもー、優しくしてやるんじゃなかった。

　ったく、どうしてこいつはこうも鈴すず莉りとは別ベクトルで庇ひ護ご欲を煽あおるのだろうか。

　鈴莉へのそれが愛情であることは間違いない。ラブだラブ。

　それじゃあ、皐月へのこれは――

「――――――家族愛、か」

　二人に聞かれぬよう小さく呟つぶやき、一人納得する。

　久しくそういう方面の感情を刺激されることがなかったからわからなかったが、どうやら俺はこいつを――会ってまた一日足らずのこいつを、家族と認めているらしい。

　まったく。我がことながらお人よしにもほどがあるっての。

「んぐぐ……お、お姉ちゃん、お茶をとってください……」

「ねえ、皐月ちゃん。先に言っておくね？」

「な、なんですか……。あ、お茶どもです」

「――妹として甘えるのはいいけど、それ以上になったら、お姉ちゃん怒るよ？」

「ご、ごほっ!?　お、お姉ちゃん、背後に羅ら刹せつが見えますよ!?　スタンド!?」

　楽しげに昼食をとり始めた女性陣の会話を聞くともなしに聞きながらそんなことを考え、小さく自嘲気味に笑う。

　まあ――――こういうのも悪くない、かな。
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「それで、夕飯なにがいい？」

「あれ!?　ひなくん、私が作るって言ったじゃない！」

　何事もなく――うん、いつも通り何事もなく授業の終わった放課後、早々に学校を出た俺たちはだらだらと帰宅の途をたどっていた。

「いやでも、さすがに『料理のさしすせそ』すら言えない人に夕食を任すのは、ちょっと。皐さ月つき、まだ死にたくないです」

「な？」

「な？　じゃないよぅ！　むぅ、ひなくんに作ってあげたいのに……」

　ぷくりと頬ほおを膨らませ、鈴すず莉りが胸元に抱きしめた俺の腕をぺしぺし叩たたいてくる。だがそんなもの痛くも痒かゆくもない。それどころか、

「拗すねてる鈴莉もかわいいなあ」

「お兄ちゃん、口に出てます」

「鈴莉かわいいなあ！」

「意図的ですか!?　意図的惚のろ気けですか!?」

　鈴莉と同じようにぺしぺし肩を叩いてくる皐月。こっちは……うん、痛い。

「っておまえ、メリケンサックとか凶悪な物で叩いてんじゃねえよ！　痛いはずだ！」

「お茶ちや目めですって、妹のちょっとしたお茶目」

　うぜえ。果てしなくうぜえ……。

　馴な染じんでくれたっぽいのは嬉うれしいし、その上目づかいウインクもかわいらしいが、とにかくうざい。こんな街中で異能使ってやがるし。

　こういうときは鈴莉で癒いやすもの、と俺の脳内には記されているので、早速それを実践すべく腕に抱きついた鈴莉へ視線を戻す。

「別に今日じゃなくてもいいだろ？」

「それはそうだけど……」

「それに――」

　と、腰をかがめ、不満たっぷりらしい鈴莉へ教室でされたように囁ささやく。

「――どうせなら、あれこれ言いながら一緒に材料買って、作った方がより新婚らしくないか？　休日とか、デート兼ねて」

「!!　ひ、ひなくん……天才っ!?」

　瞬間で目を輝かせ、抱きついてくる鈴莉。

　おおう、胸が、大きな胸がお腹なかのあたりで形を変えて……！　その上シャツ越しに鈴莉の熱い吐息が……！

「ち、ちなみに皐月は『料理のさしすせそ』、言えるのか？」

　このままでは即座に陥落しかねないので、慌てて皐月に話題をふって意識をそらす。

　すると、『こいつらは……』とでも言いそうな顔の皐月は目を細め、

「サイネリア、シクラメン、スイートピー、セイヨウタンポポ、ソテツに決まってるじゃないですか」

「食うのか!?　おまえは花を食うんだな!?」

　我が家の女性陣は、いったいどこへ行こうとしているのか……。



「まあ、正しくは砂糖、塩、お酢、醤しよう油ゆ、味み噌そなんですが」

「わかってるなら最初から言えよ！」
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　――その男と出会ったのは、それから数分後。

　俺たちが橋を渡り、住宅街に入ってすぐのことだった。

「御み園その皐さ月つきか」

「はい？」

　折しも、中途半端な時間故に人通りの途絶えた路地。そこで街路樹に背をつけ立っていた男は、戸惑う俺たちを順繰りに見回していき、

「――確認した」

「っ！　皐月!!」

「ひゃっ!?」

　目の前で抜き放たれた物を認識するより早く、本能が警告するがままに皐月の背を思いきり引き寄せる。

　その直後、皐月が寸前までいた位置を走り抜けていくのは真っ赤な夕日を反射して煌きらめく、一本のナイフ。最近は一〇〇円あればどこでも手に入れることのできる、折り畳み式の果物ナイフだ。

「鈴すず莉り、なんでもいいから武器になる物！」

「ふ、ふぇ!?　え、えと……」

　鈴莉が慌てて鞄かばんを漁あさる音を耳に入れつつも、かわされた瞬間一〇歩ほどの距離をとった男から目を離さない。

　細身で、長身。無個性な顔には感情らしい感情が一切浮かんでおらず、まるで人の形をした機械のようだ。

「シュワルツェネッガーにしちゃ、ちょっと筋肉が足りないか」

　そんな男は一撃目がかわされたことで警戒したのか、様子を窺うかがうように離れたまま、微動だにしない。

「ひなくん。カッターしかないけど、大丈夫？」

「問題なし。ありがと、鈴莉」

　鈴すず莉りから後ろ手に受け取り、入れ違いに胸元へ抱きしめるようにしていた皐さ月つきを預ける。

「お、お兄ちゃん!?　に、逃げた方が……！」

「逃げれるなら、な」

　あの男はそこそこの距離があった皐月に、一息で詰め寄ってきた。持久力はわからないが、かなりの脚力なのは疑いようもない。

　鈴莉は言わずもがな。そして俺も運動が大得意というほどではないし……おそらくは皐月もまた、同様。

「物騒だな、まったく……」

　カッターの刃を最大まで伸ばしながら呟つぶやく。

　あいつはまず『御み園その皐月か』と確認してきた。ならば狙ねらわれているのは皐月で間違いない。

　皐月――今まで隠されていた、近しい親族。従妹いとこ。そして俺を兄と呼んでくれる妹分。守る理由には、事欠かない。

「さすがに理不尽なものは、もうこりごりなんでね」

「お兄ちゃん……」

　腰を低く落とした俺へ皐月の不安げな声がかかるが、その一切を無視する。

　相手が何者かはわからない。その動き、感情の窺うかがえない様はその道のプロ殺し屋を即座に連想させるが、それすらも所しよ詮せんは想像だ。

　だけど、な。俺だっていっぱしの異能者なんだよ。

　相手がたとえ殺し屋であろうと、条理の外にいる存在として、やられっぱなしじゃあ格好がつかないだろ？

　俺が武器とも呼べぬ武器を構えたのを見てとってか、男は流れるような動きで俺めがけ踏み込んでくる。

　先に武器を排除してそのあとゆっくりという考えか。はたまた、邪魔をするのならば誰であっても容赦をしないということか。

　どちらにせよ、俺に向かってくるのならば、好都合。

　下から切り上げてくるナイフは、銀の弧を描きながら俺の長く伸ばしたカッターへ向かっていく。

　たとえ真正面から当たったとしても、所詮は文具。果物ナイフ相手でも、やすやすとその薄い刃はへし折れてしまうだろう。

　だから――――流れに逆らわず、ナイフにカッターを交差させる。

「っ……!?」

　その絞られた息は俺ではなく、襲いかかってきた男の方。

　男は刃が切り飛ばされたナイフをわずかに眺めると、それを捨て、仕切り直しとばかりに再び数歩の距離をとる。

　鉄てつ面めん皮ぴは揺るぎもしないが、そのまとう空気には折れも曲がりもしていないカッターに戸惑いのような色が滲にじみ出ている。

　そして、それこそが好機。

　俺は男がとった距離を詰めることなく、明らかに届かぬ位置にもかかわらずカッターを横に勢いよく振り抜く。

　そう――――隣の、街路樹に向けて。

「ふっ！」

　金属のナイフすら抵抗なく切り飛ばしたカッターは易やす々やすとその太い幹を切り裂き、直後に放った俺の蹴りで倒れる方向を変える。

「……っ」

　男は自らの倍近い木が倒れてくるのを見るや、その手を持ちあげようとする。だが、それがなにかを成す前に俺は男めがけカッターを投とう擲てきし、

「逃げる！」

「結局逃げるんですか!?」

「さんじゅうろっけー、ってやつだよ皐さ月つきちゃん」

　投擲されたカッターは即座にあの凶悪な切断力を失うだろうが、それはあの男にはわからない。故に倒木と名刀のごとき切れ味を見せつけたカッター、二つを同時に処理しなくてはならなくなる。

　そこに、俺たちの逃げる隙すきが生まれる。

「だいたいまともな武器もなしに戦えるかっての。俺の異能は、地味なんだから」

　呟つぶやき、足の遅い鈴すず莉りをお姫様だっこに、呆ぼう然ぜんとしていた皐月を肩で押して人通りのない路地を駆け抜ける。

　後ろから聞こえてくるはずの激突音が聞こえなかったことに、一抹の不安を覚えながら。
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　唐突な話だが、我が家は川に囲まれた埋め立て地の一角にある。

　その一帯と他ほかの土地をつなぐのは数本の橋のみで、一本渡らなければ、ほぼ反対側にある橋へと回るしかなくなるほど不便な土地柄だ。

　さて、そんなところに家がある俺たち。殺し屋だか通り魔だかわからない男から逃げるためとはいえ、反対向きに走り出したらどうなるだろうか。

　答えは――

「うわ、もう真っ暗」

「ま、まあ。ついでに撒まくことができた、と思えば、結果オーライかと」

「結果オーライでも、さすがにこれは辛つらいっての……」

　川沿いにほぼ住宅地を半周。自転車でも三〇分は余裕でかかる道を歩いて帰るのはなかなかに大変で、鈴すず莉りの言葉通り俺たちが家に帰りついたときには、すでに日が沈みきっていた。

「と、というか今更ですが……」

「ふぇ？」

「これ、家の周りではられてたらアウトなんじゃないですか？」

「ああ、そこは心配ない」

　ようやくそのことに思い至ったらしく顔を青ざめさせていく皐さ月つきに、ポケットからケータイを取りだして見せる。

「さっき逃げつつ由ゆ枝えさんに連絡しといた。俺たちが回り道してる間に周辺一帯、《御み園その》で洗ってくれるってさ」

「おお、さっすがひなくん！」

「お兄ちゃん逃げながらメール打ってるので余裕あるなあ、と思ってましたが、そういうことでしたか」

　納得です、と頷うなずく皐月はそんな風に喋しやべりながらも膝に手を当て荒い息をついている。

　俺の想像通り……というか、それ以上に体力がなかったようだ。なんというもやし。

　ま、俺もそこそこ疲れたことだし、

「さっさと中入って休憩するぞー」

「は～い」

「賛成です……うう、足ぱんぱん……」



「あー、落ち着くー」

　本来ならいろいろとしなければならないことがあるのだが、とりあえず全部後回し。家に入った俺たちは、鞄かばんを置くなり着替えもせずソファーにぐったり倒れこんでいた。

「ひなくん、お疲れ様」

「鈴莉もな」

　ちょこんと隣に腰かけた鈴莉の頭をなでる。

　抱き上げて走ったものの、それは最初の数分だけ。それ以降は鈴莉も一緒に自分の足で逃げていたから疲れているのは同じだろうに、こうしてふにゃっとした笑みを見せてくれる。それだけで疲れなんてなんのその。また頑張ろうと思えてくる。

「あは、ひなくんと一緒にいるだけでなんだか疲れも吹き飛びそう」

「俺も、似たようなこと考えてたところ」

「……♪」

　笑みを深めた鈴すず莉りがおでこで肩をぐりぐりしてくるのをそのままに、向かいのソファーでちびちびスポーツドリンクを飲んでいる皐さ月つきに声をかける。

「おまえは大丈夫かー」

「ええ……なんとか……」

　ソファーの背に頭をのせたまま真っ白な喉のどを晒さらして返事する皐月は、綺き麗れいにまとめられていたローツインの尻尾しつぽも制服も若干乱れて、台無しとまでは言わないまでもずいぶん駄目さがにじみ出ている。

　こいつさすがにもやしすぎだろう……。全力で走り続けたならともかく、ほぼ歩きだぞ？

　しかしそんな皐月はふとなにかに気づいたようにペットボトルを置くと、視線を俺に落とし、

「遅くなりましたが、皐月まだお兄ちゃんにお礼を言ってませんでしたね」

「……？　ああ、さっきのことか。あれなら俺が勝手にしたことだ。気にするな」

「いえいえ、ご謙けん遜そんを。とっさのことなのに皐月をかばって、さらに臆おくすることなく不審者に立ち向かう。その、なかなか…………か、かっこよかった、ですよ」

　もじもじと指を絡めながら、わずかに赤らんだ顔でそんなことを言ってくる皐月。

　な、なんだよ。その反応は。おまえみたいな美少女からそんな風にされたら、いくら彼女持ちの俺でも、て、照れるぞ？

　そんな若干気まずいような照れくさい沈黙を破ったのは、俺にすりすり子猫のように甘えていた、鈴莉。

「皐月ちゃん……お昼に言ったこと、覚えてないの？」

「お昼……？　……っ。い、いえ！　かっこいいなー、とか。ただの色ボケじゃないんだなー、とか見直したりはしましたけど、お姉ちゃんの心配するようなことは、決して！」

　色ボケ……。そんな風に思われてたのか……。

「本当に……？」

「ですです」

　ジトっと睨にらむ鈴莉に、脂汗をかいて目をそらす皐月。そんな鈴莉の頭をぺしっと軽く叩たたく。

「いたっ。ひなくん、なにするのぉ……」

「取り越し苦労だっての」

　むぅ、と頬ほおを膨らませながらも嬉うれしそうな顔で問いかけてくる鈴莉を膝にのせてやり、真まっ直すぐ目を見ながら諭す。

「考えてもみろ。おまえみたいな超絶かわいくて、ストライクゾーンど真ん中な子が彼女なんだぞ？　それが、ちょっとかっこよかった、なんて言われた程度でほかの女になびくわけないだろ」

「うん。私も、ひなくんのことは信じてるよ」

　でも、と鈴すず莉りはうるんだ目で続け、

「どうしても……心配にはなっちゃうの。ひなくんはやっぱり、嫉しつ妬と深い女の子は、いや？」

「いやなわけあるか。それだけ、鈴莉が俺のことを好きってことだろ？」

「うん。大好き。昨日も言ったじゃない。私は、もうひなくんなしじゃダメなの。それくらい、だ～いすきっ♪」

「俺も昨日言っただろ？　鈴莉のことが大好きで、愛してるって」

　だから安心しろ、と華きや奢しやな鈴莉が壊れない程度に、心もち強く抱きしめる。

　互いの暖かさが薄い服越しに伝わり、なんともいえない安心感が体に満ちていく。ともすれば眠ってしまいそうなその心地よさに身を任せる――――ことが、できるはずもなかった。

　そう。我が家には現在、三人目がいるのだから。

「映画とかでもアクション後の濡ぬれ場ばは基本ですけど……だからって人前はどーなんですかねー」

　そんなこれ見よがしで冷たい声が耳に届き、下りかけていた瞼まぶたを開く。

　そのまま音源である皐さ月つきをゆっくり見やれば、

「ああ、いえ。どうぞご自由に？　皐月、見てませんから。いっそ部屋に戻りましょうか？」

「あ、その……なんかすみません」

　笑顔でめっちゃ怒ってる――っ!?

「ひなくん……？」

　そしてそんな皐月の姿も見えてなければ、心地よさに身を任せていたのか声も聞こえていなかったらしい鈴莉がまたすりすりと甘えてくる。

「す、鈴莉。ちょっとだけ、離れようか」

「や♪」

　…………『や♪』なんて言われちゃー、しょうがないか。

　皐月の視線はどんどん厳しくなってるし、正直居心地は悪いのだけど……。

　なんてことを考えながら、鼓動を聞くように胸元へ頬ほおをあてている鈴莉の小さな背中をなでていると、

「あっと、そういえば」

　怒りも冷たさもない、純粋な疑問だけを含んだ皐月の声が聞こえてきた。

「お兄ちゃんの異能って、結局なんなんです？　あれ、異能使ってたんですよね？」

　あれ、とはさっき、俺がカッターでナイフを切り飛ばしたときのことだろう。

　ふむ。さすがに説明しないわけにもいかない、か。

　ある程度真面目まじめモードに入ったと鈴すず莉りも気づいたのだろう。抱きつくのをやめ、隣に座り直す。こういうところは空気読めるんだよなぁ。

　さて、異能については話さざるをえないとはいえ、あんまり下へ手たなことを言って感づかれるのも困るわけで。

　しかもこいつは、ずいぶん近いところにいるから厄介だ。

「――異能名は俺もばーさん命名で“〝オムニア・ユゾリス”〟。その力は、手に触れた物を全て、最適な方法をもって最高性能で使用できる」

「最高性能で……？」

　うんまあ、わかりにくいよな。

「つまり、さっきのカッターならカッターを扱うのに最適な方法を体はとりつつ、そのカッター自体もその機能を最高性能で発揮できるってこと」

「ええと……それじゃあ、あのカッターはとんでもなく切れるカッターになっていた、ということですか？」

「そういうこと。カッターの機能を『切断』と定義して、それを最高性能で発揮したわけだ」

　最適な方法を取るが故に、剣を持てば最高の剣士と同等に、弓を持てば最高の弓兵と同様の動きを行うこともできる。……まあ、そんな機会はないのだけど。

「なかなか面倒な異能だぞ。使う物の形と機能を認識して、さらにどういう風に機能を発揮させるか定義する必要もある」

「あ、でもそれは皐さ月つきも一緒です。形、機能、名称を認識したうえで、物そのものを定義しないといけないですから」

「……なるほど」

　一緒、ね。

「ま、異能の話はここまでにしておこう。それほど面白い話でもないしな」

「ですねー。皐月たちにとっては『使えるのだから、使える』という理屈抜きの感覚勝負ですし」

　そう言って皐月はスポーツドリンクを飲み干すと、ソファーから立ち上がり、

「では皐月、着替えてきます。汗が冷えて気持ち悪くなってきました」

「ああ、ちょっと待った」

「はい？」

　そのままリビングを出ようとした皐月を呼びとめる。

　そうして俺が訊たずねるのは、

「皐さ月つき。おまえ、狙ねらわれる心当たりは？」

「……やっぱり、そうきますよねー」

　苦々しい顔で再びソファーに座りこむ皐月。

「できれば隠して――特に《御み園その》関係者には隠しておきたかったのですが、さすがに命の恩人にまで隠すわけにはいきませんね」

「えと、あんまり話しづらいことなら話さなくていいよ？」

　ね？　と見上げてくる鈴すず莉りに、俺も頷うなずく。

「ああ、無理に訊きき出したくはない。いやなら、それでいいんだ」

「ほんっと、お二人とも優しいですよねぇ……。自分たちも巻き込まれてるんですよ？」

「ん～。だからって、皐月ちゃんが嫌がることをするのも違うじゃない」

　笑顔で言い切る鈴莉。そんな鈴莉に皐月はやれやれ、と首を振ると、

「そこまで考えてくれて、応えない、なんて選択肢は出ませんよ」

　とはいえ、と皐月は前置きし、

「これが狙われた理由かはわかりませんよ？　皐月も今回みたいなことは初めてですし、その事実を知ったのも、つい一週間ほど前にお母さんの遺言で、なんですから」

「かまわない」

「うん、いいよ」

　同時に言うと、皐月も真剣な顔になり、

「えっと、どうやら皐月――――《御園》本ほん家け筋すじの人間らしいんです」

　そう、口にしたのだった。

　――――まったく、なんだか厄介なことになってきたじゃあないか。



    

  
    
      



    

  
    
      






    

  
    
      


第三章　まったりとした日常
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「貴様、あれはどういうことだ！」

　窓際に置かれた大きな椅い子すと机。そこに腰掛ける太った男が、両手を激しく机の天板に叩たたきつけながら叫んでいた。

「報告が上がってきた！　無傷!?　せっかく人ひと気けのないところで襲ったというのに、無傷だと!?」

　前回同様薄暗い部屋の中、向かいに立つ細身の男――日向ひなたたちを襲撃した暗殺者はそこも変わらぬ無表情で、

「あれは何者だ」

「なんのことだ！　ちっ、凄すご腕うでの暗殺者と聞いたから依頼したものを。真正面から殺しにいくうえに、失敗するだと!?　こんなところに来る暇があったらさっさと殺しにいかんか！」

　イラついた目で睨にらんでくる太った男だったが、そのことに関しては暗殺者の男にも若干の言い分があった。

　彼は別に暗殺者と名乗って仕事を取っているわけでもなければ、殺し方にしても自らの能力とその場に合わせ、最適な方法を選んでいるにすぎないのである。

　そもそも、殺しという仕事においては映画のように毒薬を駆使したり、遠距離からの狙そ撃げきをしたりする方がナンセンスである。

　どこにでもある木の枝での刺殺や、崖がけからの転落死などが足もつきにくく、本来最も効果的な方法といえる。

　今回ならば、相手は異能を持つとはいえ、高校生の少女にすぎない。ならば出くわしやすいパターンとして安物ナイフを用いた通り魔などは、十分にあり得る。

　しかし、今回の件は彼にとっても不測の事態ではあった。

　本ほん家け筋すじの人間とはいえ、本来秘されている立場の人間だ。故に護衛はおらず、ただの高校生として過ごしている。そう、資料には記されていた。

　そしてその通りに標的は護衛もなく、友人だろうか同年代の男女とだけ帰っていた。

　だが、

「あの護衛の少年。あれは何者だ」

「護衛だと……？」

　暗殺者の男が重ねて問えば、胡う乱ろん気な顔をした太った男は散らばったものとは別の資料を広げ、パラパラと流し読んでいく。

　しかしすぐに顔を上げ、

「そんな報告は上がっていないぞ。標的が――御み園その皐さ月つきが一緒にいたのは、彼女が現在居候いそうろうしている家に住む高校生二人だけだ」

「ならばその二人のうち、少年の方だ」

「……貴様。もしやとは思うが、そのガキに邪魔されたとでも言うのではなかろうな」

「事実から見れば、そうなる」

「なんっ……！」

　暗殺者の言葉で瞬間的に激高しかけた男だったが、即座に放たれた言葉と行動で、その動きが止まった。

「資料には護衛なしと書かれていた。だが、事実として自分は少年に阻まれた」

　カラン、と小さな音を立て机に投げ出されたのは、一本の果物ナイフ。だがその刃は中ほどで断ち切られ、もはや用をなしていない。

「その少年は文房具のカッターナイフで、それを断ち切った」

　腕を振り上げた姿勢のまま止まった男に、

「どのような異能かわからないが、護衛の詳細がわかるまでは、こちらも動けない。しばらくは、調査に時間を費やさせてもらう」

　暗殺者の男は淡々と、そう告げたのであった。
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　ようやく鳥の声が聞こえ始めたような、朝日が昇るか昇らないかという早朝。

　いつもより一時間ほど早く起きた俺は早々に家事を済ませ、自室のパソコンに向かっていた。

　そこに表示されているのは、御園から送られてきた昨日の事件に関しての調査報告書だ。

「結論、隠いん蔽ぺいの必要性なし……ね」

　コーヒーをすすりながら呟つぶやく。

　報告書によれば、《御園》の隠蔽班ヴエイラーと呼ばれる異能関係の隠蔽工作を行う部隊が即座に向かったものの、最大の痕こん跡せきであるはずの倒木が発見できなかったらしい。

　そして回収されたのか、切り飛ばしたナイフも見つからず、

「完全に手掛かりなし」

　椅い子すの背もたれに背を預けて大きく体をそらす。

　あの皐月の告白――彼女が本ほん家け筋すじであるというのが本当ならば、狙ねらわれたのも頷うなずける。

　言っていた彼女自身、あまり本家筋であるということを重要だととらえていないような節もあるが、本家筋というのは《御園》という特殊な一族にあってなお、特殊な家系だ。

　なぜなら、そこには《長おさ》という存在が確実に絡んでくる。

　異能者の組織である《御み園その》を束ね、異能の管理を行う、《長おさ》。《長》を筆頭に彼ら本家は“〝万能”〟なる異能を代々用いる、と噂うわさされている。

「“〝万ばん物ぶつ創そう造ぞう”〟……か」

　いくらでも、どのようにでも使いようがある“〝万物創造”〟。たしかに“〝万能”〟と呼ばれるにふさわしい異能だ。

　……ずれたな。

　もう一口苦いコーヒーをすすって思考を巻き戻す。

　今は皐さ月つきが本当に本ほん家け筋すじかどうか、ということは関係がない。

　原因の可能性として挙がっている以上、その可能性を前提として一度考えてみなくてはならないだけだ。

　さて、そうするとなぜ本家筋が狙ねらわれるのか。

「ま、簡単なことだ」

　本家筋を狙ううまみなんて、《長》関連しかない。

　過去から現在に至るまで、《長》は本家筋から選出された者しかいない。一種の世襲制だ。ならば、真っ先に思い浮かぶのはそれらを快く思わない者たち――いわゆる反体制派というやつだ。

「ったくもー、めんどくさい」

　相手が皐月を殺そうとしているのか、はたまた脅してなにかをさせたり聞きだしたりしたのか。そういうものは一切わからないが、

「裏、いるよな」

　本家筋も《長》も、隠されているのが大前提だ。

　そこから皐月の存在を――保護者が亡くなり、引っ越すというごたごたがあったにせよ――見つけ出すのは至難の業わざだ。《御園》という組織に秘されている以上、個人で調べるなど不可能、と言い換えてもいい。

　ならば、もはや裏の存在を考えるしかないだろう。それも相当《御園》内部に食い込んでいる存在を。

　おそらくあの男は実行犯で、その裏にはもっと……。

「はぁ……」

　この仮定で考えると犯人を探るのも面倒だし、別方面でも厄介だ。

　皐月が本家筋だとするならば、どうしても避けては通れない懸案事項。それが俺の思考を邪魔する。

「これ、どの可能性が当たってても、ヤバいよなぁ……」

　正直、一番いいのはあの男がただの通り魔でした、ってオチ。

　だけどさすがにそれは楽観的すぎるというものだろう。なにせ相手は皐月の名前まで確認してきたのだ。怨えん恨こんなんて線も考えることはできるけど……。

「さて」

　コーヒーを飲み干し、つらつらと考えながらまとめ上げた返答をメールに添付して送信する。

　そろそろいつもの時間。鈴すず莉りを起こして朝食に火を入れなければならない。

　考えごとのどれが当たっていようと外れていようと、昨日の今日だ。多少の警戒は必要だろう。そんな追加ミッションをタスクに加えながら、

「今日も一日、頑張りますかー」
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　平日ということは学校があるわけで。

　となれば、週に一回とはいえ体育があるわけで。

「つーわけだが、先生は『暑いからやだ』と体育教師にあるまじきこと言いだして体育教師室にひきこもったから、俺たちだけで球技大会の練習するぞー」

「「「うーい」」」

　そしてなぜか俺は、そんな体育の進行を任されていたりする。

　それもこれも、数分前。



「ああ、御み園その」

「？　先生？」

　着替えた鈴莉と一緒にグラウンドへ向かっていると、声をかけてきたのはジャージ姿のだるそうな雰囲気をまとった先生。

　そしてそのジャージ姿を裏切らず体育教師な彼女は、無造作にポケットからなにかをポイっと俺に投げ――

「……なぜ蹴り返す」

「こういうのはビビったら負けだ、とサングラスのカッコいいアニキが言っていたので」

「それは手しゆ榴りゆう弾だんの話だろうが……」

　この先生、意外と話がわかるな。

　感心する俺に、体育教師はもう一度それを投げ、

「用具室の鍵かぎだ」

「教師が校内での異性交遊推奨かー」

「待て。なにを深読みした」

「ひなくん、せっかくだから行ってみる？」

「だなー。一応カメラとか盗聴器のチェックだけはしておいて、だけど」

　それに不純じゃないから問題なし、と去ろうとした俺たちに先生は、

「次の体育、暑いからおまえに任せたー。適当に授業やっといてくれ。あと問題になるようなことはするなよー」



「と、いうわけなのさ」

「はあ……なんともゆるいというか適当というか。よくなりたってますね、この学園」

「いつも体育の先生はあんな感じだよ？　最初に通りがかった人に、鍵かぎと授業進行渡しちゃうの」

「ますます不安になってきました……。指導要綱とか大丈夫なんでしょうね……？」

　どうだろ、と鈴すず莉りと一緒に首をひねる。

　そのあたりの詳しいことはわからないが、体育なんて毎年同じことしかやらないので特に問題はないのかもしれない。

「それで、今日は球技大会の練習ですか」

「うんっ、今年は野球だって。来月のね、中ぐらいにあるの。『新しいクラスメイトと団結を強めるため』らしいよ」

「ってのは建前で、ただ騒ぎたいだけなんだけどな」

「皐さ月つきがつっこむ間もなくネタばらし!?」

　一瞬うなだれた皐月だったが、すぐに立ち直ると空に舞う白球を眩まぶしそうに見上げ、

「それで、皐月たちはなんで隅っこの日陰でこう駄だ弁べってるんですか？」

「「新しいクラスメイトの皐月（ちゃん）と団結を強めるため」」

「……本音は？」

「「だって暑くて体育とかめんどくさいし」」

「この二人は……っ」

　とか言いつつ、ちゃっかり座り込んでる時点でおまえも同罪だと思う。

　それにしても……暑い。

　市内のど真ん中にあるせいで狭い神かみ代しろ学園のグラウンド。そのさらに端っこにわずかばかりある日陰へ避難しているものの、四月とは思えない気温と湿度のせいでじんわり汗がにじんでくる。

　鈴莉も暑いのか、大きな果実のせいではちきれんばかりになった体操服の胸元をぱたぱたと扇あおいで中に風を送り込んでいる。

「……ほんっと、仲がいいですね」

　皐月が呆あきれたように言うのは、その鈴莉の体勢だろう。

　暑そうにしていながらも飼い主に甘える子猫がごとく俺の側そばを離れず、扇ぐときも俺以外には見られないよう的確に角度を調整しているのだ。

　そういういじらしいところがまたかわいく、俺としてもどんどん愛いとしさが募っていく。

「恋人同士ですから」

「それに、前からずっとそういう感じだったもんね」

　にぱっと楽しそうに笑う鈴すず莉りの頭をなでる。

　こういうことをしているとすぐにこごえるかぜを放ってくる皐さ月つきが気になったものの、『まあ、これくらいは』みたいに見ているし、大丈夫なのだろう。

　二チームに分かれて練習試合をしているクラスメイトたちを眺めながら、湿度がそこそこあるにもかかわらず、洗いたてのようにさらさらとした鈴莉の髪を指で梳すくようになでていく。

　いつも思っていることだけど、女の子の髪というのは不思議なものだ。いつもふわふわと上質の絹がごとき手触りだし、同じシャンプーやコンディショナーを使っているのにとんでもなくいい香りがする。

「暇ですねー」

「だなー」

「にゃふ～」

　一人なんだか気持ちよさそうに鳴いている子がいるが、暇なのは積極的に俺へ甘えてきていることからも確実だろう。



    

  
    
      



    

  
    
      

　かくいう俺も鈴すず莉りと静かに戯れてしのいでいるものの、暇なことは否いなめない。

「今からでも参加します？」

「んー……それはなあ……」

　正直、あまり乗り気ではない。

　俺も野球はあまり好きではないし、なにより……

「ひなくん、キャッチボールでもする？」

　ころころと転がってきたボールを持ちあげた鈴莉が、そんなことを言い出す。

　……まあ、鈴莉がやりたいって言うなら、かまわないか。

「皐さ月つき、やるか？」

「いえー。暇ですが、動くのはもっと嫌です」

「おまえ、さすがに少しは運動した方がいいぞ」

　ないない、と手を振る皐月に苦言を呈する。

　さすがに、あのもやしっぷりは記憶に新しすぎる。

「大丈夫です。皐月、健康器具創つくり放題なので、涼しい室内で頑張ってます」

「昨日の夜やたら騒がしかったのはそれか!?」

「お兄ちゃんの部屋も騒がしかったじゃないですか。桃色に」

「…………なんか、すみません」

　あの部屋これからのためにも、もうちょっと防音をどうにかするべきかもしれない。

「お、あったあった。ひなくんひなくん、はい」

　俺が嫌な汗を背中にかいていると、のほほんと俺たちの横に置かれた籠かごをあさっていた鈴莉がグローブを差し出してきた。

「いいか。怪け我がだけは絶対にしないようにな」

「うん。気をつけるっ」

　そのグローブを受け取りながら言うものの、やはり心配だ。

　そんな気持ちが伝わったのかどうなのか、皐月はだるそうな顔を上げ、

「さすがに心配しすぎじゃないですか？　お兄ちゃんが過保護なのは知ってますが、所しよ詮せんキャッチボールですよ？」

「……そう思うなら、見てろ」

「はい？」

　甘い。甘すぎる。皐月は鈴莉というものがまったくわかっちゃいない。

　不思議そうな顔をする皐月の横から立ち上がり、ジャージについた砂を払いながら野球に興じている皆の邪魔にならないあたりへ移動する。

「いくよー」

「おー」

　五メートルほど離れた鈴すず莉りがぶんぶん手を振りながらあげた声に、俺も手を振りながら声を返す。

　すると即座に鈴莉が女の子らしいかわいい投球フォームで、

「えいっ」



　ころん



　たぶん、そんな擬音が正しい。

　鈴莉の手を離れたボールは、まるでボウリングの球であるかのようにすぐさま地面に落ち、ころころとわずかに転がった後、静かに止まった。

「…………」

「…………」

　想像通りの結果に、俺は似たような顔をしている鈴莉と目を合わせ、

「「うん、キャッチボールやめよう」」

　そうしようそうしよう、と互いにグローブを外して首を振る。

「やっぱり飛ばないねー」

「なー」

「どういうことですか!?」

　あ、我が家のつっこみ担当が来た。

「誰がつっこみ担当ですか。お兄ちゃんたちがボケ倒しなのがいけないんでしょう」

「さらっと心読むなよなー」

「それより！」

　言いつつ皐さ月つきは、風に吹かれてようやく俺の足元まで来たボールを取ると、ほれぼれするような投球フォームでフェンスに向かってその白球を投じる。

　それはほとんど速度と弾道を変えぬままフェンスに当たり、てんてんと地面を転がっていく。

　だが、真に驚くべきはその距離。ゆうに一五メートルは超えている。

「普通に飛ぶじゃないですか。重さも普通のボールでしたし」

「おまえ、元ソフト部かなにかか……？」

「いえ。異能的に創つくったものをぶん投げるのが手っ取り早いので、ここだけ練習してました。なにかと物騒な世の中ですし。――――まあ、次善の手ですが」

　なるほど。異能の有効活用というか無駄活用というべきか。

　そういや俺も昨日の朝やられたなぁ……。最善手がどういうものか怖すぎる。

　一度ボールを投げて発散したからか、皐さ月つきは俺に体を寄せると、鈴すず莉りに聞こえぬよう耳元に静かな口調で訊たずねてくる。

「お姉ちゃん、あまりにも運動神経悪すぎません？　一メートル飛んでませんよ、あれ」

「だから言っただろうが。あいつはとんでもなく運動音痴だし、力も弱いんだよ」

　おおよそ普通に生活を送る分には問題ないが、こと運動や力がいることになると、完全にアウトだ。ちょっと固めの瓶や缶すら開けられない。

　言外に、心配するのもわかるだろ？　と皐月に問えば、未いまだ戸惑った様子ながらも小さく頷うなずいてくる。

「皐月ちゃん、めっ！　ひなくんは私の彼氏さんなの！」

　と皐月が納得したのと同時、グローブを投げだした鈴莉が俺の体めがけ飛び込んできた。

「お、お姉ちゃん？　今のはそういう変な意図はなくてですね……」

「めっ、たら、めっ！　寝取りはしてもされても被害甚じん大だいなんだよ！」

「まあ皐月も寝取られゲーは嫌いですからその気持ちはわかりますが……」

　飛び込んできた鈴莉はぎゅ～っと俺に抱きついて皐月から引き離すと、両手をあげて退避した皐月を小さな拳こぶしでぽかぽかと叩たたき始める。

　だが、皐月のアイコンタクトから読み取るに、

『本当に力ないですねー。これ、結構本気で怒ってるはずですよね？』

　ってところだろう。

　鈴莉の嫉しつ妬と深さは重々知っているので肯定の頷きを返し、その鈴莉を受け取りに行く。

「大丈夫だって、鈴莉。こいつは妹みたいなものなんだから」

「むぅ……わかってるけど……」

　だいたい、

「こいつ貧乳だぞ？」

「あ、そっか」

「待ってください！　その納得のされ方は嫌すぎます！」

「それに身長も若干高い」

「皐月そんなに高くないですよ!?　女子でも低い方ですよ!?」

「そだったそだった。ひなくん、巨乳で小さい子が好きだもんね」

「なんですかそのお姉ちゃん専用みたいなピンポイントすぎる趣味は!?」

「ただのロリ巨乳好きですが、なにか？」

「言った！　平然と言い切りましたよこの人！」

「ちなみに爆乳までいくと、ちょっと考え込む。大きすぎるのはちょっと……」

「面倒だ！　本気で厄介な人ですね！」

「きっと私はそんなひなくんの趣味に合わせて、成長したんだねっ♪」

「むしろ、俺の鈴すず莉り好きがそのまま趣味に反映されたんだって」

「あぁぁああああ、もう！　つっこみが追いつかないですーっ！」

　ほらやっぱり、つっこみ担当じゃないか。
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　その日の午後、物理室へ移動しているときのことだった。

「あ、御み園その先輩お久しぶりです！　あのときは本当にありがとうございました」

「気にするな気にするな。あれはあいつらが悪い」

　と昔助けてやった後輩が来て、

「綾あや川かわさんだ。相変わらずちっちゃくてかわい～」

「今日もダンナと仲睦むつまじいね」

「うんっ。やっとね、付き合いだしたの。だからこれまで以上に仲良しっ」

「「え、まだ付き合ってなかったの!?」」

　なんて三つぐらい隣のクラスの女子たちも来て、

「み、御園日向ひなた……!?　どうしておまえがこの階に!?」

「ただの移動教室だっての」

「御園日向だと!?　あの生ける伝説か！」

「誰だよ、そんなこと言ってるの……」

　などなど。

　少し歩いただけで後輩同級生先輩いろいろな人に話しかけられてしまい、結局物理室にたどり着いたのは遅刻寸前のギリギリだった。

「お兄ちゃんもお姉ちゃんも、ずいぶんな有名人だったんですね」

　クラスメイトたちで埋まった物理室の最後尾、四人掛けの長机につくなり、皐さ月つきがノートを開きつつそんなことを言ってきた。

「別に有名人じゃないっての。かわいい鈴莉といつも一緒にいるからだろ」

「私はひなくんといつも一緒にいるからだと思うよ？」

「同時に互いを立てる……！　この二人、日々進歩してやがりますね……！」

「ふふ、なんでそんなに二人が有名か、知りたい？」

　そう言いつつ皐月の隣に座ったのは、我らが委員長。いつも最後に教室の鍵かぎ閉め、ご苦労様です。

「委員長さんはご存ぞん知じで？」

「もちろん。去年から同じクラスだもの」

「委員長、あんまり変なことうちの妹に吹き込むなよ？」

「……そういえば、その妹っていうのも不思議なのよね。御み園その君、一人っ子じゃなかった？」

　おや、お詳しい…………って、去年なんかのときに話したかもしれない。さすがに覚えてないが。

　記憶をあさっていると、俺を挟んで皐さ月つきと反対に座る鈴すず莉りが小さく手を挙げ、

「私もなんで有名なのか知らないよ？」

「それはあれよ。知らぬは本人ばかりなり」

「……待て。その言い方だと、俺たちがなんかすごいことやらかしたように聞こえるじゃねえか」

「事実、そうじゃない？」

　委員長は物理教師が実験器具の組み立てに手こずって授業が始まっていないのを確認すると、内緒話のように声をひそめ、

「二人は先輩後輩問わず、有名なのよ。いろいろ事件やら伝説を作ってるから」

「……身内の皐月にまで迷惑かかるようなネタじゃないですよね……？」

「それはどうかしら」

　小悪魔めいた笑みで言った委員長は、そこで言葉を切ると皐月に「はい」と手のひらを向ける。

「お手ですか？　皐月、ウサギ派なのでそれには応じかねます」

「どういう理屈!?」

「違うよ、皐月ちゃん。いいんちょさんはお金を要求してるんだよ」

「なるほど。情報屋でしたか。諭吉さん五枚ほどで？　もっといります？」

「まさかのお金持ち!?　って、クラスメイトからお金取ったりしない！」

　……クラスメイト以外からは……うん、やめよう、この考えは。後できっちり調べておくとしても、今は考えないようにしよう。

「ただ御園さんと御園君の関係を知りたいだけなのよ！　妹にしては今まで話にも出てこなかったし、中途半端な時期に転校してきたし！　自己紹介的にもアレだし！」

　あー、なるほど。そういうのは昨日の質問攻めで全部吐はかされたのかと思ったが、そうでもなかったようだ。まあ、自己紹介がなあ……。かかわろうとしただけ、我がクラスメイトたちは図太い。

　ちら、と目を向ければ、皐月は『いいですか？』と問うような視線を送ってきている。

　いちいち俺に確認をとることでもないだろうに、律りち儀ぎなやつだ。

　軽く頷うなずいてやると、皐月はその形よい唇を開き、

「従兄妹いとこですが、お兄ちゃんって呼ばされてます」

「明らかに悪意ある説明だよなあ、おい!!」

「でも間違ってませんよね？」

「あれはおまえも了承したことだからな!?　しかも俺、呼び方に関しては一言も触れてないからな!?」

　鈴すず莉りの悩殺ウインクに押し負けたのは皐さ月つきの方だ。

　しかし、この場合どちらが広まりやすいかというと、

「御み園その君、綾あや川かわさんだけでは飽き足らず……」

「貧乳ツインテにお兄ちゃん……わかってやがるぜっ」

「妹っぽい子ならもう彼女にしてるのにね……」

「お兄ちゃん呼ばれながら皐月たんにいじめられたい……！」

　うんまあ、若干――というか半分ほど変なのが混じってたが、おおむね皐月の言葉が広まってしまったご様子。

「ほう、即座にお兄ちゃんの属性に『シスコン』が加わりましたね。ランクアップですよ」

「むしろ社会的にダウンだよ！」

「え……お兄ちゃん社会的なこととか気にしてたんですか？　あれだけ公衆の面前でイチャついておいて？」

「今その話は持ち出すなー！」

　と、とにかく。これは弁明しないとまずいだろう。

「皆、よく考えろ！」

　幸い物理教師は懇意にしている先生だ。騒がしくなり始めたあたりから『知らない知らない、巻き込まないで』と準備室に逃げている。

　だから俺は物理室中の視線を一身に集めながら、

「『お兄ちゃん』ぐらい、頼んだら鈴莉が言ってくれるっての！　無む理り矢や理り従妹いとこに言わせるまでもないって！」

「「「あー……たしかに」」」

「納得した!?」

　まだまだ甘いぞ、妹よ。このクラスの俺たちへの理解は凄すさまじいものがあるからな。これくらい一発だ。

「それで」

　と、騒がしい教室を横目に、何事もなかったかのように委員長は一言で話を戻してしまう。

「御園さんが従妹っていうことはわかったから、御園君たちの伝説ね」

「ああ、そういえばその話でしたね」

「忘れるくらいならもう蒸し返さないでほしいんだけどなー」

「ふぇ？　ひなくん、心当たりあるの？」

「俺にはどうしておまえが思い当たらないのか謎なぞだよ」

　不思議そうに首をひねる鈴すず莉りの頭をぽむぽむなで、疲れたため息をつく。

　いくつか思い当たるものはあるが、どうせこの楽しそうな雰囲気を見る限り、話すのはあれだろう。

「もー、ご自由にどうぞ。どうせすぐに知ることだ」

「そんなに有名なことなんですか？」

「ええ……というか、今日その一端を目撃しなかった？」

「？　いえ、特に思い当たる節は」

　ああ、そういやこいつ始めも終わりも、さっさとジュース買いに行ってたんだっけ。暑いからその気持ちはよーくわかる。

「えと……もしかして、体育のあれ？」

「そうそう。体育のあれよ」

　委員長の頷うなずきで鈴莉は納得顔になると、小さな手をぽむ、と合わせ、

「あ、うん。先に謝っておくね。これは完全に私のわがまま」

「お姉ちゃんのわがまま？　どういうことです？」

　ああ、聞いてしまうのか皐さ月つきよ。

　軽い絶望感を味わう俺にかまわず、委員長は楽しげに口元をゆがめ、

「御み園その君、体育の着替えがあるたびに女子更衣室へ拉ら致ちされてるのよ。綾あや川かわさんの頼みを断りきれなくて」

「お兄ちゃん、ちょっと死んできてくれます？　いえむしろ、今すぐ殺してあげます！」

「待て！　話せばわかる！」

「それは死亡フラグですよ、お兄ちゃん！」

　下からコンパクトなスイングで振られてくる金かな槌づちを、手首を押さえることでなんとか押さえつける。

　こ、こいつまず膝壊そうとしてきやがった！　動けなくしてからいたぶろうって魂胆が見え見えで怖こえぇ！

「鈴莉に頼まれて仕方なくなんだってば！」

「だ、だからって女子更衣室ですよ!?」

「むぅ、先に謝っておいたじゃない……。皐月ちゃん、ひなくんは悪くないの」

「お姉ちゃん……」

　鈴莉に諭され、しぶしぶ力を抜く皐月。

　創つくり出した金槌はどうするのかと思ったら、するりとスカートのポケットへ。こいつのポケットは四次元か……？

「それで、一体どういうことなんです。そりゃあ有名にもなりますよ」

「んとね、私もひなくんも、お互いにお互いの依存症なの」

「はぁ……」

「だから、離れると死んじゃうの。おしまい」

「…………え、それだけですか？　単に惚のろ気けられただけですよね？」

　は？　と呆ほうけている皐さ月つきに、首を振る。

「まあ、死ぬってのは大げさだが、似たようなもんだ。俺と鈴すず莉り、二人で一つ。そう思っておいた方が後々楽だぞ」

「いやいやいや！　わけがわかりませんって！　そりゃあたしかにお兄ちゃんは超がつくほどの過保護で、お姉ちゃんはお兄ちゃんにべったりですけど……」

　ねぇ？　と皐月は委員長に助けを求めるものの、委員長はあっさり、

「この学校にいる皆、たぶん御み園その君が言ったとおりに思ってるわよ？　いつでも一緒、どこでもどんなときでも一緒、っていうのは有名だから」

「ここの生徒、順応性高すぎでしょう……」

「更衣室入っても御園君、必死でこっちは見ないようにしてくれるから。クラスの女子はもう納得済みよ」

「だからって……」

　頭を抱えていた皐月だったが、そのままの姿勢で一分ほど黙りこむと、ふと顔を上げ、さも名案ですと言わんばかりに、

「よし、聞かなかったことにしましょう。これ以上考えると胃に穴が開きそうです」

　名案名案、と晴れやかな顔で腕を組む皐月だが、気づいているのだろうか。

　今忘れたって、一週間後にはまた体育があるということを――。
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「お姉ちゃんお姉ちゃん」

「ふぇ？」

　それは休日の昼、皐月は窓際に座ってぼーっと、鈴莉はソファーに寝転がって俺の足を枕まくらに食休みをとっているときのことだった。

「もうそろそろ五月になりますけど」

「だねー。ここからぐんぐん気温上がっていくよ～」

　そう。もうあれから数日。五月も間近だ。

《御園》があれ以降警戒していてくれるからか、あの男が俺たちの周りに現れることもなく、ここ数日は平穏そのものだ。

　警戒はしなくちゃいけないんだろうけど……こうなるとやっぱり緩ゆるむよなあ。まさか本当に通り魔説が正しかったのだろうか。

「ええ、皐さ月つきも山間の方ですが同じ県に住んでいたので、さらに暑くなるのは知ってます。ですので――」

「ふぇ……？　…………ぎにゃっ!?」

「す、鈴すず莉り!?」

　子猫特集なんて、全人類の半数は釘くぎづけになるであろう番組に例外なく注目していた俺が慌てて振り返ると、そこにあったのは短いスカートがめくれるのも厭いとわずに投げだされた鈴莉の足を、なでるように触っている皐月の姿。

「お姉ちゃんまだストッキング穿はいてるんですか？　しかも黒のパンストなんて、熱吸収的にも放出的にも最悪でしょうに」

「だからって触らなくていいじゃない！　私敏感なんだから！」

「ほう……」

　あ、悪そうな顔。

　だがその指が動くより早く、俺は録画ボタンを押して皐月の手首をつかむ。

「はい、ストップ」

「あ、ちょっとなにするんですか」

「……おまえ、俺が止めなかったら足の裏くすぐるつもりだっただろ」



    

  
    
      



    

  
    
      

「な、なんのことでしょう……？」

　思いっきり目をそらして音の出ない口笛なんて吹く皐さ月つき。わかりやすすぎる。

　鈴すず莉りはそれでも怖かったのか、普段からは考えられないほど俊敏な動作で体を起こして俺の背に回り、肩口から警戒する猫のような唸うなりを上げている。うむ、こっちは超かわいい。

「ったく、人様の嫌がることはするなって教わらなかったか？」

「……でしたら、お兄ちゃんも人前でイチャつくのをやめてください」

　おおっと、これは予想外の切り返しだ。

　戻ってきた皐月の目は、もはや恒例のブリザードモード。

「この際だから言いますが、お兄ちゃんもお姉ちゃんも人前でイチャイチャしすぎです！　は、恥ずかしくないんですか!?」

「「全然」」

「ダブルで即答!?」

　いやだって……なあ？

「鈴莉のパンチラ見られたり裸を見られたり、ってなら話は別だけど、イチャついてるの見られるくらいじゃな」

「うん。それよりは、好きって気持ちが溢あふれたときにそれを表現できない方が辛つらいよ」

「好きって気持ちが溢れたとき……」

　ん？　なんだ。皐月がぽやんとしだしたぞ？

　しかしすぐさま皐月は頭をふって表情を引き締め直し、

「で、ですが――」

「というかさ。なんで皐月はそこまで人前でイチャつくのが駄目だって俺たちに言うんだ？」

「……え？」

「例えば、クラスメイトたちは諦あきらめや呆あきれも含んでるけど、結構好意的に俺たちのことを受け入れてくれてる。だから、皐月がそこまでこだわる理由はなんなんだろうな、って」

「そ、それは……」

　俺にとっては純粋な疑問だったのだが、なにを想像したのか、皐月は頬ほおを軽く染めて指をもじもじ絡め出す。

「だ、だって、そういう抱きしめたりキスしたりは……その、二人っきりで、ロマンチックにすることで……」

　ええと……。

「夕日の綺き麗れいな海辺のコテージなんかで二人っきり、そっと抱きしめあい、耳元で愛を囁ささやき合う二人……。そのまま二人は大きな天てん蓋がい付きのベッドに入り、まずは軽いキスなんてして、瞼まぶたを閉じる直前には愛いとしい人の顔が――。そう！　そういう雰囲気が重要なんですよ！」

「帰ってこい！　おまえ、どっかでなにかと混線してるぞ!?」

　やべえ、知らなかった。

　まさか皐さ月つきがここまで乙女チックな思考のロマンチストとは……。

　謎なぞの戦せん慄りつを覚えて固まる俺の前で、言ってしまった皐月も恥ずかしかったのか、今更ながら例の果物クッションに顔を押しつけ悶もだえ転がっている。

「わ、忘れてください！　後生ですから。今のは忘れてください！」

「……ごめん、無理。たぶんおまえがそういう説教してくる以上は」

「はうっ!?」

　さすがにあれを聞いた後だと、その話題が出るたびに連鎖反応がごとく思い出されるのは間違いない。

「おおおおお……なぜ皐月はあんなことまで……！　恥ずかしすぎます……っ！」

「ふぇ？　いいと思うよ？　雰囲気は大事だもん」

「純粋な目で見ないでくださいぃー！　今はその澄んだ瞳が辛つらいですぅー！」

　鈴すず莉りの追い打ちに、そこからさらに数分転がっていた皐月だったが、急にぴたりと動きを止めてびしりと俺に指を突きつけ、

「と、とにかく！　あまり人前でイチャつかないようにしてください！　目の毒です。精神汚染です。羨うらやましいです！」

　最後ぽろっと本音もれてなかったか……？

　それはさておき、

「皐月。パンツ丸見えのぼさぼさ頭で言われても、全然迫力ない」

「っ!?」

　ま、皐月にここまで言われたんだ。さすがに少しは――皐月に引かれたときくらいは、イチャイチャを控えますかね。

「――――どうせ、二人っきりでもっとイチャイチャしてるしな」

「――――ねっ♪」



「それで、黒ストの話に戻るんだけど」

「そこに戻るんですか!?」

「黒ストはね、ひなくんの趣味なの」

「って、え？　お兄ちゃんの趣味？」

　スカートの裾すそを整えていた皐月は顔を上げると、驚きよう愕がくの表情で俺を見つめてくる。

　なんだ。そんなに見つめられちゃあ、照れるじゃないか。

「うん。ひなくんっておっぱい魔神なうえ小さい子好きだけど、同じくらい足フェチ――というか、黒ストフェチなんだよ」

「はぁ……」

「私にはよくわからないんだけど、ストッキングもガーターとかニーソタイプはアウトで、パンストタイプがいいんだって。レギンスもアウト。『喧けん嘩か売ってるのか？』レベルらしいよ。あ、冬は黒のタイツね。それはそれで魅力的なんだってさ」

「お兄ちゃん……」

「なんだ？　ストッキングとタイツの違いについて語ってほしいのか？」

「語らなくていいです！　デニール数の違いなんですから！」

　ちなみにデニールというのは、糸や繊維の太さ単位。これが大きく分厚いものがタイツで、デニールが小さく薄いものがストッキングだ。テストに出るぞ。

「だからそういうひなくんを落とすために、私は夏でも冬でも、黒パンストやタイツを穿はき続けているのでした！　恋人同士になった今となっては、ひなくんの趣味に合わせてる感が強いけどね。もう慣れちゃったし」

「いい恋人を持ったよ、俺は」

　よしよし、とマイペースに締めた鈴すず莉りの頭をなでつつ、話題の中心である黒スト包みの足もなでてみたり。

　聞かされたときこそその策の凶悪さに驚いたが、効果のほどは今の俺たちを見れば一目瞭然だろう。

　気持ちよさそうに顔をとろけさせる鈴莉で心をほっこり温かくさせていると、皐さ月つきが心底嫌そうな声を放ってきた。

「お兄ちゃんは皐月が想像していた以上に変態さんでした……」

「いやでも、黒ストってエロくね？　透けてパンツ見えたりすると、さらにエロくね？」

「ああもう、喋しやべらないでくださいお兄ちゃん。皐月まで洗脳されてしまいそうです」

「ふ、それでも我が家のいじられっこ鈴莉は、俺のために黒ストを穿き続けてくれる。つまり、おまえは鈴莉をいじっていると自然に洗脳されていくのだよ！」

「な、なんだってー。と驚けばいいですか？」

　わーお、ここまで言ってもジト目が変わらないだなんて。俺をそっち系の趣味に目覚めさせるつもりか？

「……まあ、お姉ちゃんに黒ストが似合うというのは否定しませんが」

「だよな！　細いのにぷにぷに柔らかな足を覆おおう、滑らかな黒！　そこからうっすら透けるつま先や白の紐ひもパン！　新雪のごとき真っ白な肌とのコントラストも素晴らしい！　実にエクセレント!!」

「ひなくん、相手が私だからいいけど聞いてるぶんにはただの変質者だよね～。ちゃっかり下着まで見てるし。あ、お尻しり触った」

「……だーかーらー、そういうのを人前でやるなと……」

「っと」

　ジト目が氷点下に達し始めたので慌てて手を引く。

　なるほど。皐さ月つき的にはこれでもアウトなのか。

　さっきはちょっとくらいなんて思ったが、求められれば即座に応え、求められずとも応えていく俺の性分的に、これはなかなか……厳しいかもしれない。

　なんて、数分前の決意を早速諦あきらめそうになる、俺なのでした。



　そんな風にだらだらと過ごしていれば時間が経たつのはあっという間で、途中からシンクの掃除をしていた俺が時計を見やれば、いつの間にか午後二時を半分ほど回っていた。

　キリもいいし、ちょっと休憩しますか。

「少し早いけどおやつ食べるか？　クッキーと紅茶だけど」

　と、キッチンから呼びかけるものの、どうせ答えは決まりきっているのでお盆ごとリビングへ運んで行く。

　すると案の定、

「あ、食べます食べます」

「私クッキー好き～。でもひなくんの方がもっと好き～」

「お、お姉ちゃん!?」

　にぱっと向日葵ひまわりのような笑みを浮かべて俺に飛びついてこようとした鈴すず莉りを、慌てて皐月が押さえつける。うむ、正解だ。

「お姉ちゃん。さすがにそれは洒落しやれになってません。熱々の液体をぶっかけられるのは夜だけにしておきましょう」

「いや、夜でも紅茶は危ないだろ。一〇〇度近いぞ？」

「……ちっ、カマトトぶりやがって」

「おまえ最近口悪くなったな！」

　そういう下ネタはありなんですか？

　げんなりしながら三人分のカップに紅茶を注つぎ、テーブルに並べる。

　するとすぐさま鈴莉が俺へと飛びついて、

「ん～♪　やっぱりひなくんのお膝が一番落ち着くよぅ。腕も抱けるし～」

「俺が紅茶を飲めなくなるんだけどな」

　腕とか完全に胸に埋没して動かないし。抜く気も起こらないけどね！

「だったら口移しで飲ませてあげる。ちょっとぬるくなっていいかもよ？」

　おいこら、そこの皐月。『うわぁ……』みたいな目で見るな。引くな！

　しかしまあ、こういう鈴すず莉りのスキンシップを嬉うれしいと思ってしまう以上、やっぱり俺は皐さ月つきを心穏やかにしてやることはできなさそうだ。まさか数時間もたない決意だったとは。

「そういえば」

　俺が軽く顎あごを引いたのを肯定ととったか、満足げな鈴莉は自分のカップで紅茶を一口飲み、口を開く。

「皐月ちゃんって、いいものは創つくれないの？」

「……いくら、皐月は身内だからって…………はい？」

「んと、なんて言ったらいいのかな……村むら正まさとか……長なが光みつとか……」

　――――ああ、そういうこと。

「名品とか、名刀とか――そういう、ワンオフ仕様な物は創れるのか。そう訊ききたいんだろ？」

「そうそれ！」

「お兄ちゃん今のでよくわかりますね……」

「何年こいつと付き合ってきたと思ってる」

「付き合い自体は十年以上だもんね～」

「はいはい、お熱いことで」

　ひらひら手を振った皐月は俺たちに注意するのを諦あきらめたのか、さっそく空になったカップへ紅茶を注つぎ、

「その存在自体を本や資料館などで知っていれば、創れると思いますよ。基礎としての名前、形、機能がわかれば創れますから」

　ですが、と皐月は指を立て、

「性能が本物とかけ離れている可能性もあります。あくまで“〝万ばん物ぶつ創そう造ぞう”〟という異能が名前などから検索して創り上げたものですので」

「とか言っても、その自信たっぷりな顔を見る限り、抜け道みたいなものがあるんだろ？」

「ええ。抜け道というより、“〝万物創造”〟の基礎能力ですけど。例えば――」

　瞬まばたき一つにも満たない間に、皐月が宙にかざした手のひらへ一本の刀かたなが生まれる。

　それは鈍い光沢を放っており、触れるだけで全てを切り裂きそうな印象すら与えてくる。

　……ん？　刀？

「これは童どう子じ切ぎり安やす綱つなという刀でして――」

「じゅ、じゅーとーほー！」

「落ち着け鈴莉、今暴れたら危ない！　切られる！」

「いや、切れませんよ？　精巧ですが摸も造ぞう刀ですから」

「「ちっ、驚いて損した」」

「こんの夫婦は……！」

　いいですか、と皐さ月つきは前置きすると、その刀かたなを軽く振り、

「これは摸も造ぞう刀として創つくりましたが、基本的に“〝万ばん物ぶつ創そう造ぞう”〟はさっきも言った三点、名前と形、機能をキーワードとして、どこからかわかりませんが、そのデータを――設計図を引っ張ってきているみたいなんです。これでしたら、『童どう子じ切ぎり安やす綱つなの摸造刀』という風に」

　ほう……最初こそ鈴すず莉りがまた面白いことを言い出したと思ったものだが、これはなかなか貴重な講座になるかもしれない。

　基本的に俺たち異能者は手や足を動かすのと同様に、『使えるのだから使える』とそのシステムを詳しく考察したりしない。だからこそ、その中をしっかり考えているらしいこいつの話は貴重だ。

「ですので、そのデータベースに存在する限り本物を創ることは可能です。おいしい、みたいにあいまいなものでなければ」

「皐月ちゃん、すごい！　万能だねっ！」

「万能というほどでは……」

　しかし言われて悪い気はしないのか、皐月はわずかに赤くなった顔を隠すように紅茶のカップを傾ける。

「それに、制限もあるんですよ。この“〝万物創造”〟って、創るときに一度脳内で設計図を展開しなくてはいけな――はい、お姉ちゃんわかってませんね」

　皐月はきょとんと頭の上に『？』を飛ばしている鈴莉に苦笑いを返し、

「まあ、形がわからないと創れなくて、同時にいっぱい創ると超疲れる。そう思ってください。基本は一個ずつです」

　肩をすくめた皐月は、まだ少し紅茶の残ったカップを掲げ、

「皐月はそんな感じですが、お兄ちゃんも方向性は違えど、万能じゃないですか。この紅茶も、毎日の食事も一流シェフかと思うくらいおいしいです。最高、最適な使用なんて、プロでもできませんよ」

「自慢の夫だよっ」

「おまえは無能だけどな」

「ひどいっ！　ひなくん、もっと愛をプリーズ！」

　昨夜もあれだけ激しく愛を交わし合っただろうが……。

　脳内会議の結果、腕が埋まったままの胸を揉もむことに決定。

「ん。おっけ～」

「オッケーなんですか!?　ただエロいことされただけですよね!?」

　引く前につっこんできた皐月をまあまあ、と鈴莉と二人でなだめる。そして、

「そろそろ俺は掃除に戻るよ。褒められたことだしな」

「あ、でしたらこれどうぞ」

　言葉とともに皐さ月つきの横手へ創つくり出されたのは、なんと最新式の掃除機。某吸引力が落ちないとかってやつの新型だ。

「昨日、買い物ついでに電気屋で見てきました。まだパック式を使っていたなんて、驚きです」

「……おまえがいれば、一生困らなさそうだな」

　道具やらなにやら、本人は否定していたが万能すぎる。

「ま、ありがたく使わせてもらうよ。鈴すず莉り、髪の毛巻き込まれないようにしろよ」

「大丈夫！　ひなくんの後ろで背後霊ごっこしてるから。おんぶお化けにしようかな？」

　……安全なのか微妙なところだが、床でごろごろされるよりはましだろう。ただでさえ鈴莉の服はフリルやらリボンやらが大量についた、ゴスロリとか甘ロリとかそっち系の服が多いのだ。一度巻き込んだときなんてひどい目にあった。

　あの半泣きになった鈴莉から掃除機をはがす悪夢を思い出して背筋を震わせながら、掃除機を持ち上げ二階へ向かう。さーて、まずは俺か皐月の部屋でも――

「あ、お兄ちゃん。皐月の部屋を掃除するのはいいですけど、タンスをあさったりはしないでくださいね？」

「誰がするか！」

　そもそも、洗濯物は俺が全部洗って干してるんですよ……？



　　　◇　◇　◇　◇



　年を考えれば当たり前のことなのだが、いくらあのへっぽこ鈴莉でも、着替えやらお風呂やらといった一般的な生活は一応一人で行うことができる。

　ただ――――そのたびになにか、ドジるだけで。

「怪け我ががなくてよかったよ」

「ごめんなさい……」

　今回のドジは、そんな中でもまだまだ優しい方。お風呂上がりに牛乳を飲もうとしたら、冷蔵庫のドアが外れたという……まあ、この家ではよくあることだ。

　……うん、俺もいまいちよくわかってないから、スルーしてくれると助かる。なんで取っ手持っただけで外せるんだろうね……。ある意味すごいよね……。

「それよりも、だ」

「ぎくっ。な、なんでしょう……？」

　わずかに呆あきれを含んだ視線で見やれば、いたずらがばれた子供のように目を泳がせ始める鈴莉。その様は本当の姉妹といっても通用しそうなほど皐月と似通っていて、若干面白い。

　だがいくら面白かろうとかわいかろうと、ここで甘やかさないのが俺、御み園その日向ひなた。愛いとしい恋人ではあるが、俺は鈴すず莉りのことをおじさんたちから任されてもいるのだ。

「いつも言ってるよな？　牛乳飲んで落ち着くのは、髪の毛乾かしてからだって」

「言ってます……」

　しゅん、とうなだれる鈴莉の姿はいつもの寝巻――下着とワイシャツだけの裸ワイシャツ姿だ。しかし、その髪はしっとりなんてレベルでなく濡ぬれており、ざっと水気を切っただけなのは明らか。

　こうしている間にも白いシャツにその水気が染み込んでいき、ボリュームのある髪の隙すき間まから見える背中はうっすらとその下の肌を透かしている。

「……ったく、気持ち悪くないのか？」

「んー、ちょっと。でも、その……」

　鈴莉はお風呂上がりという理由だけではない上気した頬ほおで、上目づかいに俺を見上げ、

「……ひなくんに、髪の毛乾かしてもらったりして」

　おう……。

「鈴莉、おまえそっちが本命だったろ」

「うんっ。だって、なんだかすっごく恋人～って感じになるじゃない」

　ふむ……その理屈はわからないでもない。

　だが、付け加えるならば、

「俺たち、恋人同士になる前は二日に一回くらい、やってなかったか？　鈴莉がねだってきて」

「そだよ？　でも、皐さ月つきちゃん来ちゃったから」

「ああ……そういえば」

　あの引きっぷりを見ていれば、なにかを言われるのは必然。だから我慢していた、というところだろう。

「でも今なら皐月ちゃんもいないし、ね？」

　そう。いつもなら皐月が先に風呂へ入るのだが、今日は見たい刑事ドラマがスペシャルとかで珍しく俺たちの後に入っている。つまり、今あいつは風呂場でのんきに鼻歌なんて歌っているわけで……。

「じゃあ久しぶりにやりますか」

「うんっ。よろしくお願いしますっ」



　というわけで、タオルとドライヤーをとってきた俺は、ソファーに腰掛け膝に鈴莉をのせていた。

　鈴莉の長い銀髪はまだまだ残った水気でいつも以上にきらめいており、見ているだけで感嘆のため息がもれそうになる。

　そんな髪を一房とり、タオルで挟み込むようにして優しく水気を取っていく。

「ん～、久しぶり～」

「一人でできるんだから、自分でしろよなー」

「あははっ、ひなくんつむじ押しちゃダメ～」

　愚痴のように言うものの、俺自身も柔らかくて細い鈴すず莉りの髪を乾かしていくのは楽しいし、気持ちいい。

　あらかたの水気を切ればさらさらと俺の手からこぼれ落ちていくその髪。それはうっすら交じった紫色と相まって、とてつもなく幻想的だ。

　しかも、膝に座っている鈴莉の姿は裸ワイシャツ。毎日同じ姿で一緒に寝ているとはいえ、女の子らしい柔らかさをもった太ももやお尻しりの感触が薄いズボン越しに伝わってきて、もういろいろと堪たまらない。

「ほれ」

「きゃんっ。もう、ひなくんったら～」

「あたた、悪い悪い」

　時折脇わき腹ばらをつついてみたり、その仕返しにコンコンと踵かかとで脛すねを蹴られたり。そんなじゃれあいをしながらタオルを動かしていけば、あっという間に一段階目は終了。

「それじゃあ次はドライヤーな」

「ほーい」

　ドライヤーの温度を確かめ、再び一房ずつ根元から先端へその温風を当てていく。

「ふわぁ♪」

　鈴莉はこれがお気に入りのようで、いつもこの段になると昼寝のまどろみを楽しんでいるような表情になり、気持ちよさそうな声を上げ始める。

「お客さまー、どこかかゆいところはございませんかー？」

「大丈夫～。どこもかしこも気持ちいいよ～。あ、ひなくん。もっと気持ちよくしてくれる？」

「それは頭じゃないところだろ？」

「うんっ！」

　そうだろうね。ワイシャツのボタンがさっきより一個多く外れてるもんね。なんか意図的にお尻とか押しつけてきてるもんね。

　とんでもなく魅力的で、しかも今日は夜更かししても問題のない土曜日。正直なところすぐさま流されてしまいたいのだが、

「それはまた後でなー。今は髪の毛乾かしきらないと、風邪ひいちまうぞ」

「う……風邪はやだ……」

　にゅ～、と不思議な声をもらした鈴すず莉りはそのまま大人しくなり、ずりずりと元の位置に戻っていく。おう、ボタンは開けっぱなしか。こぼれかけてやがる。

　そのまま時折もれる鈴莉の、

「にゃふぅ……」

　やら、

「ほわ」

　といった気持ちよさげな声に耳を傾けながら長い髪を乾かしていると、ふと鈴莉が後ろを振り返ってきた。

「そだ。ひなくん、明日どうしよっか」

「明日？　午前中はちょっと由ゆ枝えさん来るからそっちで忙しくなるけど、午後は丸々空いてるぞ」

　たしか天気予報によれば、明日の日曜日は一日中快晴だとか。

　それもあり、鈴莉がこの後提案してくるであろうことを予想しながら返せば、案の定鈴莉は声と体を大きく弾ませて、

「じゃあ、明日デート行こっ」

　そんな提案をしてきたのだった。

「二人でお出かけはよくしてるけど、恋人同士になってからデートってしたことないじゃない」

「そういえばそうだったな」

　たしかに鈴莉の言う通り。

「だったら、この間言ってたこと、実行しちゃうか」

「この間……？」

　ふぇ？　と首をかしげていた鈴莉だったが、すぐに思い出したようで、

「あ、私がお夕飯作ってあげたいって言ってたあれ？」

「そうそう。朝からっていうのはちょっと難しいけど、買い物一緒に行って、一緒に夕飯作って、そのあとも一緒に……って、あんまりいつもと変わらないか」

　そうだよな。言ってから気づいたが、俺と鈴莉は現在同どう棲せい中なのだ。それじゃああまりにもいつもと行動パターンが同じで……。

　と思ったのだが、鈴莉はまだ乾ききっていない頭を大きく振って、

「ううん！　賛成！　大賛成！　私はね、ひなくん。いつもと同じでも、デートって思って行動したらそれはデートだと思うの」

「……なるほど。つまり、いつもは買い物」

「うん。でも、今回はデート！」

　それに、と鈴莉にしては珍しく若干乾いた声で、

「このあたり、なんにもないもん……」

「だよなぁ……」

　日本唯一電車のない県は伊だ達てじゃない。沖おき縄なわですらモノレールがあるってのに。

　デートの定番である映画館は郊外のショッピングセンターに一つと、アニメ映画館が中心部に一つだけ。

　そんな中心部にあるものも、デートスポットとしてはゲーセンと昔からある大判焼き屋くらいで、行く労力と比較してしまうとどうしても足が遠のいてしまう。イベントがあるときならもう少し活気もあるのだが、それもまだ少し先の話。

　このあたりにあるのなんて、スーパーの上位互換じみたショッピングセンターとバッティングセンターくらいで、他ほかにデートなんて行けそうなところは公園程度だ。

「行きたいならちょっと遠いけど映画とか行ってもいいんだぞ？　せっかくのデートだしな」

「ううん。大丈夫」

　再びふるふると頭を振った鈴すず莉りはそのまま首をこてんと後ろ向きにそらして、たれ目気味の大きな瞳で俺を見上げると、

「だって私は、ひなくんといれたらどこでもいいもん。場所じゃなくて、ひなくんがいるかいないか、だよっ」

「…………ったく、俺がそんなベタなセリフで落ちると思ってるのか？」

「だって本心だも～ん♪」

　あー……くそ。

「かわいいなあ、もう！　さらに好きになったじゃねえか！」

「あはっ、私もどんどん好きになってるよっ」

「このこのっ」

「きゃ～っ、もっとなでてなでて～♪」



　そんなこんなで鈴莉の髪を乾かし終え、

「皐さ月つきー、俺たち先に寝るぞー？」

『あ、はいー。皐月はもうちょっとふやけてますー』

　最後なのをいいことに長風呂しているらしい皐月に軽く声をかけて、二階へ上がっていく。

　いつもなら歯磨きすら終わって完全に就寝モードへ入ったにもかかわらず、ここからまたイチャイチャしたり深夜のゲーム大会が始まったりするのが、俺たち。

　しかし、さすがに今日はそんなこともなく、

「ひなくんっ、早く寝よっ。明日いっぱい遊べるように！」

「はいはい」

　布団を持ち上げて隣をぽんぽん叩たたく鈴すず莉りに苦笑しながら、俺も布団へ潜り込む。

　すると即座にギュッと抱きつかれ、はい拘束完了。もー動けない。柔らかいわあったかいわいい匂においするわ、凶悪すぎる拘束だ。

「えへへ～、明日楽しみっ」

　ここで流されてしまうのがいつも通りといえばいつも通りなのだが、今日ばかりは自じ重ちよう。これだけ楽しそうにしてるんだ。明日起きれない、なんてことになったら俺も鈴莉も悲しすぎる。

「俺も楽しみだ。……ほんと、夢みたい」

「ふぇ？　夢みたい？」

「そ。だってさ、俺は鈴莉と二人で買い物に出たりするとき『デートっぽいなあ』なんて思ってたけど、それが叶かなえられるとは思ってなかったから」

「ん～、そのとき言ってくれればよかったのに」

　ぎゅっとさらに抱きついて細い体を押しつけてくる鈴莉は、いたずらっぽい笑みを浮かべ、

「だって私が他ほかの男の人を好きになるなんて、ありえないんだもん。私には、ひなくんだけだよっ♪」

　……まったく。さっきもそうだが、こういうベタなセリフを本心から言って、しかも似合っているのだから、鈴莉とは恐ろしい。もう鈴莉から離れることなんて、どんな理由であれ絶対にできないだろう。

「……電気消すぞー」

「あ、ひなくん照れてる？　照れてる？」

「照れてません。ただ鈴莉のことがもっと愛いとおしくなっただけです」

「う……それは私が照れちゃうよぉ……」

　とろんとした顔を赤くする鈴莉の頭を優しくなで、電灯の紐ひもを引っ張る。

　常夜灯の明かりだけになった薄暗い部屋の中、緩ゆるんだ表情で笑う鈴莉に俺も笑いかけ、

「おやすみ、鈴莉」

「おやすみ、ひなくん」

　暖かな鈴莉の体温を感じながら、夢の世界へと落ちていった。

　明日も、楽しい一日になりますように。



    

  
    
      



    

  
    
      






    

  
    
      


第四章　二つ目の意味



　　　◇　◆　◇　◆



　そのときのぼくは、すごく浮かれていた。

　小学校の終わった夕方。お父さんにお母さん、それからいつも一緒に遊んでいる鈴すず莉りちゃん。みんなで少し離れたイタリア料理屋まで、ご飯を食べに来ているんだ。

　それだけでも珍しくて嬉うれしいのに、今日はここに来る前、お父さんからもっと面白い話を教えてもらった。

「えっとね、鈴莉ちゃんは異能ってわかるよね？」

「うんっ」

　隣に座る鈴莉ちゃんは、その向日葵ひまわりみたいな笑顔で大きく頷うなずいてくる。だからぼくもさらに気分を良くして、

「それって、辿たどっていくと一つに繋つながってるんだって。あの……」

　と、風が気持ちいいテラス席から手を伸ばして、少し離れたところの大きな木を指差す。

「木みたいに、繋がってるんだって」

「ふぇ？　木？」

　小さく鳴きながらちょこっと首をかしげる鈴莉ちゃん。

　本当にかわいいなあ。こんな子と一緒に時間を過ごせるだけでも、ぼくはずいぶん幸せだ。

　よくクラスメイトには夫婦とかってからかわれるけど、もしそうなれたらどれだけ幸せか想像もつかない。

「うん、木。えっと……あの太い真ん中が、本家って呼ばれてる人たちで、周りの枝や葉っぱが、分家って呼ばれてる人たちなんだって」

「それじゃあ、分家の人たちはみんな本家の人と繋がってるの？」

「正確には」

　と口を挟んできたのは、ぼくのお父さん。

　細い眼鏡めがねがとれーどまーく？　ってお母さんが言ってた。どこかの先生みたいな見た目。

　そんなお父さんは黒くて苦そうなコーヒーを一口飲んで、

「日向ひなたが言っている《血けつ樹じゆ》の話だと、正確には分家と本家という区切りじゃなくて、分ぶん家け筋すじの異能者か本ほん家け筋すじの異能者か、ということだね」

「ふぇ？　けつじゅ？」

「えっと、たぶん……異能で繋がってるから、異能がない人は関係ないよ……ってこと、じゃないかな……？」

　言いながらお父さんを見ると、優しい顔で頷いてくれる。

　よかった。ぼくが間違えて覚えてたわけじゃなさそうだ。

　お父さんはこうして正確な言い方が好きすぎるせいで、ときどきわかりにくい。

「んと……異能がある人は、みんな本家の人を通じて、繋つながってるってこと？」

「うん！」

　だから、

「ぼくも鈴すず莉りちゃんも、お父さんもお母さんも、みんなどこかで繋がってるんだよ！」

「おお～！　なんだかロマンチックだねっ！」

　目を輝かせながら言うと、鈴莉ちゃんはそのままぎゅっとぼくに抱きついてくる。

「す、鈴莉ちゃん……っ!?」

「一緒っ、一緒っ。目に見えないところで繋がってるなら、見えるところでも繋がりたいもん。ひなくん、大好き～」

「うぅ……」

　鈴莉ちゃんはよくこういうことをぼくにしてくるけど、ぼくはそのたびに戸惑ってしまう。

　だって男のぼくとは違う柔らかい体や、甘い匂においが近くから襲ってきて、頭の中がぽわっとしてくる。

　それに抱きしめられたからって抱きしめ返すと、砂糖菓子みたいな鈴莉ちゃんは細くて小さくて今にも壊れそうで、ぼくは怖くなってしまう。

　恥ずかしさ……は、あんまりないかも。それよりは、鈴莉ちゃんがこんなことをしてくるのはぼくだけだから、そっちの方が嬉うれしい……？　誇らしい……？　とにかく、ぼくも鈴莉ちゃんが好きなことは間違いないから、恥ずかしくは、ない。

　でも、意気地無しのぼくはやっぱり抱きしめ返すこともできずに、鈴莉ちゃんに抱きしめられてほっぺたやら体やらを擦こすりつけられるがままになってしまう。

「――これはもう、二人が結婚する日も近いかしら？」

「け、結婚!?」

「ふぇ？　結婚って、ひなくんと？」

　驚いて素すっ頓とん狂きような声をあげてしまうぼくとは逆に、鈴莉ちゃんは変わらない楽しそうな顔で、すごいことを言ったぼくのお母さんに顔を向ける。

「私、ひなくんと結婚したい！」

「おやおや。こんなところで公開プロポーズなんて……日向ひなた、将来尻しりに敷かれるわね」

　くすくすと笑いながら言ってくるお母さん。

　そのニヤニヤした視線で居心地が悪くなったぼくは、鈴莉ちゃんの大胆告白もいったん置いておいて、今日の目的をお母さんに訊たずねた。

「お母さん、待ち合わせの人はまだ？　そもそも、誰なの？」

　そう。あんまり外で食べたりしないぼくの家が、こんなレストランのテラス席なんてところでのんびりしているのは、誰かと待ち合わせているかららしい。

　あ、鈴すず莉りちゃんはそのときぼくと遊んでたんだけど、お母さんが、

「せっかくだし、一緒に行きましょうか。きっと将来的には、みんな家族だもの」

　ってよくわからないことを言って、ぼくと一緒に連れてこられたってわけ。

　もともと親しん戚せきづきあいもあったぼくの家と鈴莉ちゃんの家は、お父さんやお母さん同士もずいぶんと仲がいい。だからこういうことも一週間に一回……三日に一回……あれ？　ここのところ、毎日一緒に晩ご飯食べて、一緒にお風呂入って、一緒に寝て、一緒に朝ご飯食べて、一緒に学校行ってるような……。

　あれ？　と心の中で首をひねるぼくに、お母さんは優しい声で、

「まだ来てないみたいね。あの子、時間にはルーズだから」

「それでひなくんのママ、その人って？」

「うふふ、それは秘密。きっと日向ひなたも鈴莉ちゃんも、驚くと思うわ。――――お母さんも、聞いたときは倒れそうなくらい驚いたから――」

「「……っ」」

　最後に付け加えられたお母さんの声が妙に低くて怖くて、思わず鈴莉ちゃんと抱き合って体を引いてしまう。

　お母さんいつも優しいんだけど、たまにこういう声を出すときがあるから、そのときだけはすごく怖い。お父さんも青くなった顔で体を小刻みに震わせて、とっても怖そうだ。

　でも、マイペースな鈴莉ちゃんはぼくやお父さんより立ち直るのが早くて、

「んと、誰だろ？　ひなくん、わかる？」

「う、ううん。ぼくもわからない」

　柔らかいほっぺたに指を当てて訊たずねてくる鈴莉ちゃんに、首を振って返す。

　って、気づいたらぼく、鈴莉ちゃん抱きしめっぱなしじゃないか！　あ、お母さんもお父さんも気づいてニヤニヤと……うぅ……。



　――それが彼女の向こうに見えたのは、ちょうどそんなとき。

　ちょっとだけ恥ずかしくなったぼくが、鈴莉ちゃんから腕を離そうとしたとき。



「鈴莉ちゃん!!」

「きゃっ!?」

　ガラス細工のような鈴莉ちゃんが壊れるかも、なんて考えはどこかへ投げ出し、力の限り、今まで出したことがないほどの力で鈴莉ちゃんを突き飛ばす。

　そんなことをすれば当然鈴莉ちゃんは椅い子すから落ちてしまい、勢い余って街路樹の側そばまで転がってしまう。擦すり傷とかあざとかできちゃうかもしれない。

　でも、どう考えても今ぼくに――さっきまで鈴すず莉りちゃんがいたところに、まっすぐすごいスピードで向かってくるおっきな車よりは、絶対にマシ。

　あぁ……突然だったけど、鈴莉ちゃん大丈夫かな……。

　そんなことを考えながら、ぼくはぐしゃっと嫌な音とともに、空へ飛ばされた。



「――なくん！　――――じゃやだよぅ！　ひなく――」

　それは朝の目覚めに近い。

　がくがく体を揺らされる感覚と途切れ途切れに聞こえる声で、ぼくの意識はゆっくりと上にあがっていく。

「ひなくん！　ひなくぅん！　起きて！　起きてよぉ……！」

　まず見えたのは、顔を涙と鼻水でぐちゃぐちゃにしながら泣き叫んでいる鈴莉ちゃん。

　ぼくを揺すっているその体は、ぼくが見える限り傷らしい傷はないようだ。

「ひなくん!?　目が覚めたの!?」

　ぼくが目を開けたからだろう、鈴莉ちゃんはぱあっと顔を明るくしてそんなことを訊きいてくる。

　でも……ぼくは返事をするどころか、指の一本も動かせない。

　ひとつだけ――それも錆さびたようにゆっくりとしか動かない目で辺りを見ると、壊れたテーブルや椅い子すに交じって、倒れているお父さんとお母さんの姿があった。だけど、二人とも――真っ赤な水みず溜たまりの中、ピクリとも動かない。

「ひなくん！　ひなくん！　返事して！」

　鈴莉ちゃんがぼくに覆おおいかぶさるように泣きじゃくっている。

「だめだよ……私は、ひなくんがいないとだめなのに……ひなくんが、大好きなのに……」

　それは次第にすすり泣きに変わっていき、鈴莉ちゃんの声としゃくりあげる音だけが耳に響いてくる。

「やだよぅ……ひなくん、死なないでよぉ……」

　そんなのは……いくら意気地無しなぼくでも、見過ごせるはずがない。

　そうだ。鈴莉ちゃんが『死なないで』と言ってるんだ。それにぼくだって、さっき『結婚したい』と言ってくれた鈴莉ちゃんに返事を返してない。

　どうにか鈴莉ちゃんを安心させてあげたくて体を動かそうとするけれど、ぼくの体がぼくのものじゃないみたいに、全然動かない。

　なんでぼくはこんな風に鈴莉ちゃんを泣かせっぱなしなんだ。異能者なんていっても、こんなときに役立つ異能じゃないなら、意味がない。

「ぐすっ……私なら、はねられても大丈夫だったのに……」

　そうだ。鈴すず莉りちゃんの異能みたいなものが、ぼくにもあれば……！

「……ひなくんに、私みたいな異能があれば……」

　すすり泣く声が聞こえなくなったと思った次の瞬間、ぼくの視界は両側を紫がかった銀の幕で覆おおわれ、正面にあるとてもかわいい鈴莉ちゃんの顔しか見えなくなった。

「ひなくん、言ってたよね……？　私たちは、どこかで繋つながってるって」

　鈴莉ちゃんが言ってるのは、さっき話した《血けつ樹じゆ》のことだろう。

　だけど、それが今どういう関係が……？

「いつも繋がってるだけじゃ、きっと足りない。だからもう一つ、繋げるね」

　ぼくがその言葉を理解するよりも早く、鈴莉ちゃんは大きな瞳を閉じて、



「ひなくんに、私の大好きな人に――私の、異能いのちをあげる」



　――――そっと、キスをしてきた。



　それはきっと数秒くらいだったんだろう。

　キスをしたときと同じくゆっくり顔を上げた鈴莉ちゃんは、やけに色づいて見えるその桜色の唇を笑みの形にして小さく笑うと、



    

  
    
      



    

  
    
      

「あはっ、成功……した、かな……？」

　そのままぼくへ重なるようにして、くずれ落ちてきた。



　　　◇　◆　◇　◆



　あー………………

「嫌な夢見たー！」

　冷や汗でびっしょり濡ぬれた寝巻を気持ち悪く感じながら、ベッドの上で体を起こしていく。

　あれは……七年前の事故だ。いろいろなものが決定的に変わり、だが既にのりこえ、取り戻した過去。

　あのときの夢はここ数年、まったく見てなかったというに……。

　どうしようもなく押し寄せる不安感に顔を横へ向ければ、そこにあるのは気持ちよさそうにすぅすぅ眠っている鈴すず莉りの姿。その姿は夢のものよりよほど大きく――特に一部が――育っており、それだけの年月が過ぎたのだと俺に実感させる。

　その『憂いなんてまったくなし！』と言わんばかりに平和な寝息を立てている鈴莉に、内心で安あん堵どと幸せのため息をつく。

「まったく。のんきに眠りやがって」

「にゃぅ～……」

　ぷにぷにすべすべした頬ほおをつついてやれば、わずかにむずがゆそうにするもすぐに幸せそうな寝顔に戻る鈴莉。

　そのかわいらしい反応に頬を緩ゆるませながら、何度かつついたりなでたりして、鈴莉の感触を確かめる。

　大丈夫だ。鈴莉はここにいる。変わらず、ここに。

　枕まくら元もとの時計を見れば、平日にしては遅いが、休日にしては若干早い時間帯。今日は由ゆ枝えさんも来ることだし、そろそろ起きてもいいだろう。

　布団から抜け出して、鈴莉の位置を調整してやる。

　今日のデートは午後から、としてある。だったらこいつが起きるのはきっとその直前、お昼前だ。そこからまずは近くのオムライス専門店でお昼を食べて……。

　そんなことを考えながら着替えを出してシャワーを浴びるべく階下に下りていく。

　だけど、いくら楽しいことを考えても、

「あんな夢見るなんて、嫌な予感がするなぁ……」



　　　◇　◇　◇　◇



『やっほ、日向ひなた。来たわよ』

　シャワーを浴びた俺が一人きりの朝食をとっている最中、着信を告げたケータイに出れば、聞こえてきたのはそんな由ゆ枝えさんの声。

『どうせ鈴すず莉りちゃん寝てるんでしょ？　玄関、開いてる？』

「あー、気遣いありがと。今開けに行く」

　残っていたコーンフレークを牛乳で流し込み、急いで玄関へ向かい鍵かぎを開ける。

「おはよう、日向。いい朝ね」

　なんて挨あい拶さつしながら入ってきたのは、すらりとした美女。

　俺と同じくらいの身長なので、特段女子としても身長が高いということはないのだが、とにかくスタイルがいい。

　きゅっとくびれた腰に、大きく張り出したお尻しり。タイトなスカートからのびた足も長く、ロングの黒髪をかきあげる仕草も、なんとも様になっている。全て断ったらしいが、モデルとしてスカウトされたことも二度や三度ではきかないそうな。

　え、なに？　俺が言及すべきところを言及してない？　だから、そこはつっこんじゃいけないところなんだって！



    

  
    
      



    

  
    
      

　あえて言うのならば、小さくはない。

　だが、大きくもなく、巨か貧かの二択を迫るのであれば……俺は貧と言わざるをえないだろう。

　あ、こう言えばいいのか。

　――――俺の趣味からは、外れてる。

「……なぜかしら、すっごくバカにされた気がするわ」

「くしゃみでもでそうなのか？」

「それは噂うわさされたときでしょうが」

　言いながら靴を脱いだ由ゆ枝えさんは、勝手知ったるとばかりに玄関すぐの和室を指さし、

「今日はこっち？　リビング？」

「あー、和室にするか。皐さ月つき起きてくるかもしれないし」

「そういえば皐月ちゃんもいるのよね。鈴すず莉りちゃんはまだ寝てるんだろうけど……皐月ちゃんは？」

「さあ？」

　風呂場はきっちり片付けられていたし、いつの間にかドアへかけられていたネームプレートには、

『ぐっすり眠ってます。起こしたら、ファラオちっくな呪のろいかけます』

　なんて謎なぞの看板が追加されていたから、たぶんまだ寝ているのだろう。

　俺も惰眠をむさぼるのは大好きだから、こればっかりは一切文句を言う気はない。

　そんな俺の対応をどう思ったのか由枝さんは呆あきれた、という風にため息をつき、

「あれだけの美少女が同居してるのに、監視カメラすらつけとかないなんて、あんた男？」

「謝れ！　今すぐ世界中の男に謝れ！」

「普通そういうものじゃないの？　わざとお風呂場でばったりとか」

「誰がするか！　俺は鈴莉一筋なの！」

「……そういうのを、ふった相手の前で言うかしら」

「……ごめんなさい」

　辛つらそうな顔をして目をそむける由枝さんに頭を下げる。

　たしかに本当のこととはいえ、今のはちょっと配慮が足りなかった。

　あれ以降、こうして普通に接してくれているだけでもありがたいというのに、俺ってやつは……。

「ま、悪く思うんだったら」

　俺が反省していると、由枝さんは和室の引き戸に手をかけて意地悪く唇をゆがめ、

「朝ご飯、よろしく。実は夜勤から直行してて、なんにも食べてないのよ」

「おまえそれが狙ねらいだっただろ！　俺の謝罪を返せ！」

「あら。傷ついたのは本当よ。――――もっとも、あんたの知らない事実もあるから、そこまで深くはないんだけど」

　……俺の知らない、事実……？　なんだそれ。



「はい、レタスの千切りキャベツのせ、サンチュ風味だ」

「つまり……ただの草ね？」

「ああ」

　お盆から緑一色の皿とコーヒー二つを下ろし、皿とコーヒーの一つを由ゆ枝えさんの方へ移動させる。

「あんた……いつもちゃんと作ってるんでしょ？　これはなによ」

「違うぞ由枝さん」

　ちっちっち、と指を振る。由枝さんってば激甘だな。

「いつもは鈴すず莉りが食べるから、ちゃんと作ってるんだ」

「あ、日向ひなた。砂糖と牛乳頂ちよう戴だい。これブラックじゃない」

「スルー!?」

　平然とした対応に思わず叫んでしまうも、由枝さんは少し眉まゆを寄せただけで、

「あんたの惚のろ気けなんて聞き飽きてるっての」

　ひらひらと気だるそうに手を振ってくる。悔しいがまったくもってその通りだ。

「最近、皐さ月つきの反応がいいから結構楽しかったのになあ……」

「付き合いの年月が違うもの。あの子もきっと数年経たてば立派なスルー力を身につけるわ」

　それはネタふりし甲が斐いがないから、あまり喜ばしいことじゃない。

　これでも俺はあいつの反応とつっこみ力には一目置いているし、気に入ってもいるのだ。……まあ、ときどき出てくるうざさと相殺、という感じではあるが。

　そういえばこうして会うのはほぼ一ひと月つきぶりで――その間いろいろあったから忘れそうになっていたが、由枝さんとはこういう人だった。

　恩人の一人を忘れかけるなんて失態に苦笑しつつコーヒーを飲んでいると、ちまちまグリーンサラダをつついていた由枝さんが俺のカップを不審そうに睨にらんできた。

「あんたって……こっちの話のときはいつもコーヒーよね。結構ガチな紅茶党でしょ？」

「うっさい。集まったらいつもコーヒーばっかり出てくるから、癖になっちまったんだよ」

「しかもブラックなんて……日向のくせに生意気な……」

　自分が飲めないからってなんという八つ当たり。俺はただ紅茶ほどコーヒーの味を気にしてないだけなのに。

　などと、ここ一カ月の近況報告やその他ほかのことをぽつぽつ話しながら、由枝さんが食べ終わるのをゆっくりと待つ。

　あ、もちろん途中で焼けたパンとドレッシングを追加してあげましたよ。ええ。いくらなんでも葉っぱオンリーなんて、青虫扱いはかわいそうだ。

「さて」

　綺き麗れいに食べきった由ゆ枝えさんが口元を拭ふきながら小さく呟つぶやき、隣の鞄かばんに手をかける。

　それを見て、俺も苦いコーヒーをもう一口。頭を切り替える。

「報告するわね」

　由枝さんも私から公へ切り替えたようで、いつも以上に凜りんとした表情で鞄からいくつかのファイルを取り出していく。

「まずはいつもの。後で確認しておいて」

「ああ」

　差し出された分厚いファイルを受け取り、一度脇わきに置く。

　いつもならこれが最重要な話となるのだが、今回だけは別。

　由枝さんもそれがわかっているようで、渡し終えるや否いなや次のファイルを手に取り広げ始める。

「まずは調査依頼を受けてた、一件目。皐さ月つきちゃんを狙ねらったとみられる、暗殺者について」

「わかったのか？」

　数日前は一切が不明ということだったのだが、由枝さんの持つファイルは、分厚い。だが、そんな俺の期待むなしく、

「いいえ。ほとんどなにも」

　由枝さんは首を横に振る。

「あまりにも情報が少なすぎるわ。いくら《御み園その》でも、顔と背格好だけで探しきることなんてできない。だからちょっとでも関係がありそうなものを集めると、こんな分厚さになるのよ」

「そう、だな。せめて異能者なら異能くらいわかればいいんだが……」

　しかし、それを今言っても仕方がない。そもそも、異能者ではなく一般人――通常の人間としての暗殺者や殺し屋という可能性も十二分にあるのだ。そして、通り魔なんて突発的なものも、また。

「それは引き続き任せた。国内外のそういう請け負い人は洗ってるんだろう？」

「もちろん。でもよっぽど強力なバックがついているのか、まったく出てこない状態ね」

　そこで二つ目、と由枝さんは次のファイルを開き、

「あんたが睨にらんだように、バックの方も洗い出しを進めてるわ。正直どういう経緯であんたが暗殺者に裏がいると考えたのかはわからないけれど……」

　それは、そうだろう。

　いくつかそう考えるに足る根拠はあるが、俺がそう考えた大きなピースに『皐さ月つきが本ほん家け筋すじである』ということがある。それを教えていないのだから、当然の疑問だ。

　隠し事を謝るのは心の中だけにとどめ、表情も雰囲気も一切変えずに視線で続きを促す。

「こっちは人数が多い分露出も多くて、ある程度概要はつかめてきたわ。たぶん本部の方では今も精査を進めてるはずよ」

「規模は？」

「心配するほど大きくないわ。ただ、その中の数人が厄介でね。たぶんそいつらが暗殺者を囲ってるんでしょうけど」

　吐はき捨てるように言いながらファイルを叩たたく由ゆ枝えさん。

　それだけでも、十分に伝わってくる。おそらく《御み園その》に近しい有力企業幹部や、下へ手たをすると《御園》本体の幹部が交じっているのだろう。

「今日中には洗い出しが終わると思うけど、一斉に抑えるのは、ちょっと配備に時間がかかりそうね」

「了解。じっくり輪を狭めて、一人残らず挙げちまえ」

「そのつもりよ」

　力強く頷うなずいた由枝さんは、最後のファイルを持ち上げ……怪け訝げんそうな顔で俺を見てきた。

「これが報告としては最後になるんだけど……一番、意味がわからなかったのよね」

　その視線は言外に『どういうこと？』と問うている。だが、俺の中でも確定していない以上、それを由枝さんに話すのは早すぎる。

　だからあえて不自然に見えるよう、明るく言う。

「まあまあ、気にするなって！　それで、どうだったんだ？」

「……そーいうこと」

　さすがは鈴すず莉りに次いで付き合いの長い由枝さん。それだけで俺の意図をくんでくれ、そのファイルを放ってくる。

「薄いな」

　受け止めたファイルは、他ほかのもの――最初の報告用ファイルなんかに比べると、一〇分の一もない。コピー用紙五枚、といったところだろう。

「そりゃそうよ。もう面倒だからさっさと言っちゃうけど、やたらと複雑な経路をたどってただけで、最終的には一人に行きついたわ。彼女の一声で、決まったのよ」

　由枝さんの声を聞きながら、俺もファイルをパラパラとめくっていく。

　そこにあった名前は――

「――御園妙たえ。あんたのおばあさまね」

　やっぱり、そうきたか……。

「……由枝さん。俺ちょっと電話してくる。悪いけど待っててもらっていいか？」

「はいはい、ご自由にどうぞ」

　砂糖と牛乳を大量に入れたコーヒーを飲む由ゆ枝えさんに礼を言い、キッチンへと移動する。

　ここなら万一誰かが来そうになったところですぐにわかるし、そもそも我が家の女性陣は積極的に近づこうとしない、俺の領域だ。

　ポケットからケータイを取り出してかけるのは、ついさっき予想が裏付けられた、俺の祖母。

『はい、もしもし』

「おはよう、ばーさん。お久しぶり」

『ほう、これはこれは珍しいね。日向ひなたかい』

　数コールの後に聞こえてきた声は、電話越しでも即座に俺のことを当て、さらに、

『どうだい、そろそろ曾ひ孫まごの顔は見れそうかね』

「そうだな。早けりゃ一年後くらいか？　まあ、遅くとも数年内には見れるだろ」

　つーか、平然と俺に相手がいるのを前提として話すのはどうなのかと。たしかに近しい親しん戚せきはだいたい俺と鈴すず莉りのこと知ってるけどさあ。

『それはずいぶんと嬉うれしい報告じゃないか。そのことを伝える電話かい？』

「いんや。それはおまけだ。ちょっと確認したいんだけどさ」

『おや、なんだい？』

　そして、俺はパズルの最後を埋めるべく、その言葉を口にした。



「――ありがと、ばーさん」

『いやなに、どちらかといえば礼を言うべきはこちらじゃないかね。それとも、謝罪が適当かい？』

「どっちもいらないって。こうして事実がわかっただけで、十分だ」

　呟つぶやき、もう一度礼を言って通話を切る。

　そのままシンクに背中を預け、ずるずると座り込む。

「………………あー」

　やってらんねえ……。結局、そうなるのかよ……。

　これをあいつは知ってるのか？　否いな、知っていたらもっと別のアプローチがあっただろう。一週間とはいえ、あいつとは生活を共にしてきたのだ、それくらいはわかる。

　だったら――

「あ、由枝お姉さんだ～。久しぶり～」

「あら、鈴莉ちゃんじゃない。起きたのね」

　さらに考え込もうとしたとき、そんな底抜けに明るい声が聞こえてきて思考が中断させられる。

　慌てて時計を見やれば、その針は今まさに一二時を示したところ。

「やば……っ」

　由ゆ枝えさんやばーさんとずいぶん話し込んでしまっていたようだ。予定していた時間よりも、少しだけだがオーバーしている。

　いろいろとあるものの、やはり俺の優先順位第一位は鈴すず莉りだ。

　だからそれ以外のことを一度棚上げし、和室にいるらしい鈴莉へ呼びかける。

「鈴莉ー、早く顔洗って準備しないとランチタイム終わっちまうぞー」

「あ、うん！　じゃ、由枝さんまたね～。私たちこれからデートなのっ」

「あらあら、お熱いことで。――日向ひなたー？　資料置いてくからー」

「ああ、由枝さん」

　気を使ってくれたのだろう。慌ただしく帰ろうとする由枝さんを、悪いと思いながらも呼びとめる。そしてその耳元へ、小さく囁ささやく。

「さっきの件。どうしても解決しなくちゃいけなくなった。早急に、本気で、だ」

「――――了解」



　　　◇　◇　◇　◇



　由枝さんが帰ってから、約三〇分後。

「いってきまーす！」

「ちょっとデート行ってくる。昼は作り置きしてあるから、適当に温めて食べてくれ」

「ふゎい……どうぞ楽しいデートを……」

　ちょうど起きだしてきた皐さ月つきに言い残し、俺と鈴莉は念願のデートへと出発した。

「おおー！　すっごい晴れてる！」

「珍しいな。これだけ晴れてるのに、カラッとしてるなんて」

　暑く湿度も高いのがこっちの地方の常だというのに、これは最高のデート日和だ。

　鈴莉はデートということでちょっとだけこだわったらしく、おろしたての白を基調とした甘ロリっぽいブラウスにリボンがたくさんついたミニスカートを合わせ、下はいつも通り黒ストだ。ザ、お人形といった感じでとてつもなくかわいらしい。まあ鈴莉はなに着てもかわいいけどな！

　そんな鈴莉が腕に抱きつくのに任せ、俺たちはゆっくりと住宅街を歩いて行く。今日ばかりは皐月もいないし、しっかりがっつりイチャイチャと楽しもうじゃないか。

「ねね、ひなくんはオムライスなに頼むの？」

「んー、そうだな」

　そんな俺たちが最初に目指すのは、住宅街を抜けたところにあるオムライス専門店。

　ちょっとお高いのだが、雑誌にも紹介されたほどおいしい、俺も鈴すず莉りもお気に入りの店だ。

「定番のトマトソースに、エビフライトッピングかな」

「あ、じゃあ私オムハヤシにクリームコロッケトッピングにするっ。わけっこしよっ」

「お、いいな。じゃあサラダも別々の頼んで」

「うん！　わけっこ！」

　いつもの五割増しくらいではしゃいでいる鈴莉が体を揺すらせるのに合わせ、その大きな胸元も弾み、その間に挟まれた俺の腕を刺激してくる。

　ううむ、これがずっと続くなら、家に帰ってもまだまだデートが続きそうだ。

　などと考えながら歩くこと数分。爽さわやかな風の抜ける川沿いに出た俺たちの話は、本日のメインである夕飯作りへと移っていた。

「それでね。ハンバーグ作ってみたいの」

「ハンバーグか。あれも結構難しいぞ？」

「そなの？　お肉こねて焼くだけじゃないの？」

「洋食業界に真っ向から喧けん嘩か売った発言だなー」

　こんなこともあろうかと、と言うべきか、鈴莉が作りたがるであろうものは先にリストアップして、材料や簡単な作り方を頭に叩たたき込んである。だからお姫様のご希望をかなえることは、そう難しくない。

「それじゃあハンバーグにするとして、他ほかのおかずをどんなのにするかも考えないとな」

「ふぇ？　ハンバーグとご飯じゃだめなの？」

「駄目です。今日は鈴莉がメインで作るんだから、しっかり栄養なんかも考えて作らないと。俺がいつもしてることだぞ？」

「うぐ、ひなくんのいじわるぅ……。私がそういうの苦手って知ってるくせに」

「拗すねるな拗ねるな」

　ぷくっと膨らまされた頬ほおを指で押して空気を抜く。

「だから、俺がいるんだろ。鈴莉の苦手なところは俺が補うし、俺の気力は鈴莉が補ってくれ。俺、基本的にはやる気ない人だから」

「うんっ！　ひなくんを元気にすることなら任せて！」

　おおう、これは別の意味にとれそうでいろいろとまずいですよ？　お昼前に運動はちょっとばかり厳しい。望むところではあるのですが、さすがに外はねえ……。

　なんて、すでに元気にさせられながら歩いていけば、そろそろ住宅街の出口。小さな公園があるところへ到着。

　近道になるそこを通りぬけようと公園に入り、真ん中あたりまで来たとき。あのときと同じように声が響いたのは、ちょうどそのときだった。

「貴様に訊ききたいことがある」

「っ！」

　とっさに鈴すず莉りを背にかばい、声がした方へ振り向く。

　おいおい、やめてくれよな。なんだってこんなときに……。

　油断があったといえば、そうなのだろう。彼の狙ねらっていた皐さ月つきと今日は別行動をしているし、あれから音おと沙さ汰たもなかった。だが、

「貴様は、何者だ」

　公園にいくつか設置された遊具の陰、そこで待ち構えていたあの細身の殺し屋は、悠然と佇たたずみながら、俺にそんな声を投げかけてくる。

「何者……って、ただの男子高校生だけど？」

　左右は……駄目だ。この公園は前後の出入り口以外、高いフェンスに覆おおわれている。子供が川へ落ちないようにする配慮だろうが、今日ばかりは恨めしい。

　さらに今入ってきた方も、繋つながる先は短いとはいえ直線の橋。奇くしくも前回と同じシチュエーション。同じように逃げることは、向こうも想定済みだろう。となれば、それも危険。

「資料では、たしかにそうなっている。しかし……そのはずはない」

　俺の軽口に、寡黙だった前回とは違い饒じよう舌ぜつに語る男。

　会話につきあってくれるというのならば、ありがたい。そう簡単に逃げることはできなさそうだし、この際少しでも情報を引き出してやる……！

　ぎゅっと不安そうに握ってくる鈴莉の手を握り返し、言葉を選びながら続ける。

「はずはない、って言われてもなあ。じゃ、どういう想定だったんで？」

「貴様が異能者であることは、間違いがない」

　バカが。これで確定だ。こいつはこっち側で間違いない。

　異能者なんて言葉、まっとうな人間が口にするはずもない。

「前回、自分が使った安物とはいえナイフを、カッター程度の文具で切り裂いた貴様が、ただの学生であるはずがない」

「ああ、そう。それで？　俺は異能者です、と認めればいいのか？」

「否いな。それだけでは、足りない」

　男は表情らしい表情を見せぬまま、声だけをわずかに強め、

「それだけでは、おかしい。自分が調べたところ、貴様――御み園その日向ひなたは《御園》ゆかりではあるものの、普通の男子高校生と記されていた。それも――」

「だからそー言ってるじゃないか……」

「――個々の異能すら記された、《御園》の記録マスターデータに」

「…………」

　……ああ、くそ。そういう。そういう、理屈か。

「ふ、ふぇ？　どういうこと？」

「……事実として、異能者と判断できる。だけど《御園》の記録マスターデータには――異能をも記録している、《御み園その》の関係者資料には、俺が一般人だと書かれてるってこと」

　だからそこに矛盾が生じる。

　現実として俺が異能者である証拠を見せてしまった以上、それは疑いようがない。

　故に、おかしいのならば《御園》にある記録マスターデータの方。

　だが、それがそうそう簡単にいじれるようなものでも、異能を隠して一般人と偽れるようなものでもないことは、《御園》に少しでもかかわっている人間ならば、誰しもが知っている。

　ならば、その矛盾を成立させている俺は、いったい何者なのか。

「それを問いただしに来たってわけか。ご苦労なこった」

「これも仕事の内と判断できる。――もう一度問う。貴様は、何者だ」

「……さてね」

　男は不動のまま問いかけてくる。しかし、俺はそれに答えない。

　こいつは、危険だ。どこまで知って、どこまで感づいているかわからないが、厄介なことに変わりはない。

　最悪依頼者を止めてしまえばこいつは無力化できると考えていたのだが、俺を――俺の存在を不審に思っている以上、もはや放置はできない。

　とはいえ今は場所も装備も心もとない。できることならば態勢を整え、本腰を入れて狩りに出たいが……そんなことは、許してもらえなさそうだ。

「答えないのならば、訊ききだすまで。どの道貴様は依頼の完遂に支障をきたす恐れがある」

　男が懐ふところから取り出したのは、白木の鞘さやに入った短刀。よく任にん侠きよう映画なんかで見かけるドスというやつだ。

　前回の果物ナイフは最悪隠すことも処分することも簡単な物だったが、今回のこれは入手も含め、容易な隠いん蔽ぺいができる代物ではない。それだけ本気ということか、なりふり構わなくなっているのか……。

「おいおい、あんたの目的は皐さ月つきだろう？　俺たちは見逃してくれてもいいんじゃないのか？」

「障害となりうるものは先に排除し、事に臨むのが依頼完遂への最適解と判断する。もとより貴様は依頼されていない。故に排除はするが、命までは取らない」

「そりゃありがたい」

　男から目を離さぬまま足元の小石を取り上げ、意識を切り替える。

「だったら……さっさと逃がしてもらうとしようか！」

　声とともに指で弾はじきだした小石は眉み間けんに一発、胴に二発。

　おそらく俺が小石を拾った時点で、それが投じられるのは予測済みだったのだろう。なんの気負いもない動作で回避しようとした男の目が――わずかに見開かれる。

　それもそのはず、迫る小石の速度は、まさに一瞬。

　俺の異能により、人の手で放たれた物にもかかわらずライフル弾がごとき速度で迫るそれは、油断している相手にとって不可避の一撃となる……！

　その弾丸は、しかし、

「っ……」

　男に到達することなく、目の前で音もなく消え去ってしまう。

　それはまるで元々放たれた物などなかったかのように、不自然すぎる消失だった。

「……ひなくん、ちょっとまずい？」

「……超まずい」

　思わず冷や汗が背を伝う。

　一体こいつの異能はなんだ？　《御み園その》について知っている以上、異能者ということは考慮に入れていた。だがその異能が、わからない。

　それについて俺が検証を始めるよりも早く、一瞬前の動揺など嘘うそのように鉄てつ面めん皮ぴへ戻った男は無言で短刀とは逆の指を俺たちの足元へ向けてくる。

「っ！　鈴すず莉り、ジャンプ！」

「はいっ！」

　その動きにえもいわれぬ感覚を覚え、とっさに叫びながら体を回して空中の鈴莉をかっさらう。

　その最中に見えたのは、寸前まで鈴莉が立っていた位置に開いている、穴。

　直径五〇センチほどであろうそれは、ボールを押しつけたかのような半球状で、鈴莉がそのまま立っていたならば落ちて足を取られたことは間違いない。

　俺の踵かかとギリギリにつくられたその穴に落ちぬよう体にもう半回転を加え、勢いのまま男めがけて走りだす。

「しっ！」

　体をかがめ、手に取るのは地面に落ちた木の枝。細く今にも折れそうなそいつへ『長細い鈍器』という定義を適用し、最高性能で逆ぎやく袈げ裟さに振りあげる。

　短刀や男に当たれば御の字。当たらなくとも、警戒して下がってくれればこのまま走り抜けられる。

　だが、それが男の腕に当たるか当たらないかという寸前。手の中から木の感触が消え失うせる。

「……は？」

　同時に感じたのは、風を切る音。

　本能に任せて体を動かそうとするが、振り抜いていた右腕はそう簡単に戻らず、

「っ」

　突き出された白刃がそれをかすめる。

　かまわずに鈴すず莉りを抱えたまま走り抜け、一気に距離をとっていく。

　今のでようやくわかった。騒ぎを聞きつけて人が来るとか以前の問題だ。あいつの異能と俺の異能は相性が悪すぎる。おそらくあの男の異能は――

「――物体の、“〝消失”〟……っ」

　物があることを前提とした俺とは相性が悪すぎる、天敵とも呼べる異能。

　幸いなことに人体を直接消すことはできないようだが、それを補うかのようにやつは刃物を用いてきた。その上身体能力も、高い。

　走りながら背後を振り返れば、相手もさすがに短刀を持ったまま人目につくところへ出る気はないのか、追ってくる気配はない。だが、確実に言えるのは、

「こりゃ、完全に負けだなぁ……」



　　　◇　◇　◇　◇



「ただいま！」

「おや、ずいぶんとお早いお帰りで。忘れ物でも…………お兄ちゃん!?」

「悪い、皐さ月つき」

　別ルートから我が家に舞い戻り、未いまだパジャマ姿のまま出てきた皐月にケータイを投げる。

「それで、短縮の二番。由ゆ枝えさんに家周辺の封鎖、洗い出しを……」

「そんなこと言ってる場合ですか！　う、腕から血が、ど、どばって……！」

「いいから、さっさと連絡しろ！」

　怒鳴り、今度こそ玄関マットの上に座り込む……つもりが倒れこんでしまう。どうやら俺の想像以上に体は休息を求めているようだ。

「い、いくらお兄ちゃんの言うことでもそれは聞けません！　救急車が先です！」

「大丈夫だよ、皐月ちゃん」

「お姉ちゃん!?」

　慌てた様子で――しかし、決して譲らぬと強い視線で睨にらんでくる皐月を、鈴莉が優しい声音で止める。

「なんで止めるんですか！　お兄ちゃんが大おお怪け我がなんですよ!?」

「うん……骨まで見えて、ひなくんとっても痛そう。ごめんね。私がいたから、その分逃げづらかったんだよね」

「は……。女を守って、いいところ見せようとするのは男の性さがだっての」

「大丈夫だよ。私は、ひなくんのいいところいっぱい知ってるから。悪いところもいいところも、全部含めてひなくんが大好きなの」

　だから、とおろしたての服が汚れるのも厭いとわず俺に抱きついた鈴すず莉りは顔を上げ、再び皐さ月つきを見据える。

「だから、私がひなくんの側にいる限りは大丈夫」

「それは、どういう……」

　珍しい鈴莉の迫力に押されたのか、皐月の声が弱くなる。

　そしてその声は、俺の腕に起こった変化をとらえたとき、再び元以上の大きさとなった。

「……傷が、治って……!?」

　ふさがり始めた傷を見て叫んだ皐月は、はっとしたように俺に寄り添う鈴莉を見やる。

「まさか……お姉ちゃんの異能ですか!?」

「ううん。前も言ったよね。私は、普通の人。異能者じゃないの」

　そう。だからこれは――

「――今は、俺の異能だ」

　元通り傷きず痕あとすらない腕で、ポカンとしている皐月からケータイを返してもらう。

「鈴莉。皐月連れてリビングで待機してろ」

「うん。りょ～かいっ」

　ぴし、と小さく敬礼を返した鈴莉が呆ぼう然ぜんとしたままの皐月を押していくのを見届け、今度こそ由ゆ枝えさんに連絡を取る。

『もしもし。日向ひなた？　あんたデートじゃ――』

「我が家周辺の封鎖と洗い出し。今なら間に合うかもしれない」

『――っ、了解。交戦したのなら、医療チームは？』

「問題ない。こっちで処理した」

『無事でなにより』

　俺の声とその内容からなにが起こったか察したのだろう、由枝さんは即座に口調を切り替え、最小限の会話をした後電話を切る。

　うむ、素晴らしい対応力。皐月にもこれくらいは欲しいところだ。

　ま、それは後々仕込むとして、

「今は、説明だな」



「お兄ちゃん！」

「よう、従妹いとこ。電話すらできないとは驚きだぞ」

　リビングに入ったとたんかけられた声に、そんな悪態を返す。

　すると、罵ののしられたにもかかわらずソファーに座る皐さ月つきはなぜかほっとした顔になり、

「それだけ言えるのでしたら、大丈夫のようですね……」

「え、なにこの子。悪く言われてほっとするとかマゾっ子？」

「直前の言葉聞いてましたか!?　ねえ!?」

「それだけ叫べるなら、安心だな」

　こいつ、ずいぶん取り乱してたからなあ……。

　などと思いつつ皐月の向かい、鈴すず莉りの隣へ腰掛ける。

「ひなくん、もう大丈夫？」

「ああ。相変わらず、すごい速度だよ」

「よかった……」

　目にうっすら涙をためた鈴莉はそう言うと、そっと俺の体に抱きついてくる。

　そんな鈴莉を抱きしめ返し、膝へと導く。

「ふぇ？　いいの？」

　鈴莉が不安げな表情で訊たずねてくる。

　異能の詳細を知っているとはいえ、ここまでの怪け我がとなるとさすがに心配だったのだろう。なにせ、もう自分の異能ではないのだから。

　だから、俺は安心させるように笑みを返し、

「俺にとって、一番の治療薬は鈴莉が側そばにいて笑ってくれることだよ」

「ひなくん……♪」

　わずかに赤くなった鈴莉はその顔を隠すように再び俺へ押しつけ――

「あのー、盛り上がってるところ大変申し訳ないのですが」

　正面から聞こえてきたその声に、鈴莉と二人ゆっくり視線を向ける。

「うわ、あからさまに『邪魔しやがって』って顔ですね……」

「わかってるなら、静かに部屋へ戻って一時間は待ってほしかったな」

「いやに生々しい時間出してきますね……」

　ないわー、と調子が戻ってきたらしい皐月は、切れたシャツから覗のぞく俺の腕を一いち瞥べつし、

「落ち着いたなら、説明してくれますよね？　どうして、傷が治ったのか――一人一つが原則のはずである異能が、なぜもう一つお兄ちゃんにあるのか」

「説明……しなくちゃだめか？」

「もちろんです」

　腕を組み、頑がんとして譲る気配を見せない皐月。

　まったく、この性格は誰に似たのやら。

「鈴莉、そういうことだけど……」

「うん。私はかまわないよ」

　視線を落とせば、鈴すず莉りは真剣な顔で頷うなずいてくる。

「皐さ月つきちゃんなら、大丈夫。きっと誰にも言ったりしないよ」

「そういう意味じゃないんだけど……ま、いいか」

　鈴莉の心境的な意味で問うていたとしても、おそらく同じ返事が返ってきただろう。

　だから、俺はそれを語る。

　今朝警告するように夢で見た――昔起き、乗り越えたからこそ今がある。そんな、昔話を。

「七年前のことになる。俺と鈴莉は――」



「――その結果、俺には鈴莉の異能である“〝自己治癒”〟が譲渡された」

「“〝自己治癒”〟の異能を手に入れたひなくんは、その効果で瀕ひん死しの重傷だった体も即座に治癒されて、一命を取り留とめたの」

　だが、

「後遺症として鈴莉は身体能力が著しく落ち――」

　思い出した苦い記憶を振り返りながら、その最大の欠落を告げる。

「――それまでの記憶を、全て失った」

「…………っ」

「まあ、当然だな。あの《血けつ樹じゆ》ってシステムは本来概念的なものであり、アクセスなんてできるものじゃないんだ。アクセス権がないそこに自らの意思で介入し、俺とのルートを確立させた。脳へ相当な負荷がかかって当然だ」

　おそらく廃人にならずにこの程度で済んだのは、鈴莉の異能が“〝自己治癒”〟だったおかげだろう。最後の最後まで、鈴莉を守ってくれていたのだ。

「…………ごめんなさい。そんなお話とは知らず、皐月……っ」

「ああいや、同情なんてするなよ？」

　視線を下げ、ぎゅっと膝の上で拳こぶしを握りしめた皐月に笑って手を振る。

「たしかに、父さんも母さんも即死だったらしいし、鈴莉も記憶を失った。それは悲しいことだけど……でもな、こいつはこいつなんだよ」

「それは、どういう……」

「消えたのは、いわば思い出。こいつそのものはなにも変わらない。だから、そこからの回復は早かった。すぐに元通り『ひなくんひなくん』って懐なついてきてくれた」

　そう。なにも変わらなかった。

　たしかに、事故以前の思い出は全て鈴莉の中から消え去っていた。

　だけど、性格も反応もなにもかも一緒。そして、すぐ俺に懐いてきて過剰ともいえるスキンシップをとってきたのも――こっちが照れるほどの好意を向けてきてくれたのも全て、一緒。

　数年分の思い出を忘れただけで、鈴すず莉りはなにも変わらなかったのだ。

「小学校の頃なんて、もうほとんど覚えてないだろ？　鈴莉が元と同じようになった以上、それでいいんだ」

「それじゃあ、もしかしてお兄ちゃんがお姉ちゃんから片時も離れないのって……」

「……そういうところこそ、察しろよ」

　もう二度と鈴莉を傷つけさせないため。

　そして、二度と離さないため。

　だから事故があってからこの七年間、どんなことがあっても、周りのやつらにどんなことを言われようとも、家の中以外で鈴莉から離れたことは、ない。

　それはトラウマから派生した、一種の強迫観念と言ってもいいだろう。

「鈴莉には窮屈な思いさせちまって、悪いと思ってるんだけどな」

「ううん。私はそんなこと思ってないよ？　私は、自分の意思でひなくんの側そばにいるの。だって私が視界の隅っこにでもいれば、ひなくんは安心できるでしょ？」

　ふんわり微笑ほほえみそんな健けな気げなことを言ってくれる鈴莉に、俺も微笑みを返す。

「お兄ちゃん……お姉ちゃん……」

　悲しみとも罪悪感とも羨せん望ぼうともとれる、不思議な表情で俺たちを見つめてきた皐さ月つきは、その視線を鈴莉に合わせ、

「お姉ちゃん、すっごく愛されてますね。羨うらやましくなっちゃうくらいですよ」

「あははっ。うん、ひなくんはいい男だもん。こんな私でも受け入れてくれたし、いっぱいいっぱい愛してくれる」

　俺の手を持ち上げ、自らの頬ほおに当てた鈴莉はかわいらしいウインクを俺に飛ばし、

「そうでなくても、私はひなくんが大好きだけどねっ。ぜ～んぶの初めてを捧ささげちゃうのを躊躇ためらわないくらい。……ふぇ？　あと初めてってどんなのが残ってたっけ。だいたい……あげちゃった？」

　あれー？　とか言い出した鈴莉の頭をいつものようにぽんぽんとなで、俺は皐月を見返す。

「しめっぽくなっちまったけど、俺が異能を二つ持ってる理由は、そういうことだ。鈴莉が近くにいないと発動もできない異能だけどな」

「もともと、お姉ちゃんのものだった異能がお兄ちゃんに……」

　皐月は納得の表情を浮かべた後、真剣な顔になり、

「もう一度だけ、謝らせてください。お兄ちゃんにもお姉ちゃんにも辛つらい話題を蒸し返してしまって、本当にすみませんでした」

「気にするなって。な？」

　おそらく自分なりのけじめなのだろうが、深々と下がった皐さ月つきの頭を、鈴すず莉りにしてやるのとは逆の手で軽くなでる。

「ま、そう思うなら誰にも言わないでくれると助かる、かな。あんまり言えるようなことじゃないからさ」

「は、はいっ！　それはもちろん！」

　がばっと俺の手を跳ね飛ばさんばかりの勢いで顔を上げた皐月は、俺になでられて恥ずかしかったのか頬ほおを朱に染めたまま何度も首を縦に振ってくる。

「一生、お墓の中どころか転生しても皐月の胸の内に秘めておきます、ええ！」

「お、おう。そうしてくれるとありがたい」

　その勢いに若干気け圧おされながら俺も頷うなずきを返す。

　と、そこで胸ポケットにつっこんでいたケータイがメールの着信を知らせてくる。

　それを鈴莉にすりつかれながら読んでいると、皐月が小さく声を上げてきた。

「そういえばお兄ちゃん、そのあとのことが衝撃的で忘れてましたが……そもそもどうして、あんな大おお怪け我がを？」

　やれやれ、ようやくそれを思い出したか。

　兄貴分としてはあまりこっちのごたごたにはかかわってほしくないのだが、今回は皐月のことが発端で、現在進行形で彼女は狙ねらわれている。話した方がいいのは、間違いない。



「そんな……」

　簡単に皐月が未いまだ狙われており、その邪魔をした俺を狙って殺し屋が襲ってきた。ということを伝えられた皐月は、先ほどとまではいかないまでも、かなりのショックを受けたようだった。

「皐月のせいで、お兄ちゃんが……」

「今回のことに関しちゃ、おまえは悪くない。それだけは断言しておく」

「で、ですが……！」

「これは」

　さっきまで傷があった腕を指しながら、皐月の言葉を遮さえぎる。

「これは、俺の読みの甘さが招いた結果だ。おまえが気にすることじゃない」

「そんなことを言われても……」

　語尾を弱々しく途切れさせた皐月は、ぎゅっと小さな拳こぶしを握りしめたままうつむき、なにかを思案するようにピクリとも動かなくなる。

　そのあまりにも悲痛な面持ちに俺たちが声もかけられず五分ほど経たった頃、なにかを決意したような表情で顔を上げた皐月は、口元にいつもの薄笑いを浮かべると、

「お兄ちゃん、お姉ちゃん」

「ふぇ？」

「…………」

「皐さ月つき――――この家を出ていこうと思います」

「ふぇ!?　皐月ちゃん出ていっちゃうの!?」

「……どうせ、俺たちに迷惑がかかるから、とかそういうことだろ？」

「です。ただの通り魔や悪漢程度なら百人来ようとへっちゃらでしたが、殺し屋や暗殺者なんて、映画にしかいないようなプロとなれば別問題です」

　へらっとした口調の中に、真剣味を混ぜた皐月の視線が向けられるのは俺の膝上。そこに座ってポカンとしている鈴すず莉り。

「……はあ、本気で俺たち似てるな」

「ああ、お兄ちゃんも理解しましたか」

　頷うなずくと、こんなときにもかかわらず皐月は嬉うれしそうな顔をし、

「そうです。常に最悪を考えてお兄ちゃんがお姉ちゃんから離れられないのと同じように、皐月もそういうところがあります。だから、わかりますよね？　皐月たちのネックは、お姉ちゃんです」

　本人の前で、そう断言した。

「基本的にお兄ちゃんも皐月も、異能があるのでチート臭いレベルで強いです。特に二人とも異能の質的に応用が利くので、ぶっちゃけ対人レベルだと最強です」

「でもひなくん負けたよ？」

「お、お姉ちゃん。ダメですよ、お兄ちゃんガチで落ち込んで……あああ、目が死んだ魚のように……！」

　いいから続けてくれ、と手を振ると、皐月は即座に表情を引き締める。

　この切り替え速度だけは本当に素晴らしいやつだ。

「相性もありますが、とにかく強いです。ですが、お姉ちゃんはそういう力が一切ありません。護身術とかもやってないですよね？」

「うん。ひなくんいるから」

　おいこら、なんだその半目は。ジトっと見るな。

「まあ、二人で一つなのは納得したのでいいです。……もう面倒なので包み隠さず言いますが、お姉ちゃん、足手まといです。弱点です」

「本気で包み隠さず言ったよこの子！　いくら私でも泣くよ!?　真実だけど！」

「理解しているならなによりです。ですので、最悪の可能性として人質に取られる。もしくは、見せしめにされる、なんてこともありえます」

「たしかに、ありえない話じゃない」

　簡単な理屈だ。

　皐さ月つきに手を出そうとすれば、俺が阻む。その俺を――ひいては皐月の抵抗を奪うためには、二人ともが大切な人物を……。

「だから、鈴すず莉りに手を出される前にこの家を去るってか」

「です。お兄ちゃんが役に立たないと判明しましたし」

「ちょ、ひなくんしっかりして！　うわ、背中に感じる鼓動が弱々しくなった!?」

「………………俺、弱いもんなー」

　異能を使うためには常になにかを持っていなければならないし、持っていても“〝消失”〟なんて、どうしようもない。消されたらおしまいだ。

「というわけで、お兄ちゃんは大人しくしててください。皐月はささっと荷物をまとめて出ていきます。そうすれば、なかなかいい嗅きゆう覚かくをしているようなのですぐに食いついてくれるでしょう。それに、皐月には“〝万ばん物ぶつ創そう造ぞう”〟があります」

「“〝万物創造”〟が？」

「ええ。あまりよろしくないことですが、この異能を使えば豪遊できるので、どこか遠くでひきこもりニートライフをエンジョイします」

　なるほど、一応考えてはいるわけだ。

　だが、

「兄として、それは許可できない」

「……どうしてですか」

　皐月の言葉に、剣けん呑のんな響きが混じり始める。

「お兄ちゃんもわかってますよね？　皐月が一人で逃げるならともかく、お姉ちゃんを狙ねらわれたらどうしようもないって！」

「そうだな」

「その傷……それ以上のものだってできるかもしれないんですよ!?　お兄ちゃんの話では命までは、と言ってたそうですが、ひょっとしたら――死ぬかもしれないんですよ!?　いくら“〝自己治癒”〟の異能があるといっても、お姉ちゃんがいないと発動もできないって言ったばかりじゃないですか!!」

「たしかに、気持ちいいほど躊躇ためらいなく切ってきやがった」

「それがわかっているのなら……っ！」

「皐月、俺の行動原理をもう一度思い返してみろ。俺は、なにを大前提として動く？」

　なにを今更、という顔で首を振る皐月だったが、その途中で視界に映ったものを見て気づいたようだった。

「お姉ちゃん……」

　それは、顔をゆがめている鈴莉。

　唇を噛かみしめて眉み間けんにしわを寄せる姿は、普段のこいつからは考えられない。

「いいぞ、鈴すず莉り。我慢しなくて」

「…………いいの？」

　かまわない、と頭をなでる。

　それを受け、鈴莉は正面の皐さ月つきに向かって顔を上げる。

「あのね。私はなにもわからないし、力や異能もないよ。でも、私は……皐月ちゃんにここにいてほしい。初めてできた、妹だもん」

「妹といっても、従妹いとこ――それもお兄ちゃんの従妹ですよ？」

「うん。夫の従妹だから、義理の従妹。でも、お姉ちゃんって言ってくれるから妹なの」

　鈴莉の論理性が一切ない言葉に、さすがの皐月も呆ぼう然ぜんと口を開けて動きを止める。

「皐月ちゃんやひなくんが言ってたこと、全部はわかってないと思う。でも私は皐月ちゃんと一緒に遊びたいの。皐月ちゃんは隣でイチャイチャされるような家には、居たくない？」

「そこだけ聞くと超絶居たくないですねー」

　フリーズから回復した皐月は地面に沈み込みそうなほど重いため息をつき、

「いいですか、お姉ちゃん。皐月はお姉ちゃんが危ない目にあうの嫌なんです。下へ手たするとお姉ちゃん、皐月の巻き添えで殺されちゃうんですよ？」

「うん」

　頷うなずきとともに発された言葉に皐月が安あん堵どの色を広げ、

「それがどうかしたの？」

　急速に、固まった。

「まとめたら、皐月ちゃんがあの殺し屋さん？　に狙ねらわれてて、私たちが巻き添えを食うかもしれないから、皐月ちゃんが離れるんだよね？　殺し屋さんが皐月ちゃんを追って、私たちから離れるように」

「…………お兄ちゃん。お姉ちゃんが賢いです。なにしたんですか」

「いや、こいつもともと頭はいいぞ？　精神年齢激低で、勉強って意味での頭はからっきしだから気づかれにくいけど」

　まあ、この程度は頭がよくなくてもわかると思うが……さておき、今は鈴莉のターンだ。

　鈴莉は小さく首をかしげ、ぽんぽんと俺の腕を叩たたいてくる。

「私にはひなくんがいるんだよ？　事故の後からずっと、どんなことを言われてもどんな目で見られても、絶対に私から離れないで守ってくれた、ひなくんナイトがいるんだよ？」

「そ、それは……」

「だから、大丈夫。今回はちょっと危なかったけど、私に怪け我がはない。それはひなくんが守ってくれたから。危なくても、絶対にひなくんが守ってくれるから」

　ね、と俺に笑顔を向けた鈴すず莉りは、さらに続けて、

「皐さ月つきちゃんは妹。妹はお姉さんやお兄さんに迷惑かけるものなの。だから、どーんと迷惑かけちゃって。全部ひなくんが解決するから」

「そこで『私とひなくん』って言わないあたりがお姉ちゃんらしいですよね……」

「うん。私も手伝いたいけど、今回は邪魔にしかならないもん」

　堂々と言う鈴莉に苦笑した皐月は、憑つき物が落ちたような顔で鈴莉の頭を一度なで、

「皐月、やっぱり出ていきます」

「ふぇ……？」

「そこまで気遣ってくれるお姉ちゃんを、一パーセントでも危険にさらすわけにはいきません」

　そもそも、と皐月は前置きし、

「このままだとあの殺し屋がまた皐月を狙ねらってくるのは必定です。ですが、たとえ皐月がぴったりついていても、お姉ちゃんを守りきれるとは思えません。お兄ちゃんが役に立たないの、痛いですよねー」

「すんません……」

　そこまでいじめなくてもいいじゃん！　俺だって頑張ったんだぞ!?

「ずっとひきこもるわけにはいきませんし、通学路や通り道の公園で会ったということはおそらく行動も把握されています。家だってばれている可能性が高いです。それがわかった点だけ、評価してあげてもいいですよ、お兄ちゃん」

「おまえほんと上から目線だよな！」

「なにか言いましたか、役立たず」

「直接的に罵ば倒とうすりゃいいってもんじゃねえぞ!?」

「んと、皐月ちゃん一人でも勝てないの？　私たちは隠れてて、不意打ち気味にどーん、って」

　鈴莉の質問に、皐月はわかりやすく顔を緩ゆるめ、

「んー、お姉ちゃんは頭いいですねー。でも、無理です」

「あっさり!?」

「そこの役立たずと一緒で、相性が悪いんですよ。本気出せば逃げるのは楽勝ですが」

「…………だったらおまえも役立たずじゃん」

「黙れ」

「もうおまえ兄を敬う気とか微み塵じんもないな!?」

　なにこいつ、もう追い出してもいいような気がしてきたぞ。

　しかし、悪態を吐くその顔には若干のこわばりがあり、おそらくは無意識だろう、そろえた足もわずかに震えている。

　気丈に、明るく、心配をかけないように、そんな気持ちが隠そうとすればするほど、皐さ月つきの挙動からにじみ出てくる。

　なんて俺が思う間にも、皐月は軽く身ぶりを加えつつ説明していく。

「皐月は使うことができません。刀かたなを創つくっても重くて振れませんし、銃なんてもってのほかです。運動神経もからっきしな、か弱い女の子なので」

「か弱い……？」

「お姉ちゃん？　どうして今疑問形になりました？　掃除機で髪吸いますよ？」

「ごめんなさいっ」

　おいおい、ついに鈴すず莉りにすら恐怖政治始めたぞ。

「でまあ、戦法としては創ったものを投げるか――重量物を上から落とすのが基本になります」

　なるほど。それが体育のときに言っていた最善手というやつか。

　たしかに創造位置が指定できるのならば、なにもない上空から突然降ってくるその攻撃はとてつもない脅威だ。

　いやはや、それにしても。

「……お兄ちゃん、なに笑ってるんですか」

「悪い悪い」

　だって、さ。あれこれ言ってるくせに、

「そこまで真剣に考えるってことは、できればあの殺し屋を倒して、この家から出ていきたくないってことだろ？」

　俺が言うと、ハッとしたように鈴莉が顔を輝かせて皐月を見やる。

　その喜びに満ちた視線を受けて皐月はたじろぐが……

「ひ、否定意見を述べているだけです。他意はありません」

「「はいはい」」

「なんですか、その『わかってるから』みたいな顔は！　絶対に出ていってやりますからね！」

「まあまあ、そう結論を焦るなって。夕飯、ハンバーグだぞ？　おまえも好きだろ？」

「ですです。おろしポン酢が……じゃなくてですね！　皐月は！　この家を、出ていくんです！　早急に!!」

　ふかーっ！　と怒れる猫のように二本の尻尾しつぽを逆立たせて叫んだ皐月は、ニヤニヤと見守る俺たちに心底イラだった様子で、

「むっかつきますね、この夫婦………………いつか絶対あんなことやこんなことで泣かせてやる」

「――――鈴莉、ラスボスこいつだと思うんだけど」

「――――うん、私も今そう思ってたところ。追い出す？」

「追い出さないでくださいよ！　――――――――あ」

　せーのっ

「「かかったなアホが！」」

「うあー！　古典的すぎて逆に無警戒でしたよ！」

「ふはははは、これぞ付き合いの長い俺たちだからこそできる技！」

「あは、昔はこれでよくクラスメイトひっかけてたよねー。あと由ゆ枝えお姉さんとか」

　頭を抱える皐さ月つきを前に、鈴すず莉りと小さくハイタッチを交わす。

「ですけどっ！」

「おおう」

「びっくりしたー」

　皐月の叫びに若干引き気味な俺たちを彼女は睨にらみつけ、

「皐月にはその技がありますけどっ！　“〝消失”〟相手じゃ分が悪いんです。お兄ちゃん、木の枝が消されたって言ってましたよね？」

「ああ。すっぽ抜けたかと思うくらい唐突に全体が消えた」

「つまり“〝消失”〟はそれだけの物を一瞬で消すことができるわけです。お兄ちゃんの手で隠れていたはずの持ち手部分も含め、です」

　ふむふむ、と鈴莉ともども頷うなずく。

　それに気を良くしたのか、皐月はいつの間にか創つくり出した指示棒を手のひらに打ちつけ、

「おそらく“〝消失”〟には指さしで範囲を固定して消す技と、物そのものを消す技があると思われます。攻撃のときにわざわざ指差したのは、そのままだと地面を丸ごと消してしまうからでしょう」

　そこまで言われ、ようやく気づく。

「何種類の物を落とそうと、指さしさえできればやつは自分の範囲を“〝消失”〟させて回避できるってわけか。そして普通の攻撃はその武器を丸ごと消すことで対処できる」

「です。消す、というのは最大の防御です。刃物に対抗できるマッチョな知り合いいます？　人は消せないっぽいので、それで楽に片付くのですが」

「鈴莉、いる？」

「いやいや、私の交友範囲ひなくんも知ってるよね？　まったく同じなんだから」

「ってわけで、いない。マッチョじゃないけど、物理的強さなら由枝さんが最強かな。平気でワイン瓶とか握り潰つぶすあれ、異能使ってんのか……？」

「あの人そんなに強かったんですか……。戦力として呼べません？」

　由枝さんを、かぁ……。

「ちょっと、難しいな」

　由ゆ枝えさんには、由枝さんの仕事を頼んである。

「《御み園その》に頼んで俺たちはまったり、といきたいところだが、あいにくと今は《御園》の方もごたついててな。あまりあてにできない」

「そう、ですか……」

「まあ、一応話は通しておく。――だけど、だ」

「だけど？」

　訊きき返してくる皐さ月つきに、俺はそもそもの問題を告げる。

「おまえ、結局どうしたいの？」

「それは……っ」

「長々と話しあったところで、おまえが出ていきたいなら俺たちは引きとめられない。やつを倒す手伝いもできない。なにせ、ただ預かってるだけだからな」

　皐月の目が揺らぎ、最終的に鈴すず莉りへと留とまる。しかし、すがるような視線を受けた鈴莉は首を横に振る。

「私はね、自分の意思を言っただけ。無む理り矢や理り皐月ちゃんの意思を曲げたくはないの。だって私、この中じゃ一番力ないし」

　突き放すような物言いに、皐月は頬ほおをひきつらせてうつむいてしまう。

　だけど……ああ、おまえはまだ鈴莉をわかっちゃいない。

　こいつは身内に対して――――恐ろしく、優しいんだ。

「だから、皐月ちゃんが自分の意思を言えばいいだけなの。できるできないは別問題。私だって勉強できないけど、テスト前には毎回一〇〇点取りたいって言ってるもん」

「言えば……いいだけ？」

「そだよ。言うのはプライスレス。それを元に、周りの人がどう動くかなんて、関係ないもん。それもその人の意思だよ」

「…………まさか、お姉ちゃんがここまで賢い喋しやべりをするなんて……。正直皐月、真剣な話なのに引いてます」

「ひどいっ！」

「皐月」

「……なんですか？」

　皐月は涙目になった鈴莉から視線を動かし、しかし外さず、俺を加えて見やってくる。

　さてさて、鈴莉がない頭絞ってここまで言ったんだ。俺は俺で、意思とやらを言わせてもらうとしようじゃないか。

「俺は過保護だからな。ある程度安心して鈴莉を任せられるおまえに、出ていってほしくはない。だいたい兄として、妹がわざわざ危険な道を選ぼうとしているのを、見過ごせるわけもない」

　そして、と言いながら心の中で決意を固める。これは、ある種禁忌だ。

　俺に皐さ月つきの存在が秘ひ匿とくされ、彼女への道筋となりかねない叔母のことが隠されていたのも、全てはその禁忌のため。

　しかし今は、それを破るだけの必要性が、ある。

　一度目のその機会は、七年前に潰ついえた。だけど俺は今、それを知っている。

　できることならば、それを伝えてやりたい、と。



　だから、そのための約束を――。



「一つ、俺とおまえの間には秘密がある。――――やつを倒せて、まだおまえが妹なら、教えてやるよ」

「……まったく。お兄ちゃんは優しいのか厳しいのかわかりませんね。いえ、それはお姉ちゃんもでしょうか」

　皐月は首を回してから、深呼吸を一回はさみ、

「――ここで、対抗案を提示してください。できないなら、皐月はどこかに旅立ちます」

　最後まで上から目線なのが気になるけど……やっぱり、そうくるよなー。

　こいつがここにいたがっているのは喋しやべっていればすぐにわかる。出ていくなんて言い出したのも、どう見たって苦肉の策だ。

　だが、それを捻ねじ曲まげてでも鈴すず莉りを――ここを守りたいのだ。だからそのために一番問題となる点をクリアできるかどうか……根本にあるものは俺と同じ、だな。やっぱり似てるよ、おまえ。

　そんなことを思っていると、不意に腕の中から声が響いた。

　それは呆ぼう然ぜんとしたようにも予想外のことに驚いたようにも聞こえる声で、

「そんなことでいいの……？」



「――――ってこと。ひなくんたち、この方法も検討済みと思ってたんだけど」

　たしかに、それは……可能では、ある。

「……皐月、俺は賭かけてみてもいいと思うぞ」

「いいんですか？　お兄ちゃんの負荷、どっちの意味でもバカにできませんよ？」

「それはおまえも同じだ。むしろ、おまえの方がよっぽど厳しいんじゃないか？」

「ふふ、お兄ちゃんができるというのなら、妹が負けるわけにはいかないじゃないですか」

　皐月はなんてことないように肩をすくめているが、それは確実に気休めだ。

　異能というものは使用に代償を求めない代わりに、制限が大きい。

　俺の知っている例だと、どこにでも炎をだせるパイロキネシストだが発生範囲は視界の五メートル内、とか。そういう制限というものが確実に存在する。

　おそらく皐さ月つきも一つずつ創つくるのなら、なにも問題はないはずだ。だが、もし同時に創る数が増えていくと――

「…………」

「っ……」

　俺がそのことに気づいたと雰囲気から悟さとったのだろう。皐月は表情を変えず鈴すず莉りから見えない机の陰で×印の小さな看板を上げてくる。

　心配させたくないから喋しやべるな、といったところか。

　俺たちのことを散々優しいとか言っていたが、おまえも大概じゃないか。

　何事もなかったかのようにすっと看板を引っ込めた皐月は、皮肉気に笑い念押しするように、

「……ミスると、死にますよ？」

「鈴莉がいるから死なない」

「キリッとドヤ顔で言われても……」

　ですけど、と呟つぶやいた皐月は頷うなずき、

「それはどんな手を取っても同じ。なら――悪くない手です。成功すれば、皐月はここに居続けられる。そう考えると、十分賭かけるに値します」



    

  
    
      



    

  
    
      






    

  
    
      


第五章　“〝オムニア・ユゾリス”〟





「にゃふ～」

　気の抜けるような声を上げながらベッドに飛び込む、裸ワイシャツ姿の鈴すず莉り。

　そんな彼女は俺の枕まくらを抱えると、なにが楽しいのか嬉うれしそうにごろごろベッドの上を転がりだす。

「こーら、暴れんなって」

「あは、今日はひなくん大人しくしないといけないから、その分私が頑張るの」

「なにをだなにを。あーあ、せっかく髪梳すいたのにまたー……」

　ぼやきながらベッドの端に腰掛ける。

　あの後、デートを再開することもできない俺たちはいつものようにだらだらと過ごし――俺はその間に数本の電話をかけておいた。

　そうして夜、作戦の決行が翌日の夜中に決まったことを皐さ月つきに伝えた俺は、鈴莉とともに部屋へ戻ってきていた。

「ひなくん、もしかして痛むの……？　やっぱり怪け我がおっきかったから……」

「ん？　ああ、いや大丈夫。しっかり治りきってるよ」

　無意識に今日傷ができたところをなぞっていたようで、眉まゆ尻じりを下げた鈴莉が顔を覗のぞき込んでくる。

　だから心配ないとその右手を使って頭をなでなで。すると、鈴莉はふにゃ、と緩ゆるんだ顔で俺の腰へと手をかけ、

「ひ～なくんっ♪　えいっ」

　楽しげな掛け声とともに、俺をベッドへ押し倒してきた。

「ほほう、やったな……？」

「きゃんっ♪　あは、ひなくん甘えんぼだ～」

　そんな風にされて我慢できるはずもなく、あてられたわがままな胸に顔をうずめてぐりぐり。すると、さらに押しつけるように鈴莉の手が俺の後頭部へ回され、

「えと……ひなくん、作戦って明日の夜だよね？」

「うん？　まあ、手配とか人目の関係上そうなったけど」

　あとは俺の体力。血とともに流れたそれも、一日あれば戻るだろうという皮算用だ。

　そう返すと、体を離した鈴莉は俺になにかを期待するような視線を送り、

「そ、その、ね？　明日学校サボって、作戦も夜からなら……ちょっと夜更かししても、いいよね？」

「…………それは、ゲーム的な意味か？」

「んと、ある意味ゲーム？　――――ちょっぴり大人な♪」

　頬ほおを赤くして潤んだ瞳の鈴莉が、熱い吐息を吐きながらその体をすりすり擦こすりつけてくる。

「ねぇ、ひなくぅん……」

　耳元に囁ささやかれる声も甘く切なく、ただひたすらに俺の情欲を煽あおっていく。

　布団の中から伝わる感触は、俺の足に鈴すず莉りのすべすべとした足が絡み、豊満な胸が俺の胸板でぐにゃりと形を変えていることを伝えてくる。

「ったく、なんで作戦が明日になったか覚えてないのか？」

「ふぇ？　だからこそ、だよ。ひなくんを元気づけてあげないと」

　だ～いじょうぶ、と鈴莉はチョコパフェ練乳はちみつがけのごとき甘ったるい声と笑顔で、

「今日はひなくん怪け我がの後で大人しくしないといけないから、その分私が頑張るの」

「あれ!?　まさかの伏線回収!?」

　そういう意味だったんですか!?



　　　◇　◇　◇　◇



　カチャ、とドアの開く音がしたのはそれから数時間後、夜もずいぶんと更けた丑うし三みつ時どきのことだった。

　その侵入者は電気の消えた真っ暗な中でも迷うことなく、真まっ直すぐにベッドを目指し、歩を進めていく。

　そしてそここそが自分の寝床、と言わんばかりに堂々と掛け布団の端を持ち上げると、自らも中へと――

「って状況なら普通、寝てて入ってきたところで気づくものでしょう!?　なんでお姉ちゃんたちまだ起きて、くんずほぐれつしてるんですか!!　台無しですよ、もう!!」

「え、なんか俺たちすっごい理不尽なことで怒られてない？」

「勝手に入ってきたの皐さ月つきちゃんなのに……」

　むすっとした鈴莉とともに驚きよう愕がくの表情で固まる皐月を見上げる。

　ちなみにくんずほぐれつ、とは言っていたが、実際は鈴莉が俺に自分の足や腕を絡めてるだけだったり。ウィナー俺の理性ってことで、ひとつ。

「わざとだと思うが、一応言っておく。おまえの部屋は隣だ」

「わざとだからいいんですー」

　俺の言葉に立ち直った皐月はなにごともなかったかのように、再び掛け布団をめくり上げて中へもぐりこんでくる。

　ちょうど俺を真ん中に両側へ小柄な二人が寝転び、小の字を形成する形だ。

「……むぅ」

「あ、ちょ、鈴莉、噛かまないで」

「じゃあ舐なめる」

「そっちはそっちで別な反応返しちゃうから勘弁して！」

　せっかく辛からくも勝利を収めたのだ。ロスタイムで負けてしまっては元も子もない。

「……はぁ。お兄ちゃんの背中、広いですね」

「おまえはおまえで火に火薬放りこむな!!」

　なに？　夜よ這ばいなの？　それともガチ寝ぼけ？

　まるで鈴すず莉りの生いき霊りようでも乗り移ったかのように、皐さ月つきがすりすりと俺の背中に顔といわず体といわず擦こすりつけてくる感触が……やたらと生々しく感じられる。

「ああ、皐月今、前はだけてますから。今夜暑くて」

「……え」

　ってことはなんですか。俺の寝間着一枚挟んでそこはもう皐月の柔肌、と……？

　待てよ。ってことはなんだ。このふにゅ、とした手のひらサイズっぽい物体はアレで。さらにその中心にある若干感触の違うものは――。

　考えるな、御み園その日向ひなた！　それ以上は浮気だ。散々鈴莉の極上を触って揉もんでいるだろうが！　俺に、鈴莉を裏切ることはできない！

「……皐月。そういうトラップは控えてもらえると助かる……かも」

「……本当に？」

「本当に。妹に欲情しない、健全な兄でよかったな」

　よし、言葉を出しているうちに落ち着いてきた。

　このまま皐月の頭でもはたいてやりたいところだが、前から鈴莉、後ろから皐月にホールドされ、寝返りの一つもうてやしない。

「あは、皐月ちゃん。今すぐ出ていくのと、私に殺されるの、どっちがいい？　妹以上は駄目って、警告したよね？」

「まさかの身内が犯人説に驚いているところなんですが――」

　きゅっ、と言葉を切った皐月は俺の腰へ回した手に力を込め、

「今日だけ……見逃してもらえませんか？　ちょっと、人肌が……恋しくなってしまいまして」

「皐月ちゃん……？」

　当然、俺の前に抱きついている鈴莉にはその手を触ることも見ることもできて――俺同様、小刻みに震えるその手に、なにも言えなくなる。

「お兄ちゃん……。お兄ちゃんは、あの作戦本当に成功すると思いますか？」

「ああ、もちろん。陳腐なセリフだが、成功するんじゃなくて、成功させてみせる」

　そうだ。そのための布石も、すでに打っている。

　力強く断言するも、皐月の震えは一向におさまる気配を見せず、

「皐さ月つきも、そう信じています。ええ、それこそ陳腐ですが、兄妹が力を合わせれば、大丈夫だと」

　でも、と皐月は消え入りそうな声で呟つぶやき、

「でも…………どうしようもなく、暗い中一人でいると……不安になってくるんです」

　ぐっと背中に顔を押しつけたらしい皐月は、それだけではないくぐもった声をあげてくる。

「また、いなくなっちゃうんじゃないか……って。お母さんみたいに、また、近しい人が――大切な人がいなくなっちゃうんじゃないか……って」

「皐月……」

　そうだ。こいつは日々楽しそうに、面倒くさそうに、平然と過ごしているが……まだ、母親を亡くして半月も経たっていない。

　さっきも、そしてそれまでも。気丈にふるまってはいたが、心の中では未いまだ傷が癒いえていないのだろう。

　そのことを思い出し言葉が続けられなくなった俺を、皐月はさらに強く抱きしめ、

「お兄ちゃんは、強いですね。皐月はお母さんだけでしたが、両親を同時に――そのうえ、最愛の人の記憶までなくなったというのに。…………皐月、頑張ってましたが、もう……無理ですよ……。こんなの、のりこえられませんよ……」



    

  
    
      



    

  
    
      

　それは、違う。

　俺は強くなんてない。ただ、それが無視できる狂った精神構造をしていただけで。

　鈴すず莉りのために――愛いとしい、命の恩人のために動いているうち、心が摩耗してしまっただけで……。

　俺がそんなことを思う間も、皐さ月つきは震えながら血を吐はくように叫び続ける。

「……なんで！」

「さつ――」

「なんで……！　なんで今なんですか！　ようやく、お母さんが亡くなったことを受け入れられそうになっていたのに。受け入れようとしていたのに……なんで今、また皐月から家族を奪おうとするんですか!!　皐月が、いなくなればいいんですか……!?」

　叫んだ皐月はしゃくりあげながら俺の背中に頬ほおを押しあててくる。その吐息と正反対の冷たさは、そのまま皐月の心を表しているようだ。

「かっこいいお兄ちゃんと、かわいいお姉ちゃん。近しい肉親がいなくなったと思っていた皐月に唯一見つかった従兄。どうして、そんなときに……っ」

　もう、

「もう……嫌ですよ……！　寂しいのは……もう、嫌ですよぅ……」

「…………皐月」

　俺がせめて胸を貸してやろうと体を回すより早く、

「とうっ」

　掛け布団を宙に舞わせながらその俺の体を、鈴莉が飛び越えた。

　皐月を挟んで俺と反対側に降り立った鈴莉は、驚いてふり返ったらしい皐月に向け開口一番、

「皐月ちゃんうるさい」

「え、えぇえええええええええええええ!?　今の話をそんな一言で片付けます!?」

「私眠いの、わかる？」

「は、はぁ……まあ、もう三時近くなってますし」

「うん。だから、皐月ちゃんには強制的に黙ってもらいます」

　言うが早いか、鈴莉は上から覆おおいかぶさるようにその豊満な胸を、皐月の顔に押しつけて抱きしめた。

「むぐっ!?　むーぐー!?」

「――――皐月ちゃん」

「むーむー!?」

「皐月ちゃん、私たちに甘えていいって言ったじゃない」

「…………む？」

「いいんだよ。泣きたかったら泣いて。寂しかったら甘えて。いなくなるのが怖くなるなら、一緒に寝るくらいしてあげるから」

「そうだな」

「むぐ？」

　拘束が緩ゆるくなった隙すきに、体を反転させて皐さ月つきの方を向く。

　その顔の大部分はおっぱいに隠れて見えないが、真っ赤になって涙のあとを残す目を真まっ直すぐ見据える。

「大丈夫だ。俺たちはいなくならないし、殺されやしない」

「むぐ……」

「だから、安心しろ」

　言って、鈴すず莉りごと皐月を抱きしめる。俺なんかができるのは、せいぜいこれくらいと、

「おまえの兄は、学校で知らない者のいない、生ける伝説だぞ？　生き残る手段くらい、いくらでもある」

　冗談ともつかない冗談を口にすると、目と鼻の先にある皐月の顔がわずかに緩み、弓なりになった色素の薄い瞳から、さらにぽろぽろと透明な滴しずくが流れ落ちたのだった。



　　　◇　◇　◇　◇



「さて」

　腕時計で時間を確認し、隣に立つ皐月へ声をかける。

「そろそろ来るはずだから、準備しとけよ」

「いやまあ、お兄ちゃんが言う通りについてきた後で言うのもなんですが、どうやって呼び出したんです？　それも場所から時間から全部指定して」

「おまえも大人になればわかるさ」

「む、それは言外に皐月の胸が小さいと言ってるんですか？　そうですか!?」

「違うっての。それにお前貧乳と思ってたらＣよりのＢじゃねえか。気にしすぎだ」

「え、皐月ちゃんそんなにあったの!?　普段ゆったりした服ばっかりだから気づかなかったよ」

「っ!?」

　ばっと胸元をかばって飛び退すさる皐月に軽く笑いをもらし、答えを呟つぶやく。

「クライアントの要望ってのは、そうそう無視できるものじゃないんだよ。なんであれ、な」

「はい？　それってどういう……」

　皐月が不思議そうに訊たずねてくるのを聞き流し、もう一度今夜の舞台を見回す。

　折しも今夜は満月。昨日から続いている晴天のおかげで星の輝きもひときわ強く、深夜にもかかわらず灯あかりがいらないほどだ。

　そんな天然の照明に照らされるのは、家の近所、川縁にある大学の第二グラウンド。普段は近くの人たちが勝手に入って利用しているそこも、夜となっては人っ子一人見当たらない。

　そんな静かなグラウンドに音もなく入ってきた男の影を見つけ、かすかに笑う。

「だからクライアントの要望とあらば――そして、今自分が抱えている疑問の答えをちらつかされれば、それが罠わなかもしれないと思っても、来ざるをえない」

「……やはり護衛に関する報告というのは、虚偽か」

　俺たちから一〇メートルほどの距離をとり相対した殺し屋の男は、笑う俺を見るや、その手に短刀を握りしめる。

　そう。俺が使ったのは古典的手段。

　クライアント――反体制派の一部を確保し、殺し屋の男に連絡を取らせた。ただ、それだけのこと。

　そのまま依頼を撤回させてもよかったのだが、こいつは――知りすぎたこいつは、確実に確保しなければならない。

「いいや、嘘うそじゃないさ。ま、報告内容はおまえが思っていたのとちょっとばかし違うかもしれないがな」

　言い、ここへ来る前印刷した資料の束を放り投げる。

「久く世ぜ竜りゆう也や。元《御み園その》の、現はぐれ異能者」

「…………」

　ドサリ、と重々しい音を立てて落ちた資料にも、俺が口にした本名にも、殺し屋――久世竜也は微み塵じんも動じた様子を覗のぞかせない。

　だが、続く俺の言葉で、不動とも思えた彼の鉄てつ面めん皮ぴがわずかに綻ほころびる。

「異能の発現が遅く、ようやく発現した直後に異能“〝消失”〟が暴走。建物の基部を消してしまい、その崩落により親友を亡くす」

「……っ、それは――」

「その後、制御を覚える前に再び自らの異能で事故が起き、失しつ踪そう。以後、経路は不明ながら暗殺者としての道を歩み始める。……なるほどなるほど、悲劇の主人公ってわけだ」

「……貴様」

「事故後のカウンセリングを担当した者から補足事項。前述の事故のトラウマにより、自らを『消す』ためだけの存在ととらえている節あり。暗殺者となった理由も、依頼を受け対象を消すというプロセスが明確なためであると推測される」

「……貴様、それをどうして――」

　まさかそこまで調べがついていると思っていなかったのだろう。資料を諳そらんじる俺に、久く世ぜ竜りゆう也やはここに来て初めて眉まゆを動かし、問いかけてくる。

「は、《御み園その》なめんな。異能がわかればすぐだ。あんたを囲ってたやつらが必死になって消したみたいだが、そんなものいくらでも復元できる」

　茶ちや目めっ気けたっぷりに指を振りながら言ってやると、男――久世竜也は眉根を寄せたまま一つ頷うなずき、

「把握した。クライアントが危き惧ぐしていた事態に――《長おさ》に今回の件が露呈したというわけか」

「理解が早くてなにより」

　で、だ。

「どうする？　こうなった以上、あんたもクライアントも危ないと思うが……あんたはまだ、皐さ月つきを狙ねらうか？　抵抗しないなら、悪いようにしないが？」

「無論。人ひと気けのない場に連れ出してくれたならば好都合」

　カラン、と久世竜也は短刀の鞘さやを地面に落とし、体勢を低くする。

「自分の情報が漏れ、《長》の介入が始まったのならば、早々に依頼を完遂しなければならない。依頼が最優先であり、それ以外は考慮外である」

　あくまで依頼された通りに――打ち込まれたオーダー通り動く、と。

　最初の印象通り、純然たる機械。完全に己を律した、まさに人型の道具。

　また、と久世竜也は口を開き、

「貴様の異能は物体の性能向上と判断できる。自分の異能とは最悪の相性。道を譲るのならば、依頼されていない以上命はとらないが」

「おや、よくわかったな。でも、退ひくことはできないな。どうやら俺は、シスコンらしいんでね」

「ならば、相応の対応を施すまで」

「オーケイオーケイ。だったら――」

　ちら、と後ろに目をやれば、鈴すず莉りをかばって立っている皐月が頷きを返してくる。

　うむうむ、皐月はしっかりと鈴莉を守ってくれているようだ。

「――俺は俺の役割を、果たそうじゃないか」

　笑いながら言い、直後に足元へ開いた穴を飛んでかわす。

　さすがに速い。わずか瞬まばたき一つの間に、久世竜也は数メートルを詰めてきている。

　おそらく俺が着地し、体勢を整えるよりも早く、その短刀は邪魔者の体を切り裂いているだろう。

　だからその直前、俺は手を伸ばし、

「皐月！」

「はい！」

　俺の叫びに呼応して、手元に木製の丸棒――六尺ほどの長さがある、棒術用の丸棒が創つくり出される。

　そして思い返すのは、鈴すず莉り発案の作戦概要。



「問題です！　どうしてひなくんは負けたでしょーか！」

「理由、ですか？　えっと……刃物？」

「ぶっぶー。それはひなくんに怪け我がを与えた原因です。直接的敗因じゃありませーん」

「……お姉ちゃんが賢いとやっぱり違和感がありますね」

「さー、戯ざれ言ごとはスルーの鈴莉ちゃんタイムいっくよー！　ひなくんが負けた理由は、そのままひなくんの異能の制限なの。あ、ひなくんはわかってるだろうから答えちゃだめね」

「異能の、制限……」

「そそ。時間ないからズバッと言うけど、『物に触れなければならない』。それが大前提で、ひなくんの弱点なの」

「ああ、なるほど。物が消されたから負けた、と。お兄ちゃん素手で刃物と戦えるほど強くないですからね。……ですが、そんなことを言ってられる状況でもないでしょう？　持っていても消されるんですから」

「うん。だから消されるのは諦あきらめちゃう」

「それじゃあ、どうするんです？　肉弾戦を挑もうにも相手は刃物上等で襲ってきますよ？」

「そだね。だから取り押さえるにはそれを無効化する必要があるの。そのために素手は危ないから武器必須。そこで――皐さ月つきちゃんの出番」



　――――消された瞬間を見み極きわめ、俺に武器を供給し続ける。



　鈴莉が提案したのは、一種の物量作戦だった。

　ないなら創ればいい。いくら消されようとも、調達してくればいい。

“〝万ばん物ぶつ創そう造ぞう”〟で俺の手元に創り出された武器は、俺の“〝オムニア・ユゾリス”〟によって最高の動きをもって最高性能で振るわれる。

　それは突然現れた丸棒に驚く久く世ぜ竜りゆう也やの短刀を弾はじき返し、返す刀がたなで彼へ襲いかかる。

　だが、それも一瞬のこと。すぐに俺の武器を認識した久世竜也が丸棒を消し、“〝消失”〟による足場崩しとともに切りつけてくる。

　しかし、“〝消失”〟によって武器が消された瞬間には、すでに俺の手元へ新たな武器が創られている。

　それが消されるまでのわずかな間に、武装を解除させられたらこっちの勝ち。

　そこまでは――

「粘る！」

　いくら発声も指さしも必要がない異能であろうと、認識ができなければ発動はできない。そこに人間の感覚器がかかわってくる以上、絶対にいつかは遅延が生じ、ミスをする。

　そして我らが弱点、鈴すず莉りを狙ねらおうにも――直接皐さ月つきを殺そうにも、俺が動いている以上背を見せることはできない。

　新たに手元へと創つくり出された丸棒を使い、短刀を絡め取ろうとする。が、回しかけたその棒が元々なかったかのように消え失うせる。その隙すきに首筋狙いで走る短刀は、新しい棒で受け止める。

　創られては使い、消される。俺と皐月、どちらかが一瞬でもミスをすれば武器の供給される位置がずれ、それを受け取るべく体を動かしていた俺は切り裂かれる。

　だが、そんな綱渡りを鈴莉は笑顔で、

「大丈夫大丈夫。私が思いつけたんだから、私より有能な二人ができないはずないよ」

　あいつにはこれが終わったら、嫌というほど『机上の空論』という言葉を教え込んでやる。ああ、体にみっちり教え込んでやるとも。

　棒を振るい、消されても皐月を信じてそのまま腕を振り抜く。そうすることでこちらの遅滞は生じず、手の中には武器が創られ続ける。皐月が創り、俺が使う。互いの異能をぴったりと組み合せた技だ。



　二〇本、三〇本、四〇本……次々と創られ、そして消え去っていく。

　ときどき短刀が腕や脇わきをかすめるが、どれもぎりぎりで回避が間に合ったものか防いだもので、致命傷には至らない。

　そうして三分も経たっていないだろうに、もはや何本消えたかわからなくなった頃。

　創る、使う、消える、そのリズムがいつしか、創る、使う、はじかれる、消えるになりつつあった。

　それは久く世ぜ竜りゆう也やが認識するよりも先に武器を突きこめているという証あかし。防御に回りだしたという証左。

　しかし心の中でガッツポーズをとった直後に、それは起こった。

「消えろ」

　呟つぶやかれた言葉は短刀とは逆の指を伴い、俺の手元へと向く。そしてその力は先の棒が消え――創られた瞬間の棒へと、発揮される。

「っ！」

　前へ振られる腕に逆らわず、飛びこみ前転の要領で頭上に短刀を通して回避する。

　しかし遅れた髪の毛が数本宙を舞い、そのことに安あん堵どした直後、

「ぐっ……！」

　久く世ぜ竜りゆう也やが短刀を持った腕を曲げ、俺の足へと肘ひじを振りおろしてきた。

　それは飛び込む際に上がった俺のふくらはぎへと当たり、枯れ木が折れるような嫌な音とともに、足の骨を砕く。

　激痛をこらえ、骨が折れたまま体を回し距離をとる。

「ひなくん！」

「悪い、鈴すず莉り。ちょっと借りるぞ」

　悲痛な叫びに呟つぶやいて返し、“〝自己治癒”〟を発動させる。

　即座に痛みが引き、足へ感覚が戻ってくる。だが、心中は「やられた」という思い一色だ。

　武器を振るう以上手に持たなければならず、それは異能の発動条件も同様。だから、やつはそこを狙ねらってきた。

　武器が必ず手元に創つくられるなら、先に狙っておけばいい。

　事実その作戦は成功し、俺の手元にあるのは大部分が消え去った残ざん骸がいだ。これでは異能を適用することができない。

　距離をとった俺に、彼も仕切り直すためかその場で半回転だけして、動かない。

　相手は遠距離からでもこちらの足元を崩し、その間に悠々と攻撃を加えられる。だが、俺は創ってもらう場所を特定された以上、攻撃手段を封じられたも同然だ。

「ったく、気づくの早すぎだって」

「貴様……なぜ立てる。確実に骨を砕いたはずだ」

「さーて、どうしてだろうねえ」

　言いながら、短刀片手に立つ久世竜也を観察する。

　俺が存外にいい動きをして対抗してきたからか、やつにも若干ながら疲労が見える。だが、それでも傷一つなく武器は健在。

　かたやこっちは浅いとはいえ切り傷だらけの丸腰。武器供給すらままならず。傷を癒いやす暇いとますら惜しい。

　いやはや、まいったまいった。どうしようもない。

「――それは俺だけなら、という話なんだけど」

「はい、お待ちどうさま！」

　呟いた瞬間、響き渡ったのはドサッという鈍い音と澄んだ女性の声。

「遅いぞ、由ゆ枝えさん」

「時間かかるって言ったのに、急せかしに急かしたのはあんたでしょうが」

　グラウンドに入ってきた由枝さんは、その足元に転がされた麻袋をつま先で蹴り転がしながら俺たちがはっきりと見える位置までやってくる。

「制圧はほぼ完了。久く世ぜに依頼していた反体制派のグループはほぼ確保したわ。主犯も、この通り」

「ごほっ……おまえら……」

　由ゆ枝えさんが麻袋の口を開けるや否いなや転がり出てくる一人の男。

　その縦よりも横に大きいのではないかと疑ってしまう太った男を見て、久世竜りゆう也やが初めていらだたしげに舌打ちをした。

「そういう……ことか。なぜ《長おさ》にばれた後もこの少年しか護衛についていないのか疑問であったが……同時制圧か」

「正解。あんたという個人の相手は日向ひなた個人に、《御み園その》という組織は反体制派という組織に。ま、そのせいで増援はまだだけど――」

「かまうな！　そいつを殺せ！」

　由枝さんの言葉を遮さえぎり、足元で咳せき込む太った男が叫びだす。

「その少女を――本家の跡継ぎを殺しさえすれば、まだ儂わしらにも目はある！」

「本家？　なに言ってるの、こいつ？」

　は？　と怜れい悧りな美び貌ぼうをひそめた由枝さんは、しかし気にした様子もなく、

「ま、どうでもいいわ」

「ひっ……!?」

　由枝さんが軽く指を動かすと同時、背後の川から大量の水が持ち上がる。

　それは見る見るうちに細く圧縮され、由枝さんの手元で鞭むちのようにしなり、縄のように男の体へ巻きつき始める。

「川の水五トンを圧縮した水の縄。切ることは不可能と思いなさい。もっとも――切ったところで、あふれ出た水で溺でき死しするだけよ」

　だから、と由枝さんは嗜し虐ぎやく的な瞳で言う。

「あんたは、さっさと依頼を撤回すればいいのよ。それで、これ以上の争いは起きない」

「断る！　本ほん家け筋すじを絶やしさえすれば、その後はどうとでもなる！」

「……おい、そこのデブ」

　クライアントが人質にとられたからか久世竜也が動かないのを確認して、その太った男に訊たずねる。

　それはいくら考えてもわからなかった、最後の謎なぞ。

「どうして、そこまで本家筋にこだわる。本家筋を絶やしたところで、何の利益がある」

　本家筋の強みは二つ。“〝万能”〟とすら呼ばれる異能と、《長》。

　だが異能の性質は血に縛られ、《長》も選ばれなければ意味がない。

　ならば一体……と訝いぶかしむ俺に、太った男はバカにしたような笑いをあげ、

「本ほん家け筋すじが《長おさ》に選ばれるのは、その異能の強さゆえ。ならばそれを絶やせば、次に強力な者が次代の《長》に選ばれるのは必然！　儂わしの娘のような、強力な異能者が《長》に選ばれるのは！」

　…………ああ。

「なるほど、俺は勘違いしていたのか」

　いや、勘違いしていたのは俺でもあり――こいつでもある。

「本家筋が《長》に選ばれるのは、その強力な異能ゆえ」

「そうだ！」

「《長》は異能の強さで選定されている」

「そうだ！」

「それを絶やせば、次に強力な異能を持つやつが、次代の《長》になる」

「そうだ!!」

　なるほど。なるほどなるほどなるほど。

　実に論理的。

　実に理論的。



　実に――――浅い、考え。



　ああ、面白い。これは面白い。思わず笑いがもれてくる。

「くっくくくくはははははははは！　そうか！　その程度が《長》の条件だと思ったか！」

「貴様、なにを……？」

　笑いだした俺になにかを感じたのか、久く世ぜ竜りゆう也やが再び動きだそうとする。

　だからその前に、俺は二人を見据え言葉を紡ぐ。

「ならば教えてやろう！　なぜ本家筋からしか《長》が選ばれないのか！」

　そして、

「《長》が、“〝万能”〟と呼ばれる由縁を!!」

　確認と予行演習プロローグはお終しまいだ。



　さあ、俺たちらしい戦い方を始めよう……！



「――――皐さ月つき！　好きなだけ落とせ!!」

　その瞬間、月光に照らされていたグラウンドが、闇やみに包まれた。

　それを成したのは、宙に浮かぶ大量の武器群。それらは重力に引かれて落下し――――グラウンドに、武器の林を創つくり上げる。

「さあて、本番の開幕だ。これだけの数、全てを消せるか？」

　俺や皐さ月つき、由ゆ枝えさんがいる場所を除き等しく降り注いだ武器群は、しかし予想通りに久く世ぜ竜りゆう也やの周囲だけをぽっかりと空けていた。だが、そんなものはどうでもいい。

　突如生まれた武器の林。これこそが、本来の作戦。俺たちにしかできない、究極とも呼べる物量作戦。

「手元に創つくるのがばれたなら、先に置いときゃいいんだよ。あとは――」

　手近の剣を一本引き抜き、

「使い捨てだ！」

　武器の林を、駆け抜ける。

「くっ……」

　さすがにこの武器林は予想していなかったのか、わずかに戸惑う声が聞こえてくる。

　林は俺が使用する武器を認識しづらくし、彼の動きを妨げる。だからといって周りの林を消そうにも、

「皐月は“〝万ばん物ぶつ創そう造ぞう”〟ですよ？　その名にかけて、いくらでも創り出してみせましょう」

　言葉が具現化したように、“〝消失”〟と同等以上の速度をもって、林は修復される。

　視界の端に映った皐月は片手を頭に当て、苦しげに顔をひきつらせている。だが、それでも俺に気づくと充血し始めた目を緩ゆるませ、『行け』とばかりに手を振ってくる。



    

  
    
      



    

  
    
      

　久く世ぜ竜りゆう也やもこの現象の原因を理解したようで、俺を無視して走り出す。

　しかし、なぜ彼がグラウンドに来て真っ先に俺を狙ねらったか。それを忘れてはいないだろうか？

　すなわち背中を見せれば――

「続きといこうじゃないか！　久世竜也！」

　――俺に、狩られるため。

　振りおろした剣は振り向いた久世竜也によって即座に消されるが、そのときには逆の手で別の刀かたなを握っている。

　妹があれだけ頑張ってるんだ。兄がそれ以上に頑張らなくてどうする。兄より優れた妹など存在しないと、証明してやる！

「俺がどれを手に取るか、予測して消せるなら消してみやがれ！　俺は、両利きだぞ！」

「ちぃっ……！」

　振るう武器はことごとくが消され、引き抜いた武器も先に狙われていたのか指さしによって穴が開いていたりする。だが、両手で次々と引き抜かれ振るわれる武器に対し、彼は徐々に下がることで防御としていく。

　それはこちらが手数で押しているということ。手に取り、攻撃される瞬間にしか消すことができていないという証明。

　走り、振るうその瞬間に周囲の武器を視界に収める。そうして形と機能を把握した頃にはその横へ辿たどりつく。

「あんのバカ……っ！」

　自分だって大変だろうに何十種類も創つくり出しやがって。それだけの説明書を展開するこっちの身にもなれってんだ。

　高速で脳内にデータを展開していく負荷に耐えきれず、刺すような痛みが頭の奥を襲う。だが、それでもまだだ。まだ、足りない！

　西洋剣、斧おの、ハンマー、モーニングスター刀棘とげ付つき盾たて鉈なた蛇じや腹ばら剣けんレイピアハルバード、どんどん消されて、何度も振るう。

　そして消されようとも俺の武器は無限に供給され、戦場すらも、俺好みに変えていく。

　だから、

「っ!?」

　後ろに下がりながら俺の武器を消していた久世竜也の動きが、突如ガクンと止まる。

　その背に当たるのは壁と見み紛まがわんばかりの大剣。次々と創り出される武器に交じり、背後へと落とされていた一本。

　それに動きを阻害された一瞬。その隙すきをついて左右に持った曲剣と無骨な金属棒を同時に振るう。

　背後を大剣、左右を曲剣と鈍器、前方を俺に塞ふさがれた久く世ぜ竜りゆう也やは、瞬間的な認識で曲剣を消失させる。

　それはおそらく、これまで見せてきた俺が振るう刃物の危険性をわかっているが故の行動。

　さらに彼は金属棒までは消しきれないと判断したらしく、短剣を投げ捨てると周囲を彩る分厚い西洋剣を引き抜き、惚ほれ惚ぼれするほどの素早い動きでその鈍器に合わせてくる。

　それはおそらく先ほどの逆、鈍器ならば防ぎきれると判断したが故の行動。

　そしてそれは正しく、いくら最高性能を引き出したところで鈍器は鈍器。防御ごと吹き飛ばすことはできるだろうが、致命的な攻撃を与えることには、ならない。

　だから俺は、その存在を――



『定義』そのものを、書き換える。



　すなわち、『棒状の鈍器』から――――『細長い剣』へ！



「なっ……!?」

　ゾリ、と武器の形状を無視して久世竜也の振り上げた西洋剣に食い込む金属棒剣。

　それは一息もかかることなく西洋剣を両断し、

「終わりだ」

　彼の胴を、打ちつけた。



「さてさて、これでわかってもらえたかな？」

　壁のごとき巨剣を背に崩れ落ちた久世竜也へ、金属棒を突きつける。

「きさ、ま……。それは、一体……！」

「おや、物わかりが悪い。なら、俺が講座を開いてやろう」

　視界の端には縛られたまま呆ぼう然ぜんとした顔をしているデブも、未いまだに己の事情を理解していない妹もいることだし、ちょうどいい。

「異能ってのは、基本的に単一のことしかできない」

　俺によく切れる金属棒を突きつけられた久世竜也は、すでに動く様子が一切ない。最後に定義を戻したうえで少し力を抜いたとはいえ、骨の十数本は折れ、筋肉も断裂しているだろうから、それも当然。

「水を『動かす』。炎を『発生させる』。気温を『下げる』。個々の異能が持つ単一の性能を、異能者は認識を用いて制御している。視界内、指の先、物そのもの。発生場所、効果範囲を認識して発動するのが、一般的だ」

「それが、なんだと……」

「ま、現役異能者はそう思うよな。当たり前すぎることだ。異能はそれぞれ一つのことしかできず、せいぜい範囲や威力を指定してやるくらいのことしかできない。これが、全ての大前提」

　だが、

「異能には、もう一種類ある。通常の『認識』に加え、発動するものの『定義』すらも可能とする、異能が」

　そう、

「それこそが、本家の異能。《長おさ》が“〝万能”〟と呼ばれる、由縁だ」

「定義、だと……？」

「おまえは今二つ見ただろう？　まずは皐さ月つきの異能。あれはなにを創つくるか、物を『定義』し、発生場所や量を『認識』したうえで創り出している」

　だからこそ、

「これだけの量、種類のものを創り出すことができる。ただの異能ならば、剣を創る、岩を創る、椅い子すを創る。そういう単一性能しか持ち合わせない」

　もっとも、本人は他ほかの異能に触れてこなかったからか、それが普通の異能だと認識しているようだが。

　さらに、

「もう一つ。俺の金属棒が剣を切り裂いたのは……体感したな？」

　折れたところが痛むのか、厳しい顔で睨にらんでくる久く世ぜ竜りゆう也やに笑いかける。

「おまえもしたことがないか？　箒ほうきを剣に見立てて、チャンバラごっこ。それと同じだ。俺はこの金属棒を『剣』と見立て、そう『定義』した」

　だから、

「これは『剣』だ。その剣に俺が異能を適用すればどうなると思う？」

　そう。こいつは俺の異能を表層とはいえ看破している。

　ならば、その答えは簡単。

「金属棒でありながら、剣としての性能を向上させる……」

「正解。正確に言えば、剣としての最高性能、だな。俺は再定義したものでも、その通りに異能を適用できる」

　そして、

「どちらも同じ。『定義』と『認識』によって成り立つ、本家しか使えない、特殊な異能。定義を切り替えることでどんなふうに使うこともでき、どんなことにも対応できる、異能の枠を超えた異能。故に本家は――《長》はこう呼ばれる」



　――“〝万能”〟、と。



「貴様は、いったい……」

　呟つぶやいた久く世ぜ竜りゆう也やは、しかし、

「否いな、貴様が何者であろうと、依頼……だけは……！」

　突きつけられた金属棒を消し、それほど速くはないが、確実に俺の喉のどへ腕を伸ばしてくる。

　ああ、なんとひたむきな。いくらその方向性が倫理に反することであろうと、その原点が不幸な事故であろうと、彼の初心を貫きとおす信念だけは、本物か。

「ひなくん！」

「お兄ちゃん!?」

　伸ばされる腕に抵抗すらしない俺へ、見守ってくれていた二人の声がかかる。

　だけど安心しろ。もう、全て終わった。

　笑いながら手を上げた瞬間、グラウンドの夜間照明が一斉に点灯する。

　それと同時、俺の両りよう脇わきを駆け抜けた黒服が久世竜也の腕をねじり上げ、地面へと引き倒す。

　さて、それじゃあ最後の仕上げといきましょうか。

「反体制派の排除ご苦労！　引き続きで悪いが、第一処理班は残党がいないか索敵。いれば残らず狩り取れ！　第二処理班は武器や破片、戦闘の痕こん跡せきを全て片付けろ！　隠蔽班は引き続き現状を維持！　異能による周囲隠いん蔽ぺいはおまえたちにしかできない仕事だ！　急げ！」

　俺の声を受けるのは、暗がりから染み出すように現れた黒服たち。

　揃そろった動きで最敬礼した彼らは周囲の索敵に散り、人海戦術で次々と周囲の異物を撤去していく。

　それを眺め、俺は由ゆ枝えさんに捕らえられたままの太った男へと足を向ける。

「わかったか？　これが、本家からしか《長おさ》が選ばれない理由だ。ただ、異能が強いからじゃない。そもそも、異能としての枠組みからして違う。いくら本家の跡取りが絶えようと、単一の性能しか持たないただの異能者が、《長》に選ばれることは、ない」

「だ、だが！　その程度ならば、似たような異能も……！」

「ああ、あるだろうな」

　隠しきれない怒りを込めた声で叫ぶ男に、頷うなずきを返す。

　しかし、

「似たような異能では、意味がない。そもそも本家の異能は分家を束ねているが故の、“〝万能”〟だ」

「なん、だと……？」

「《血けつ樹じゆ》、という言葉を聞いたことがあるか？」

「……《御み園その》の異能の系譜を概念的にあらわしたものだろう？　それがどうしたと……」

「本家の異能は、その《血樹》にアクセスができる、唯一の異能だ。本家の異能は《血樹》にアクセスし、そこから分家の持つ情報を引き上げ、統合し、自らの異能の糧とする。それが、本家の異能が持つ基礎能力」

「バ、バカな！　そんなことは不可能だ！」

「そう。普通の異能者は不可能だ。だが、《血樹》の幹たる――全ての分家が連なる本家だからこそ、可能だ」

　だからこそ、

「今の本家は究極に近い“〝万能”〟。古来より何十何千と代を重ね、血族を増やした今の御園本家は、その全てのデータにアクセスできる。もはや知らぬことなどないほどに」

　よって、ここに帰結する。

　なぜ《長おさ》が本家からしか選ばれないのか。それは本当の意味で、本ほん家け筋すじの人間こそが分家を束ねる《長》に他ほかならないからだ。それ以外など、《御園》の《長》ではない」

「…………な、ならば！」

　呆ぼう然ぜんとしていた太った男は我に返ると、口角泡を飛ばしながら叫んでくる。

「ならば、貴様は何者だ!!　本家の娘と同等の異能を持ち、それだけの知識を有し、こうして《御園》の特殊部隊に指示を出す、貴様は!!」

「――ああ、これはこれは失礼した」

　もはや気づいているだろうに、認めたくないらしい太った男へ深々と一礼する。

「挨あい拶さつが遅れて、申し訳ない」

　ザッ、という音は俺が頭を上げると同時に、後方から。

「はじめまして、伊い沢ざわ金きん蔵ぞう。我が《御園》の名を汚した忌いま々いましき造反者。多くの反体制派を煽あおった主犯」

　それは命令を遂行し終え、一斉に整列した黒服の男女が奏でる音。

「俺の名前は御園日向ひなた。皐さ月つきの兄にして、保護者。そして――」

　そして俺は背に数百名からなる異能者を並べ、笑いながら告げる。
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エピローグ　終わりから始まる始まり





「…………」

「…………」

「…………」

「…………」

　戦勝の祭があっても不思議でないはずの綾あや川かわ家には、いまだかつてないほど重たい沈黙が立ち込めていた。

　そのうち一つは俺に寄りかかってこっくりこっくり舟を漕こいでいる鈴すず莉りで、もう一つは勝手に買かい溜だめしておいたドクペを飲みだしている由ゆ枝えさんなのでいいとして、

「…………」

　問題は、この真正面で飽きもせず俺を睨にらみ続ける――従妹いとこ。

　グラウンドでの後始末が終わり、『ちょっと話聞かせてもらえないかしら？』と笑顔で脅迫してきた由枝さんを伴って家に帰り着いたのが、今から三〇分前の話。

　そこから俺が傷の手当てをしたり各所に電話をかけたりして、ようやくソファーに座りこんだところで、この睨みだ。

「あの……鈴莉寝ちゃいそうなんで、俺も寝ていいっすか？」

「…………！」

　怖い怖い怖い！　無言で睨みつけないで！　由枝さんも話あるならさっさと訊きいてこの空気壊して！

「…………あ、猫の爪つめ」

「っ!?」

　ポロっと拷ごう問もん具ぐ創つくられたっ!?　暴発!?　ねえ、暴発だよね!?

　皐さ月つきは絨じゆう毯たんに転がったそいつを拾い上げると、口元にうっすらと笑みを浮かべてポンポン手のひらに打ちつけだす。

「まさか、それを俺に使おうだなんて……」

「…………くす」

「冗談だよね!?　冗談と言って！」

「またまたご冗談を」

「それは意味合いがまったく違う!!」

「うゆ……ひなくん、うるしゃい……」

　ぼんやり声の鈴莉に、むにーっと全然力の入っていない指で頬ほおをつねられてしまう。

　その愛らしい姿に毒気を抜かれたのか、皐月は一瞬顔を緩ゆるませるものの、

「む……」

　ゆ、許したわけじゃないんだからねっ、とばかりに再び睨みつけてくる。

　やれやれ。そんなテンプレ的ツンデレ妹だったらどれほどかわいいことか。だってデレあるんだぜ？　拷ごう問もん具ぐ素振りとかしないんだぜ？

「……はあ。説明すりゃいいんだろ」

「です。最初から素直にそうしておけばよかったんですよ。目が乾きました」

「だったら睨にらんでんじゃねえよ！」

　これ見よがしに目薬点さしやがって。

「で、お兄ちゃんが《長おさ》？」

「はいはい、《長》ですよー。黙っててすみませんでしたー」

「一気に開き直りとやさぐれを追加してきましたね……」

　もうなんかね、どうでもよくなってきたのさ。

「七年前のことは、話したよな？」

「……っ、はい」

　まさか話がそこへ飛ぶと思っていなかったのだろう。意表をつかれた様子で頷うなずく皐さ月つき。

「俺は、そのときに両親と、鈴すず莉りの記憶を失った。失ったら、どうする？　……ああ、もちろん取り返そうとしたさ」

「…………」

「だから俺は、《御み園その》の《長》になることにした。数多くの異能者を束ね、社会の裏に浸透した、《御園》の。そこで《長》の全権限を用いて、鈴莉の記憶を取り戻す方法と、あの事故がなぜ起きたのかを知るために」

「それは……」

　わかったんですか？　と、問いかけ、口を閉ざしてしまう皐月。ほんと、優しいやつだ。

「いいや、まったく。まったくわからなかった」

　本当は、少しだけわかっている。

　あの事故は事故でなく、その場に来るはずだった少女を狙ねらったものであり。その少女と同年代だった鈴莉が、間違えて標的にされてしまった、ということまでは。

　だが、そんなことを今更皐月に言う必要はない。賢く優しいこいつは、絶対に気づかなくていいことまで気づき、気に病んでしまうから。

「そのうちに鈴莉は元と同じようになっていった。それこそ、数年間の思い出を忘れただけの状態に。性格も、感情も、なにもかも同じように、成長し始めた」

　あれこそ、まさに奇跡と呼ぶべきものだろう。

　最初は俺すらわからなかった鈴莉が、一ひと月つき後には事故前となんら変わることなくべたべたしてきていたのだから。

「だから、俺はその時点で捜査を中断することにした。過去よりは、今を積み重ねるために。だけど、《長》は《長》だ。そう簡単に投げだせるものじゃない。……いろいろと都合もいいしな」

「そう……だったんですね」

　納得したらしい声をもらす皐さ月つき。すると、こちらの話が一段落つくのを待っていたらしい由ゆ枝えさんが、

「それじゃあ日向ひなた、今度はこっちの話。…………この子、本ほん家け筋すじってどういうこと？」

「うん、そうそう。本家筋本家筋」

「ちょ、ちょっと待ちなさい。それってどういうこと!?」

　俺が軽くばらすと、由枝さんは慌てた様子で詰め寄ってくる。

「本家筋はあんたのおばあさま、父親、あんた。皐月ちゃんは、母方の従兄妹いとこよ!?」

「え……？」

　その疑問の声は、皐月から発せられたもの。

「待って……ください。それってどういうことですか……？　皐月のお母さんが本家筋なんじゃ……」

　――――ああ、ようやく、その話に入れるか。

　肩の荷が下りるような気分を味わいながら、それを表面には出さず、笑みをもって、答える。

「その前に一つ教えてくれないか？　おまえは――まだ、俺たちの妹でいてくれるか？」

　一瞬方向の変わった話にキョトンとした皐月だったが、俺と、その肩に頭を置く鈴すず莉りを見て目を細め、

「はい。ボロボロになるまで頑張ってくれた兄と、頑張って知恵を出してくれた姉。自慢の、二人です」

「そう、か」

　だったら、俺も約束を違たがえるわけにはいかないな。妹なら秘密を話すと、言ったんだから。

「話を戻そうか。たしかに、本家筋は俺の父方の家系だ。そして皐月、おまえは父親がいないと言ってたよな？　そしてその名前だけがわかっていて、義よし貴たか、だと」

「え、ええ。そうです。……っ、まさか、まさかとは思いますが……！」

　ああ、やっぱり即座に気づいてしまうか。いくら状況がそう指し示しているとはいえ、さすがに、聡さとい。

「俺の父親の名前も――義貴という」

　そして、

「おまえの、父親でもある」

「…………そん、な……ことって……」

　全身の力が抜けたかのように、ソファーへと埋もれていく皐月。そこに俺は、事実だけを淡々と告げる。

「疑念は、最初からあった。おまえの異能を聞いたときから。その異能はあまりにも本ほん家け筋すじの特性“〝万能”〟を示しすぎている」

　それが、始まり。

「そしておまえは本家筋であることを話してくれた。また、異能に本家の異能特有である『定義』と『認識』を用いていることも」

「それで……お兄ちゃんは皐さ月つきが本物の本家筋であると確信した」

「そういうこと。さらに、調べてみるとおまえをこの家に送りこんだのが俺のばーさんとわかり……確認してみた」

　その結果は、俺の想像が正しいことを裏付けるもの。

「あたしが調べたあれって、そういうことだったのね……」

「いやあ、言うわけにいかなかったし。苦労かけたね」

「そ、そう思うなら《御園》の女性職員あたしたちの制服を長おさ権限で黒スト必須にするのやめてくれない？　あと年少組の女子はゴス服って、フェチにもほどがあるでしょ」

「ふぇ？　あれって由ゆ枝えお姉さんの趣味じゃなかったの？　真っ黒なの好きじゃない」

「そんなわけないでしょう。なんだって夏の暑いときまで穿はかなきゃいけないのよ」

　由枝さん!?　重くなった雰囲気が辛つらいからってそのそらしはないでしょ!?

　……まあ、鈴すず莉りものったし、俺ものるんですが。

「だってそうしたら鈴莉の服とかも経費で落とせるし。あ、もしかして自分の黒スト姿を見て俺が興奮してるとでも思った？　ないわー、このはとこないわー」

「よっし、録音成功。明日経理に叩たたきつけてやる。月末の半期大型定例会議楽しみにしときなさいよ。今まで横領した分きっちり払わせるから」

「ご勘弁を！　ゴスロリ服って高いんです！　黒ストやタイツもいい物は高いんです！」

「立場の弱い《長》ですねぇ……ってそんなことはどうでもいいんです！　お兄ちゃんが変態なのは今更なので！」

　由枝さんや、そんな同情するような目で見ないでくださいな。感じてしま――はないぞ！　うん！

　俺が若干Ｍに目覚めそうになっていると、皐月はローテーブルを大きく叩き、

「それじゃあ、皐月とお兄ちゃんは――腹違いの兄妹だっていうんですか!?」

「そういうことだ。どうやら俺たちの父親は、姉妹丼で両方食らうような傑けつ物ぶつだったらしいぞ。でもってダブルヒット」

「げ……考えるとたしかにそういうことですよね。母親が姉妹で、従兄と思っていたんですから」

　皐月はうわぁ……、という顔をすると、ソファーの上で小さく丸くなってしまう。

　さすがにいつも飄ひよう々ひようとしているような皐月でも、この事実を受け止めるのはなかなかに辛つらいようだ。俺もわかった直後は頭を抱えたのだから、仕方が――

「従妹いとこで、異能持ちで、ツインテで――そこにさらに腹違いの兄妹で、本家の直系!?　属性過多ですよ!!」

「「「そこ!?」」」

　悩みどころ、そこ!?

　ドクペを飲んでた由ゆ枝えさんも、寝ぼけ眼を擦こすっていた鈴すず莉りも、一瞬で振りむいて叫んでいた。

「え？　え？　みなさん、なぜそこまで驚いてるんです？　重要ですよね？　属性」

「重要だけどさぁ……」

「んと……さすがに……」

　珍しく困り顔の鈴莉とともに苦笑し、ならばとばかりにもう一つ、俺の隠していたことを告げてやる。

「おまえの異能、“〝万ばん物ぶつ創そう造ぞう”〟って名前だろ？」

「え、ええ」

「ばーさんに確認してみたら、やっぱりそうだったよ」

「え、えっと……なにがです？」

　戸惑った様子の皐さ月つきに、俺はいたずらが成功したことを確信し、

「それの本来の読み方は、“〝万物創造オムニア・クリアート”〟。本ほん家け筋すじは、その名前からすぐに存在がばれやすい。だから、たいてい読み変えてごまかすんだ」

「はあ、そうなんですか。……ん？　オム、ニア……？　あれ？　それって……」

　そう。

「そして俺の異能“〝オムニア・ユゾリス”〟は、日本語で読むと――“〝万物の使用者”〟、だ」

　創造と、使用者。

　俺たちのことと異能を最初から知っていたばーさんは、そう対になる名前を俺たちに与えていたのだ。

　そのことが飲み込めたのか、ぱくぱくと口を開け閉めしていた皐月は、そこに言及してくる。

「ということは……お兄ちゃん、まさか自分の異能名を言ったときには、もう大体……？」

「うん。妹かもしれないなー、程度にはわかってた。証拠がなかったから言いだす気はなかったけど」

「なんですかそれぇ!?　もっと早く相談だけでもしてくださいよ!!　そうすればこんなにショック受けることもなかったでしょうに――――っ!!」

「まあまあ、ほんのお茶ちや目めだって」

「あはっ。ひなくん、結構いたずら好きだもんね」

「いたずらにも限度ってものがありますよ！」

　も――！　と怒る皐さ月つきに軽く笑い、さっき終了の報告を兼ねてかけた電話で伝えられたことを口にする。

「ばーさんからおまえに伝言だ。『公表できなかったためとはいえ、今まで迷惑をかけたね。兄の元に残るなら、それでもよし。もし居づらければ……いつでも来なさい。迷惑をかけた分以上には、かわいがってあげるよ』だそうだ。どうする？」

　俺が問いかけると、怒っていた皐月はきょとんと意外そうな顔をして、俺を見返してくる。

「くす、お兄ちゃんったら。もう何度も言ったじゃないですか。皐月は、ここにいたいんです」

「やた～っ！」

　その言葉に、鈴すず莉りが小さくジャンプして向かいの皐月へ飛びつく。

「皐月ちゃんはこれからもここにいて、私たちの妹なんだよねっ」

「たしかにお姉ちゃんがお兄ちゃんと結婚すれば、義理の腹違い妹になりますね。そうでなくとも、お兄ちゃんが正式なお兄ちゃんですか…………せっかくちょっとカッコいいとか思った矢先に、なんですかこれ。呪のろわれてるんですか」

「なんだ、嫌なのか？」

　不満げなため息に抗議すると、由ゆ枝えさんに肩を叩たたかれる。

「察してやりなさいな。今更ながら葛かつ藤とうが生まれてんのよ。ああ、その点はとこは楽でいいわね」

　…………………………え、もしかしてそういうこと？

　いや。いやいやいや。皐月に限ってそれはないだろう。なにせ俺と鈴莉の関係を知っていて、そのうえ俺が鈴莉とイチャつくたびに冷たい視線を送ってきて、なにより……優しい子だ。そんな寝取りとか考えませんよ、ええ。

　ってか――

「万一そういう意味でなら、由枝さんはすでにふったから一番ダメなんじゃ」

「なに言ってんのよ。ふったふってない以前に、あたしとあんたの婚約、まだ破棄されてない――っと、これまだ日向ひなたには秘密なんだった」

「…………は？」

　え、なにそれ。俺初耳なんですけど。

「そもそも俺年上アウトなんだってば……。いや、由枝さん見た目若いけどさ」

「ちっ、ロリコンが。幼女囲いやがって」

「ロリコンじゃねえ！　鈴莉は幼く見えるけど、誕生日的には俺の一日後だぞ!?　ほぼ双子！」

「いや、それはそれで業が深いと思いますよ、お兄ちゃん」

「あは、でも双子じゃないも～ん。恋人同士で、もう少ししたら夫婦だもん。皐さ月つきちゃんには絶対渡さないよっ」

　ぴょん、と嬉うれしそうに再びソファーを跳びはねて俺の横へ着地した鈴すず莉りは、対面に座る従妹いとこで妹な――我が家に居続けることを決めた同居人へと見せつけるように、



「お疲れ様、ひなくん。大好きだよっ♪」



　その唇を、そっと合わせてきたのだった。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　はじめまして、水み月づき紗さ鳥とりと申します。

　第八回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作をいただき、デビューしたばかりです。

　新人賞に投稿を続けること数年。ようやくできた受賞だけに、感動もひとしおです。

　受賞の電話をいただいたときは本気で驚きました。なんだこの電話番号、いたずらか？　とか思って本当に申し訳ありませんでした。



　では今回あとがきが四ページあるので、少々まったりと内容についてでも。



　えー、以降はある意味ネタバレが含まれていると思うので、本文を読んだ後推奨です。



　………………おーけい？　では、どうぞー。



　エロゲのファンディスク!!



　はい。いきなりなに言ってるんだこいつ、という感じですね。

　実はこれが、この作品のコンセプトだったりします。

　とにかく甘く。ただひたすらに日向ひなたと鈴すず莉りがイチャイチャとし続けるだけ。

　私の甘い物語大好きという趣味そのものを反映した作品が、この『森羅万象オムニアを統すべる者』（応募時タイトルで『万能による無能のための狂想曲』）になります。

　そのため、受賞時の作品は起承転結も曖昧な、ただただイチャイチャし続けるだけのものでした。

　そこから紆余曲折あり、物語としての体裁を整え、今回出版の運びとなったのです。

　ええ、実は投稿時と現在とでは原型がフレームくらいしか残っていない感じまで書き直しているのですが、その際尺の関係上かなりイチャラブシーン削ってまして。

　投稿時に比べるとこれ、だいぶ『甘さ控えめ』です。カロリーオフです。

　どれくらい削ったのかは、全編イチャついてただけ、という言葉からご想像ください。

　とはいえ、もちろん物語としては今の方がよっぽどよくなっているので、ご安心を。

　いやはや、自分でもまさかあれから、ここまでまともな筋書きになるとは……。

　というところで、物語についてのお話は終了。

　え、本編の内容？



　日向ひなたと鈴すず莉りがイチャついてるだけだよ！　そこはまったくぶれてないよ！



　さて、と。まだページがありますね……。

　なにもない日常を送っている半引きこもりにとって、四ページのあとがきはなかなかにハードです。想像以上でした。あと二ページあったら、あとがきという名の短編書きたくなるレベルです。

　ええと……なに書きましょう。著者近影についてでも書いてみます？

　受賞の連絡をもらってから、この著者近影については結構考えたんです。

　絵もいいなー、とか。趣味で作ったお菓子の写真でもいいなー、とか。

　いやほら、皆さんずいぶんと凝ってらっしゃいますし。

　その結果がどうなったのかは――――ぺらりと表紙をめくってみてください。

　実はこれを書いている時点では、候補はいくつかあれど、まだどれにするか決まっていません！　なにになるのかな？



　それでは、謝辞を。

　担当様、いつも無駄なフェチとこだわりを発揮して申し訳ありません。また、素早いご対応と返信、ありがとうございます。起承転結すら怪しい物語が出版できるまで至ったのは、担当様との打ち合わせあってこそです。毎回長時間ありがとうございます。

　さらに、編集部の皆様、審査員の皆様。この作品を佳作に推していただき、誠にありがとうございます。これからもお応えできるよう、精進していきます。

　また、イラストを描いてくださった有あり河かわサトル様。すばらしいイラストをたくさんありがとうございます。届くたびにニヤニヤと眺めさせていただいております。

　そして出版に携わってくださった方々、書店員の皆様、ありがとうございます。担当様とお話しして数多くの方が出版に携わっていると知り、感謝の気持ちでいっぱいです。

　続いて、友人たち、高校時代の部活仲間。いつもいつも雑談や突発的なカラオケの誘いにつきあってくださって、ありがとうございます。雑談の中からいろいろなネタをいただいております。というかキミたち素でネタだらけの日常を過ごしすぎだよ……。



　最後になりましたが、この本をお買い上げくださった読者の皆様に心より感謝を申し上げます。

　これからもお付き合いいただけますと幸いです。



水み月づき紗さ鳥とり



    

  









    
      


　著者

　水月紗鳥（みづき・さとり）

　　第８回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　徳島県出身で石川県在住の半引きこもり。

　　でも趣味の一つはサイクリング。

　　他には読書やお菓子作りや家事が趣味。

　　大きいのと小さいの、どっちが好きか訊かれると、小さくて大きいのが好きな人。



　イラスト

　有河サトル（ありかわ・さとる）

　　兵庫県神戸市に生息するエカキ目イラストレータ科の生物。見た目はアルマジロに似ているとされているが、普段は巣に引きこもっており人目に出てくることはなく、珍獣とされている。

　　ＨＰ：‥http://activemover.harisen.jp/



    

  
    
      

森羅万象オムニアを統すべる者
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